
   

【東川町議会第４回定例会】 

令和４年 東川町議会 第４回定例会 会議録  

１．招集年月日  令和４年 12 月８日    

２．招 集 場 所       東川町議会議場    

３．開   会  令和４年 12 月８日 午前９時 30 分  

４．閉   会  令和４年 12 月８日 午後４時 14 分  

５．会   期  １日間    

６．応 招 議 員       １番 杉 本 岳 大 ２番 山 家 祥 幸 

  ３番 飯 塚 達 央 ４番 薦 田 敏 次 

  ５番 能 登 暢 吉 ６番 畑 中 雅 晴 

  ７番 藤 倉 智恵子 ８番 安 原 芳 博 

  ９番 正 満 正 義 10 番 鈴 木 哉 美 

  11 番 鶴 間 松 彦 12 番  高 橋 昭 典 

７．不応招議員  な し    

８．出 席 議 員       応招議員に同じ    

９．欠 席 議 員       な し    

10．地方自治法第 121 条の規定により提出議案等の説明のため出席した者の職氏名 

  町    長 松 岡 市 郎 産業振興課長 菊 地   伸 

  副 町 長 平 田 章 洋 旭岳ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ所長 三 島 光 博 

  副 町 長 市 川 直 樹 都市建設課長 矢ノ目 俊 之 

  教 育 長 杉 山 昌 次 農業委員会会長 津 谷 俊 弘 

  会 計 管 理 者 西 原   香 農業委員会事務局長 北 口 由美子 

  企画総務課長 佐 藤 文 泰 学校教育課長 大 角   猛 

  適疎推進課長 窪 田 昭 仁 生涯学習推進課長 佐々木 貴 行 

  保健福祉課長 佐々木 英 樹 子ども未来課長 藤 川 裕 充 

  税務定住課長 吉 原 敬 晴 選挙管理委員会委員長 西 川 宗 孝 

  文化交流課長 藤 井 貴 慎 代表監査委員 安 井 繁 光 

  東川スタイル課長 高 石 大 地   

  写 真 の町課 長 竹 田 慶 介   

11．本会議に職務のため出席した者の職氏名   

  事務局長 本多 大樹 次長 塚原 裕美 書記 阪部 友洋 

12.町長提出議案の題目 

  議案第１号 令和４年度東川町一般会計補正予算（第９号）について 
  議案第２号 東川町下水道事業の設置等に関する条例の制定について 
  議案第３号 東川町議会議員及び東川町長の選挙における選挙運動の公

費負担に関する条例の一部を改正する条例について 
  議案第４号 東川町立診療所大規模改修工事請負契約の変更について 
  議案第５号 連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更について 
  議案第６号 被表彰者の推薦について 
  諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

13．議員提出議案の題目 

 一般質問 
  飯塚達央 （一問一答方式） 

・安心して観光ができるよう宿泊施設に町からＡＥＤの

設置補助を 

・写真の町実行委員会に片山さつき氏の名誉顧問就任の

経緯や意図、今後についての説明を 
 

  杉本岳大 （一問一答方式） 

・物価高に対する町民への支援について 

鶴間松彦 （一問一答方式） 
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・会計年度任用職員の待遇改善について 

・防災無線の新制度の周知・徹底について 

・高齢者の「第３の住みか」と言われる居場所について 
 

  鈴木哉美 ・オーガニック給食について 

藤倉智恵子 （一問一答方式） 

・・高校生の医療費無償化について 

・高齢者事業団について 

山家祥幸 （一問一答方式） 

・・診療所の理学療法（リハビリ）の充実について 

・・町内４小学校の統一カバンの採用について 

安原芳博 （一問一答方式） 

・東川町道の除雪と排雪について、間口除雪について 

・令和５年度次期町長選挙に松岡町長は出馬されますか 
 

  意見書案第１号 国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書につい

て 

  調査報告第１号 ＳＤＧs、バイオマスの取組について（総務文教常任委員会） 
  調査報告第２号 太陽光発電を活用したまちづくり、ふるさと納税の取り組み

について（産業建設常任委員会） 
  閉会中の所管事務等の調査の申し出（総務文教常任委員長） 

  閉会中の所管事務等の調査の申し出（産業建設常任委員長） 

  閉会中の所管事務等の調査の申し出（議会運営委員長） 

  議員派遣について 

14．議 事 日 程          

 議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。 

15．会議録署名議員   

 議長は、会議録署名議員に次の２人を指名した。 

 10 番 鈴木哉美議員、11 番 鶴間松彦議員。 
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○開  会  

議長（高橋

昭典君）  
 

ただいまの出席議員は12名で開議定足数に達しております。 

よって、令和４年東川町議会第４回定例会は成立いたしますので、開

会いたします。 

これより直ちに本日の会議を開きます。 

 

 

○招集者挨拶  

議長（高橋

昭典君）  
 

町長より本定例会招集の挨拶があります。 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

（登壇）  
皆さん、おはようございます。今日は令和４年最後となります定例会

第４回の定例会を招集させていただきましたところ、全員の議員の皆様

方の御出席をいただきまして誠にありがとうございます。 

今回私どもが提案させていただきます案件につきましては、議事案件

が６件、諮問が１件となっておりますけれども、全会一致で議決を賜り

ますようにお願い申し上げ挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございます。 

 

 

○議事日程の報告  

議長（高橋

昭典君）  
 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

議事日程に従い議事を進めます。 

 

 

○日程第１ 会議録署名議員の指名  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、10番 

鈴木哉美議員、11番 鶴間松彦議員を指名いたします。 

 

 

○日程第２ 会期の決定  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

本定例会は、本日１日間にしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。（「異議なし」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

 

○日程第３ 諸般の報告  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第３「諸般の報告」を行います。 

町長から報告事項がありましたら、報告していただきます。 

 

町長（松岡

市郎君）  
 

ありません。 
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議長（高橋

昭典君）  
 

町長からの諸般の報告はありません。 

議会からの報告事項は、別紙配付のとおりであります。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

 

 

○日程第４ 議案第６号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第４、議案第６号「被表彰者の推薦について」を議題といたしま

す。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

市川副町長。 

 

副町長（市

川直樹君）  
 

（登壇） 

ただいま議題となりました議案第６号被表彰者の推薦について、提案

理由と議案の内容について説明をいたします。 

議案第６号被表彰者の推薦について、下記の者を表彰したいので、東

川町表彰条例第12条の規定に基づき推薦するものとする。 

今回、推薦させていただきますのは、東川町表彰条例第４条第１項第

３号に規定する消防功労８名の方々及び第６条に規定する特別功労表

彰の２名の方々でございます。 

最初に消防功労について提案をさせていただきます。 

消防功労は、勤続25年が１名、勤続15年が３名、勤続10年が４名の８

名の方々を推薦いたします。お名前を読み上げますが、住所、生年月日、

敬称については省略をさせていただきますので御了承ください。 

最初に勤続25年、第３分団副分団長、高倉直樹。 

次に勤続15年、第４分団部長、庄内信明。第４分団班長、高橋満。第

４分団班長、山﨑浩敬。 

次に勤続10年、第１分団団員、及川欧。第３分団団員、廣川淳次。第

４分団団員、溝口大和。第５分団団員、津谷勇作。 

以上、８名の方々を推薦させていただきます。 

御決定をいただければ、消防功労につきましては、年明け１月５日に

開催されます出初式にて表彰させていただくこととしております。 

次に、特別功労表彰についてでありますが、特別功労表彰は、極めて

その功績が顕著で町民の尊敬を受けると認められる個人または団体に

対して贈られるものであります。 

特別功労表彰のお一人目は、三宅良昌さん79歳です。 

三宅さんは、道立高等学校の教員、学校長として34年７か月にわたり

教職を務められ、退職後は、平成15年５月から東川町の教育長に就任さ

れ、本町の教育・文化・スポーツ振興に尽くされました。教育長退任後

は、町の教育振興スーパーバイザーとして町立日本語学校の立ち上げに

尽力され、平成27年10月には全国初の公立日本語学校となった東川町立

日本語学校の初代校長を務められております。 

現在は、それまで積み重ねてこられた豊富な知識と経験、人脈を生か

し北工学園旭川福祉専門学校の学校長として、引き続き若者の教育・人

材育成に尽力され、社会課題ともなっております介護福祉人材の育成に

も特に注力をされるなど、東川町における若年層の人口維持拡大に多大

な貢献をされております。 

次に、お二人目は、清水敏一さん89歳であります。 

清水さんは、大雪山研究の第一人者として活躍されている方ですが、
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平成28年に自ら収集した大雪山にかかわる貴重な書誌・文献等を町に寄

贈されると同時に東川町に移住され、東川町の文化資源である「大雪山

アーカイブス」の資料の収蔵・整理・展示・紹介を町と共に行っており

ます。 

清水さんは、自らの豊富な知識や経験を生かし、せんとぴゅあでは、

大雪山文化を広く紹介するための企画、来訪者への解説などを通じて本

町の財産である大雪山の魅力を広く紹介し、大雪山文化の振興発展に多

大な貢献をされた方であります。 

今回の特別功労表彰に当たりましては、11月29日に東川町表彰審議会

を開催し、全会一致で表彰すべきとの答申をいただきましたので、議会

に推薦させていただくものであります。 

議決をいただけましたら、本定例会の会期中に議場で表彰させていた

だきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上、表彰条例に基づく推薦をさせていただきますので、御審議の上、

御決定くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。（「質疑なし」の声あ

り。） 

質疑なしと認めます。 

 

本件は表彰案件につき、東川町議会運営に関する先例により、討論を

省略し、採決に移ります。 

採決は、起立採決といたします。 

初めに、表彰条例第４条第３号消防功労表彰該当者について採決いた

します。 

原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。（起立全

員） 

起立全員であります。 

よって、表彰条例第４条第３号消防功労表彰該当者については、原案

のとおり同意することに決定いたしました。 

 

次に、表彰条例第６条特別功労表彰該当者について採決いたします。 

原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。（起立全

員） 

起立全員であります。 

よって、表彰条例第６条特別功労表彰該当者については、原案のとお

り同意することに決定いたしました。 

 

 

○日程第５ 一般質問  

議長（高橋

昭典君） 

 

日程第５「一般質問」を行います。 

通告順に質問を許します。 

１番、飯塚達央議員。 

飯塚議員の一般質問は、「一問一答方式」を採用しております。 

制限時間45分で、場内時計10時27分。 

５分前にはお知らせいたします。 

 

３番（飯塚 ３番、飯塚です。 
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達央君） 

 

私から二つ町長に対して質問いたします。まず一つ目です。 

安心して観光ができるよう宿泊施設に町からＡＥＤの設置補助をと

いうことです。 

旭岳温泉、天人峡温泉は、救急車の到着に時間を要するところから、

全宿泊施設にＡＥＤの設置が必要と考えますが、導入コストから設置が

ままならない状況にあるようです。 

安心して観光に来てもらえるよう、町から設置にかかる費用を宿泊施

設に補助するのが理にかなうものと考えます。 

というのが要旨のものですが、これは自分の実体験に基づくものなの

で、少し説明させていただきます。 

10月の中旬の朝だったんですけれども、天人峡温泉に写真撮りに行っ

たんですね。そうすると、紅葉の上にちょうど初雪が積もっていて、寒

かったんですけれども、すごくきれいで幻想的な朝でした。それで、私

と同様に撮影に来られている方がちらほらいらっしゃったのが見えた

んですけれども、そのうちのお一人になるんですけれども、天人峡グラ

ンドホテルの前で仰向けになって倒れている男性がいるのを私がちょ

うど見つけた次第です。 

年齢的には、恐らく町長くらいの年齢だったと思うんですけれども、

呼びかけても意識はないし、どうやら呼吸もしていないようだったの

で、慌てて胸骨圧迫をしながら119番通報をしたんですけれども、天人

峡という場所柄、救急車が到着するまで30分はかかるということで、胸

骨圧縮と同時にＡＥＤがあればＡＥＤをやってくださいというふうに

言われました。 

ということで、ちょうどたまたま側にいた方に、近くの温泉宿に走っ

て取りに行ってもらったんですけれども、そこには残念ながらＡＥＤが

設置されていませんでした。 

それで、通りがかった観光客の男性の方と交代で胸骨圧迫、いわゆる

人工呼吸を交代で続けたんですけれども、なかなか意識は戻らず、途中

でドクターヘリも上空にやってきたんですけれども、天人峡温泉に降り

る場所がなかったようで引き返していってしまいました。 

呼吸も回復しないし、なかなか救急車は到着しないということで、

我々もその方がちょっと冷たくなっていくような状況を見守るしかな

くて、非常な絶望感を味わった次第です。 

30分以上たって救急車が到着、ようやくしたんですけれども、近くに

ＡＥＤがあったらということが非常に強く思った次第であります。 

宿泊施設には、ＡＥＤが置いてあるもんじゃないかと思って、その後

に調べてみたんですけれども、設置義務はないということで、旭岳温泉

なんかの大きなホテルには、幾つかあるようなんですけれども、導入コ

ストがそれなりにかかるということで、これが原因で普及を遅らされて

いるということも分かってきました。この不況下ですから、二の足を踏

むのも理解ができるなというところであります。 

それで、東川町の公共施設には、設置は幾つかされているというのは

承知はしているんですけれども、町内の宿泊施設、温泉街に約９か所か

10か所ぐらい、町内、民泊が非常に増えていて、ちょっと把握が難しい

んですけれども、十数か所あるようなんですけれども、こういった宿泊

施設にＡＥＤの設置補助金を町から出して普及させてはいかがでしょ

うかということです。 

これ心肺停止から１分経過するごとに10％ずつ助かる確率が減って
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いくということもありまして、救急車を待っていては助かる確率がかな

り低くなるということになっております。 

東川の町中心部にしましても、東神楽の消防署の辺りから10分近くは

かかるんじゃないかなと思うところをみると、大体あの心肺停止から８

分ぐらいが命につながるかどうかの瀬戸際ということもありますので、

特に夜間、そういう心配が起きる宿泊施設には、ついているべきだと思

いますし、安心して東川町に観光に来て泊まってもらうということは、

町にとっても大きなプラスになるというふうに思うんですが、このあた

りにつきまして町長の考えをお伺いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

ただいまＡＥＤの設置支援の御質問がございましたけれども、私ども

も天人峡温泉地区あるいは旭岳温泉地区で、どの程度の宿泊施設が設置

をされているか確認をいたしましたところ、11軒あるうちの６軒につい

ては既に設置済みであると。ですから、11分の６となりますと55％ぐら

いになるんでありますけれども、設置のしていないところは、どちらか

と言いますと宿泊の人数が非常に少ないというところについては、設置

をしていないという状況でありました。 

このＡＥＤについて支援をしてほしいという話は、私どもには届いて

いないわけです。今、議員さんがおっしゃいましたように、設置の義務

はない。ですが、お客様を対応するような、そういう多く人が集まるよ

うなところの施設については設置をしたほうがいいということになっ

ていくんだろうと思います。 

ですから、設置をしている宿泊施設もあるし、いない施設もあるとい

うことでありますので、これは観光協会あたりで、しっかりと観光地の

安全安心対策の在り方について検討していただいて、どういう形で進め

ていけばいいのか、総合的に、また総体的に考えていただく、個別では

なくて。 

そういうことがよろしいんではないかというふうに思っております。 

ですから、全体で考えていただくということと、もう一つは、コロナ

対策で観光地の皆さん方にも未来を見据えて、一歩先を見据えて観光振

興を図っていただきたいということで、交付金も相当出しているわけで

す。 

トータル5,000万以上を出していると思いましたので、温泉地区に。

そういう中で安全対策も含めて検討していただくということもあり得

るのではないかと思います。 

ですから、観光地の観光協会の皆さんとも共有をしながら、どういう

形で対策を進めたらいいのか、具体的に検討させていただきたいと思い

ます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

ぜひ進めていただきたいなというふうに思っております。 

それから、私、その現場におきまして、救急車が到着してから救急隊

の方がＡＥＤを使う場面を見ておりまして、それでＡＥＤの使い方とい



   

6 
【東川町議会第４回定例会】 

うのを承知はしたんですけれども、東川町の公共施設にＡＥＤはあるに

もかかわらず、皆さん使い方は御存知なのかなというところもちょっと

心配もございます。 

それで、ちょっと問い合わせてみますと、消防署のほうの方で、そう

いうＡＥＤの使い方の指導をする方もいらっしゃるということですの

で、ぜひ職員の方、それから、我々議員も含めて、いつ何どき目の前の

方が倒れられるか分からないということもありますので、そのときに使

い方分からなくて救急車を待ってということにならないように、そうい

う訓練ですか、そういったこともぜひ検討していただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

ただいまお話がありましたけれども、せっかく設置をいたしまして

も、万が一のときに活用できないということでは宝の持ち腐れというこ

とにもなると思いますので、公共施設については、１年に何回か消防の

職員を呼びまして研修をするというようなことには努めていきたいと

思いますけれども。日赤奉仕団なんかでは、この研修なんかもやってお

られるということでありますので、また希望のある施設等については消

防署と連携をとりながら研修をするというようなことも推進をしてい

きたいというふうに思っておりまして、いずれにしても万が一に備えて

起動ができるように進めていくことが大切なことだと思っております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

ＡＥＤについての質問は以上で終わらせていただきます。 

二つ目のほうに進めます。写真の町実行委員会に片山さつき氏の名誉

顧問の就任の経緯や意図、今後についての説明をお願いいたします。 

町長答弁求めます。よろしくお願いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

片山さつき氏につきましては、2018年から19年にかけまして、安倍内

閣のときに地方創生の特命担当大臣として御活躍をされた方でありま

して、地方創生担当大臣の時代から全国のまちづくりについて関心を持

っておられたということでありますし、特に、北海道については、東川

町のまちづくりについて関心が高かった。写真の町を宣言をして、写真

の町で宣言して、その中でまちづくりを行っているというのは一体どう

いうまちづくりの仕方なのかということで関心を持っておられた。 

大臣の在任中に訪問したいという意向が寄せられておりましたけれ

ども、残念ながら実現はしなかったということであります。 

たまたま７月の30日に旭川へ来る予定があったと。午前中で行事が終

わって、午後から体が空くので、１日東川町へ行きたい、こういうお話

でございました。たまたまこの７月の30日というのは、写真の町の東川

賞の授賞式でございました。 
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ですので、この授賞式をしっかり見ていただくということが、写真の

町づくりの原点になるのではないかというふうに考えまして、午後から

１日出席をしていただくことになったわけでありまして、そのときに大

臣まで担当した方でありますので、ただ来て見ていただくということで

はと考えまして、来賓として御案内をするような形で、来賓として御挨

拶をいただきました。 

その後、授賞式を出て終わった後、時間がございまして、写真の町実

行委員会の私代表と副会長等で懇談をしているときに、関心があるとす

れば、東川町の写真の町実行委員会の顧問をお願いできないかという話

をいたしました。 

森山眞弓さんという参議院議員が、我々の町の顧問をしていただいた

ということもありまして、森山さんが御逝去されて空いているというよ

うなこともありましたので、本人にお話しをいたしましたら、受けても

いいと、こういう快諾をいただきましたので、顧問に就任をしていただ

くということにいたしたところでございます。 

それが経緯でございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

確認なんですけれども、名誉顧問なのか顧問なのかというところをお

願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

これは、規約の中では顧問としか書いてなかったわけですけれども、

規約を改正いたしまして名誉顧問ということで、事業には直接関わらな

いということになっております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

その顧問と名誉顧問の違いなんですけれども、そこの規約を変えてま

で名誉顧問にされたということは、その名誉顧問の仕事の中身というこ

となんですけれども、今の説明だと、形はあるけれども仕事はないとい

うふうに聞こえるんですが、その意思決定の場には立たないとか、そう

いったことでいいんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

私どもは、名誉顧問も顧問も同じだというふうに解釈をいたしており

ましたけれども、外のほうから非常に分かりづらいという話がございま

して、それじゃ分かりやすくしようということで、責任のない名誉職と

いうことにしたわけであります。 

名誉職ですから直接は関わらないわけでありますが、私どもとしてま

ちづくりで様々な点で相談をしなければいけないということが出てく
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るかもしれません。 

そのときには、私どもの方から御相談を申し上げるということはある

かもしれませんが、写真の町の事業について顧問の方から意見があると

いうようなことは私どもはあり得ないというふうに思っていますし、仮

にあったとしても、それは何ら写真の町の事業に影響するものではない

というふうに考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

この就任はいつで、任期はいつまでというふうなことは、どんなふう

になっているか教えてください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

快諾はいただきましたけれども、委嘱をするという行為については、

年明け行うということでありまして、いましばらく凍結になっていると

いうことでありましたので、年明け早々にでも本人のところへ行きまし

てお願いをしたいと思っております。 

ですから、お願いする起点は、実際に辞令を渡したときと、委嘱をし

たときというふうになると思います。 

また任期については、現在規約で定まっておりませんので、本人の申

出があったとき等になるかと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

そうしますと、今、片山さん、国会議員でいらっしゃいますけども、

国会議員をこの後、国会議員でなくなった場合は、任期も外れるのか、

外れる可能性があるのか、そのとき協議するのか、どういったふうにな

りますでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

それは、本人から申出があった場合に外れるということになるのでは

ないかと思いますが、こちらから積極的に、議員さんをお辞めになられ

たから任期満了というようなことには、私としては考えておりません。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

発端と言ったら失礼なんですけども、このきっかけになった場が、東

川賞の授賞式だということで、私も企画委員ということでその場所に居

合わせたわけなんですが、当初、写真の町の東川賞の審査員の方や受賞

者の方から、その就任に対して、就任が発表されたときに異議が相当あ

りまして、翌日まで及んで、この話を町長を含めた方と話しをした経緯
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もありました。 

それで、11月に東京のほうに、これは毎年のことだと聞いてますが、

出向かれた際に、スポンサー回りをした後でしょうかね、東京に在住の

審査員の方々に対して説明をされたと。 

その内容によりますと、写真の町の実行委員会の名誉顧問ではあるけ

れども、東川賞の授賞に関わること等には関与しないというふうな説明

があって、それで納得をしていただいたというふうに聞いております。 

その説明の中で、写真の町のその東川賞の部分に関しては関与をしま

せんと、東川町全体のことに関する名誉顧問ですよということであれ

ば、審査員の方の説明は済みました。 

じゃあ、写真の町、東川町全体の名誉顧問であるということであれば、

町民への説明というのが必要になってくると思うんですが、今の答弁の

中では年明けに正式に委嘱するということですので、これ年明け以降に

町民の方への説明がなされる。例えば、広報でお知らせするのか、東川

アプリでお知らせするのか、その経緯とか目的とかということを説明さ

れる機会を持つということで考えてよろしいでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

確かに、受賞者の方、それから、審査員の方あるいは写真の町に関わ

ってこられた方、それから、政治家をということじゃなくて、個人、政

治家個人を指して、個人の資質の問題で、いろいろな御指摘をいただい

たということは事実であります。 

しかし、そういう個人の資質のような話までいたしますと、受賞者、

写真の町の賞を受賞する、受賞者の資質はどうなんだ、審査員の資質は

どうなんだ、我々実行する側の資質はどうなんだという、個人のそうい

う調査、プライバシーのところまで入ってくるわけであります。 

この主義主張というのは、御案内のとおり、これは保持されているわ

けでありますので、いろいろな考え方を持った方々が共に助け合いなが

ら生きている社会であるということからいたしますと、そういう個人の

資質調査なんてことは不可能なわけであります。 

ですから、町として、あるいは実行委員会として、未来を見据えたと

きにプラスになる、あるいは写真文化に大きく貢献する、してもらう。

そういうことを踏まえてこの委嘱をするわけであります。 

この写真の実行委員会の役員について、住民の皆さんに細かく説明を

しているかというとそうではなくて、実行委員会という規約があって、

規約の中で処理をされているわけでありますから、実行委員の中では共

有されるということはありますけれども、住民の皆さんに、誰々をこう

しました、実行委員会の会長に町長がなりました、副会長に誰々がなり

ました、企画委員、誰々がなりましたということを、一々この住民の皆

さんに細かく説明をしたということはいまだないと思います。 

ただ様々なこの印刷物の中に、こういう体制で実行しておりますとい

うことについては御案内をさせていただいているということでござい

ますので、それは従来の方針に沿って進めていくことでよろしいんでは

ないかというふうに考えております。 

 

議長（高橋 飯塚議員。 
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昭典君） 

 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

個人の資質というふうな話が出たので、少し触れさせてもらいます

と、片山さんは、非常に立場的にも、国会議員ということで、我々の実

行委員の方とか受賞者の方とか比較にならないぐらい目立つ立場とい

うんでしょうかね、とは思うんですけれども、その中の言動で非常に排

他的な、内容をちょっと僕は悩みましたけど触れません。少し排他的な

言動が見られる方でもあります。 

その中で、我が町は昨年、共生・共和・共栄のまちづくりを目指し、

共に宣言しました。そういった東川町と相容れない資質の持ち主じゃな

いかなというふうに考えておるんですが、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

今、議員さんがおっしゃいましたように、東川のまちづくり、今日こ

のように伸びてきているという大きな要因というのは、排他的な関係で

はなくて、共生ということで、様々な方々を取り込んで包摂の視点でこ

の事業を展開したということが大きな要因になっているというふうに

思います。 

片山先生については、全国から30万票以上でしょうか、そういう票を

得て当選をしている方でもありますし、当然その信頼はあるんだろうと

思います。 

政治家ですから、いろんな考え方を持っているんだと思います。 

文化に対しては高い意識を持っているという人もいるでしょうし、そ

うじゃなくて低いという人もいるでしょうし、様々な意識を持っている

と思うんですが、やはり政治家の皆さんに写真の町がやっているような

文化事業というものをしっかり見て、感じて、そして、文化事業の必要

性というものを認めていただいて、政治の世界でも文化・教育、こうい

ったところにもっと予算を配分する、そういう姿勢というものは必要で

はないかと思うんです。 

そういう人に、政府・与党でありますから、そういう政府・与党の方

に来ていただいて、我々は強く訴えていく。そのことによって政治も変

わっていくという機会に私はなるんだろうと思うんです。 

黙って待つんではなくて、そういう方も受け入れをして、我が町から、

この文化・教育、特に、文化・芸術、そういったところの必要性という

ものをしっかり訴えていく。そして、日本を変えて文化・芸術を発展さ

せるということにしていかなければいけないのではないかと思います。 

多くの自治体の皆さんが言っておられるのは、今、補正予算を組んだ。

分配と成長と、こう言っているけれども、文化・教育に対する予算の配

分が極めて乏しい。もう少し文化・教育、教育といえば、スポーツも芸

術も入りますけれども、そういったところに予算を配分することによっ

て日本の経済は再生されるのではないか。そして、世界をリードするよ

うな国になるんではないかという声というのは非常に大きいわけです。 

ですから、そういうことを実現するためにも、政治家の皆さんにしっ

かりと実情を認識してもらうという必要があるのではないかと思いま

す。 

そういう視点では、一歩この就任をしていただいたということは前進
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する、これから未来に希望を持てるような形にしていかなきゃいけない

というふうに私は思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

具体的に、東川のまちづくりにおいて、これから何に依頼をするとい

うふうなことというのはありますか、計画的とか予定は。 

この部分についてお願いする、お話しする。写真文化という大きな枠

のお話でしたが、個別具体的な案があれば教えてください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

これからまちづくりに関するものがたくさん出てくると思います。 

一つは写真文化、こういう写真文化、特に日本の国では文化に対する

予算というのが欧米諸国に比べて極めて低い。５分の１とか10分の１と

かと言われているわけですから、そういういうところの予算も確保して

いただいて、文化芸術の世界、あるいはスポーツの世界でもって、もっ

ともっと飛躍をするような、そういう地域であり日本の国にしていくべ

く訴えていかなきゃいけないと思いますし、我が町においても、経済分

野でもって様々な取組をしておりますけれども、特に、家具の分野、家

具の分野では、デザインミュージアムのようなものをつくろう、あるい

は中心市街地の活性化を図ろうということでは、空き地等を利用してギ

ャラリーのようなものをつくる。そこに国内外から多くの人々が集ま

る。写真も含めて様々な展示もする。そういう機会によって人々の往来

を活発化させていくというふうにするとすれば、経済分野での支援とい

うものも当然必要になってくるわけでありますから、経済の分野、そし

て新たにこの本人は苦手かどうか分かりませんけれども、文化・芸術と

いうようなところで我々としては力をお借りできるものであれば力を

借りたいというふうに考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

先ほど町長の答弁でいきますと、改めて細かく説明する、町民に対し

てする必要がないと考えているということでありますが、やはり写真の

町というのは町民みんなでつくり上げてきたというふうな意識もある

中で、細かくとは言いませんが、案内一つは出す必要があると思います。 

それで、この就任に関しては、写真の町実行委員会との協議というこ

とでありましたが、これこのまま町民に話しをせずにいるということ

は、やはりちょっと独善的なような気がしてしようがないという印象が

あります。 

ぜひ、町長も５期20年やっておられる中で、もうちょっと町民に説明

というんですか、丁寧な説明をする中で、この自治運営をする上で、町

民が納得するというふうな形をもっととっていただきたいと思うんで

すが、いかがでしょうか。 
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議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

広報をするということは、例えば、政治家が特別な町の、例えば、政

治家が東川町の顧問をするなんていうことは、これはあり得ないと私は

思うんですね。自治体の顧問ってあり得ないと思う。ですが、実行委員

会の顧問というのは、町も入った、いろんな団体が入っているわけです

から、そういうところの顧問というのは当然あり得るのではないかと思

いますが、それでその片山さつき代議士が顧問に就任ということで委嘱

状を出したときには、町の広報等で就任いただいたと、名誉顧問に就任

をいただいたというようなことは、当然これは広報されると思います

が、その写真の町実行委員会のその委員全員について、住民の皆さんに、

こう変わりました、ああ変わりましたというような細かい説明はどうな

んだろう―それはいいんですか。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

はい。そこはいいです。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

そういう広報はなされていくんだろうというふうに思います。 

そういうところで、御理解をいただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員。 

 

３番（飯塚

達央君） 

 

以上で質問を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

飯塚議員の一般質問は、これで終わります。 

引き続き、１番、杉本岳大議員。 

杉本議員の一般質問は「一問一答方式」であります。 

場内時計によりまして10時56分までといたします。 

５分前にはお知らせをいたします。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

それでは、私のほうから町長に質問のほうをさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

私のほうからは、昨今の物価高に対する町民への支援について、ちょ

っとお伺いしたいと思っております。 

今日、私は議会に入る前、ちょっと立ち話でもあったんですけども、

やっぱり議員の中でも、いろいろ生活費かかるよねと、電気代高くなっ

たねというような話もありました。皆さん多分ひしひしと物価高、物価

が高くなっているなというのを感じていらっしゃると思います。 

そんな中で、ちょっと質問のほうをさせていただきます。 

円安と原油価格の高騰（ウクライナ危機を含む）影響で急激に物価が

上昇しています。生活に不可欠な食料品や日用品も値上げラッシュが続

き、私たち町民の暮らしに大きな影響が出ています。 

そのような状況の中で、物価高が落ち着く間の次元的にでも町民の皆

様に御負担いただいている税の減税、利用料の軽減などを令和５年度の

会計予算案に盛り込み、少しでも町民の皆様の負担を軽減し、日常生活
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を支援することができないかを伺いたいと思います。 

税の軽減、利用料の軽減と、私のほうで今回質問させていただきまし

た。その中にはいろいろな無償化だったり、または、町民の方に対して

直接の給付も考えられるんではないだろうかと思いますので、この点も

含めてお伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

令和５年度の会計予算に向けてということでございますが、令和５年

というのは、我々の任期が切れた新しい年度でございますので、その新

しい体制の中で、町長、あるいは議会の体制の中で考えていただくとい

うことがよろしいんではないかと思っておりまして、今我々の令和４年

度の中でできることは何かということを考えるというのが重要なこと

じゃないかと思います。 

皆様方にも議決をいただきましたように、物価高あるいは原油高を背

景として物価高になっているということ、あるいは円安なんかでもなっ

ているということなんでしょうけれども、非課税世帯あるいは所得割の

非課税世帯に対してのＨＵＣカードへの支援ということで、これ合わせ

て8,500万円ぐらいになっている。 

それから、一般の消費者の皆さん方には、ＨＵＣカードでもって10％

還元する。これは、消費税還元に匹敵するものなんですけれども、これ

は12月と１月の２か月間実施をするというようなこと。 

あるいは、今まで支援をしてこなかった農業関係者に対しても支援を

するというようなことで、全体を網羅した体制になっているわけです。 

今議員がおっしゃいました減税と、こういう視点で考えますと、減税

というのはいわば所得の低い層には恩恵がないんです。住民税を払って

いる世帯にしか恩恵はないということになります。 

ですから、今一番困っているのは、こういう所得の階層があったとす

れば、税金を払えないような階層のところに大きなしわ寄せが行ってい

るわけです。ですから、そこをどうするかということなので、減税をす

るということは、いわば所得の高い層に対しての支援でありますから、

円高あるいはこの高騰で物価高に悩んでおられるところに対する支援

としてはちょっと異なってくるのかなと。もう少し違った視点での減税

というのはあり得るかもしれません。 

それから、固定資産なんかを見てみましても、固定資産税というのは、

いわば住宅中心でありますので、住宅を所有している方の税が減税され

るということになりますから、これも言わば持っていない方々はどうな

のか、あるいは固定資産を借りて、家屋を借りて、事業をやっていると

いう方ももいらっしゃるわけですので、そういう方々に対する恩恵はな

いのではないかというようなことにもなっていまいりますので、減税と

いう視点ではなくて、今お話がありましたように、給付をすると、支援

をするという形で令和４年は進めておりますけれども、こういう形がよ

ろしいんではないかと思います。 

令和５年については、その新しい体制の中で減税のようなものがいい

のか、給付がいいのか、あるいはもっともっとその経済が活性化する方

向に支援をするのがいいのか、それは十分検討がなされたらよろしいん

ではないかと思います。 
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議長（高橋

昭典君） 

 

杉本議員。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

令和５年度の予算に関しては、確かに次の町長であったり、次の議会、

議員さんのほうでいろいろという話もありましたけれども、今現在その

実際問題の令和５年度の予算を今つくっている最中ということで、お聞

きしているものですから、そんな中で盛り込んでもらうといいのかなと

いうところで、私もちょっとこういった質問内容とさせていただきまし

た。 

また、税の減税という今話が出ました。確かにおっしゃることも分か

ります。私はここで何で税の減税というふうにあえて話しをしたかとい

うと、やはり幅広く、確かに住民税が課税されている世帯、果たして課

税されていれば生活が大変ではないのかと。いろんな方がいます、課税

されている世帯というのは、その幅があります。 

なので、私は思うんですけど、幅広く支援をしてほしいなと思って、

今回、減税という言葉を使わせていただきました。 

それで、利用料の軽減という私もちょっとキーワードを入れさせてい

ただいたんですけども、町で、利用料収入で大きなものって何かなって

私予算書見てみました。今まで他の議員さんもおっしゃっていたと思い

ます。いろんな各周りの市町村でも動きが出ているかと思うんですが、

小中学校の給食費の無償化、これを一度検討できないのかなと。 

私たち、まだ議会に対しても議論のテーブルにまだ乗ってないもので

すから、果たして東川町として、例えば子育て世帯の方、小中学生のお

子さんをお持ちの方、または学童の給食費もその要領の中にいただいて

います、町として。そういった中で、大体、令和４年度でひっくるめて

5,000万円ぐらい予算で入っていました。 

その5,000万円を、来年度どうなるか分かりません、幾らになるか分

からないんですけども、何か子育て支援もそうですけども、他の市町村

がいろいろ考えて無償化に進めているということなので、東川町も一度

検討できないものか、議論できないものかというのをちょっとお聞きし

たいんですが、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

まず、いろいろ質問いただきましたけれども、令和５年政策の関係で

すね。今、御提言になっています政策予算については当初予算みないと

いうことにいたしておりますので、経常的な予算だけを３月の議会で議

決をいただいて、新しいものについては送るというふうになっておりま

すから、そういう中で検討いただければと思います。 

それから、広く所得の低い階層ばかりでなくて高い階層の皆さんも含

めてこの恩恵があるようなことを考えてはという提言であったかと思

いますが、これについてはＨＵＣカードで10％返すというふうにいたし

ております。 

ですから、所得の高い人は多く消費をすれば、それだけポイントも消

費額に応じて出るわけですから、減税と同じような効果があるんだと思

います。 
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ですから、町内でたくさん買物していただいて、町内に、お店にお金

を落としていただくと。落としていただいたお金はまた税金として町に

納めていただくということになりますので、極めていい好循環が生まれ

てきて、その好循環が、今お話があったような無償化のほうにも、財源

として組み入れることができるということになっていくのではないか

と思います。 

無償化の話、いろんな方からいただいておりまして、給食費の無償化

もありますし、あるいは医療費の無償化の話もこれから一般質問される

んだと思いますが、あります。 

さらには、子育て支援という視点から考えますと、小児科の医師を置

いてほしいと、こういうような話もあったりするわけです。 

ですから、これは例えば、医療費を無償化するときに、じゃ、学校給

食費を上げないできたけれども、上げるかと。上げてそっちの医療費の

無償化に回すかと。 

あるいは、学校給食費は上げないで回すか、あるいは医療費を無償化

にするときに、例えば学校給食無償化するときに、じゃ、ほか何を削っ

てここに充てるかということだと思うんです。 

100という財源しかない、そのほぼ100を使っているときに、これを入

れるということは100を超えることになるわけです。 

ですから、どっかを潰して新しいものを入れるということでなきゃい

けないわけです。 

でなければ収入を増やす。しかもこういう学校給食費の無償化という

のは一旦やると、やっぱり永続してやらないと不平・不満というのが募

ってくるわけですから、きちんとした財源を確保した上で展開しなけれ

ばいけません。 

その財源を何に求めるかということになってくるわけです。 

やはり求めるとすれば人口しかないんです。人口が増えれば財源が増

えてくるという仕組みになっております。 

それは国の制度の中でもそうなっているわけですから、ある程度の人

口、今8,500人ぐらいでしょうか、国勢調査では8,300ですけれども、現

在は8,500人ぐらい。 

ですから、8,500人をあと200人ぐらい増やすと、今のような財源が出

てくるかもしれません。 

ですから、そういう8,700の人口を恒常化させると、常態化させると

いうことによって財源が生まれてくるということになるのではないか

と思います。 

ですから新たな財源を生ませて、そういう無償化をするのか、そうで

はなくて、今ある様々な施策の中からそれを削減して、これに充てるの

かという議論に私はなってくると思いますので、それは議論は多いにや

ったらいいと思いますので、新年度に向けて議論するということは大い

に結構ではないかと思っております。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

杉本議員。  
 

１番（杉本

岳大君）  
 

人口が増えれば収入が増える。以前からずっと呪文のように唱えてい

る話ですけども、確かに年々人口は増えてきています。いつになったら

そういったものにお金が回せるようになるのかなというのが、ちょっと
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私のほうでは疑問として残ります。8,500人になればいいのか、9,000

人になればいいのか。 

いつまで待てばお金に余裕が出て、給食費の無償化に回せるのという

ところで私は思います。私もちょっと今回こういう話を、今まで何回か

聞いています。無償化できませんか、できませんかと。 

今現状、日本の国内でどういうふうな動きになっているのかなという

と、ちょっと私もインターネットで調べた内容なんですけども、ちょう

ど12月３日付の新聞赤旗という電子の新聞ですね。 

この時点では、ここに書いている内容としては256自治体で今現在、

無償化があると、やっていると。さらに運動も広がっていますよという

ものになっています。ちょっと情報として、今こういう状況ですという

ところを入れておきたいと思います。 

先ほど医療費の無償化についても話しありましたけど、これは後ほど

ありますので、私のほうでは触れません。 

続きまして、私も今回どんな支援があるのかなと、いろいろ調べてみ

ました。現金給付、確かにＨＵＣポイントで還元していますよ、非課税

世帯、住民税の均等割の世帯の方には国の支援プラス町独自で支援して

いますよ、というところであるんですけども、今現状、どういう支援が

現金給付としてあるのかなと、ちょっと調べてみました、これも。 

いろんな市町村、大きい町、小さい町いろいろありました。いろんな

例を私のほうで御披露というか御説明させていただきたいと思います。 

ある町では、全世帯に対して１万円給付しますよと。さらに、世帯主

を除く市民に対しては5,000円給付しますとか。例えば、ある町ではゼ

ロ歳から高校３年生相当の子どもに、１人に対して４万円給付しますだ

とか。いろいろ調べたらたくさんの市町村でいろんな支援の幅が広がる

ように、いろいろ考えて行っています。 

あるところでは、商品券を寄附しますよとかいろいろあります。ＨＵ

Ｃポイントでポイント還元って、たくさんお買物してください。そうす

れば還元できますよという話なんですけども、これもいろんな議員さん

から話出てると思うんですけど、たくさんお買物できない方も中にはい

らっしゃいます。必要最低限のものしか、最小限で何とか生活費を工夫

して節約しようとして、もう切り詰めて、切り詰めて生活している方は

私の周りでもたくさんいます。特に、私、福祉の仕事しているもんです

から、福祉で働いている方の収入というのが、やはりほかの産業に比べ

ると、やっぱり低いですよね。 

ただ、この方たちは住民税払っています。払う所得にはなっています。

ただ、ぎりぎりです本当に。それは福祉で働いている人に限ったではな

いと思います。いろんな産業で働いている方いろんな所で働いている方

いらっしゃると思います。働く収入を得ているから、税金を納められて

いるんだと思います。 

所得の高い方という、今、町長よく表現されていると思うんですけど

も、私は感覚的に何が高い、どこまでが高いのか、どこからが高いのか

とか。何となく私のイメージとしては中間層の方にも、こういろんな支

援が届けばいいなというふうに思っています。 

その中には子育ての方も世代の方もいらっしゃいますし、大家族の方

もいらっしゃると思う。家族が増えればその分食費も光熱費も諸々いろ

んな日用品も、いろんなものにお金かかってくると思います。なので、

その中間層に対しての支援、ポイント還元以外で何かこううまく支援で
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きないものかなというのを、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

これはどんな方式をとっても、その層にだけという、例えば中間層と

いうのは、じゃ、どこからどこまでするのかと、例えば非課税とか所得

割非課税というのは出てくるわけですね。所得の額も出てきますけど

も、じゃ、中間層というのはどういう層なのかというような定義が非常

に難しいわけです。 

先のほどの提言のあった減税という話もありますけれども、減税だっ

て所得多寡に応じて違うわけですね。住民税10万円払っている人もいる

し50万円払っている人もいるでしょう。 

定率減税やるということは、所得の比較的中間層で高いほうの人は額

が大きくなるし、そうじゃない人は少なくなるというわけで。定額でや

るならば、それは皆さん一緒になるだろうと思いますが。どっちでやる

かということもありますけれども。 

ですから、中間層の皆さん方に何もやってないということじゃなく

て、我々はＨＵＣですね、ＨＵＣというのは所得が上から下まであると

すれば、当然所得が高いような人が消費する額も多いでしょうし、中間

層も低い人から比べたら消費する額が多いでしょうから。 

その額に比例して還元されるわけですから、当然、中間層の方々にも

恩恵があるというふうになっていると思いますし、今、人数の話があり

ましたけれども、ほかの町は私はよく分かりませんけど、新聞で見る限

りにおいては、一律１世帯幾ら、３万とか５万とか、１万円とかってい

う話ですよね。 

我々のほうの施策というのは、定額プラス人数なんです。家族が多け

れば家族１人5,000円ですか、5,000円と3,000円足ささっているわけで

す。１人であれば５万円ですけど、２人いれば５万5,000円とかそうな

るわけですね。ですから、固定の部分と人数の部分も足して、この支援

をしているということと。 

それから子育て世代に対しても、私どもは当初の予算あたりから支援

をしてきているわけですね。ですから、一律１万円とか何千円とかって

いう話がありましたけれども、私どもの町も、後ほど佐々木課長のほう

から説明させたいと思いますけれども、子育て支援の中でしっかりと支

援をさせていただいているという状況にありますので、どれを採用する

かということ、どれが一番この広く行き渡るかということだと思うんで

す。 

減税と言えば１年間分相当しますけれども、ＨＵＣカードの場合は期

間を限定してますが、それとてそんな大きな減税なんかできないわけで

すから、やはり今のような形が私はよりよい方法ではないかというふう

に思っております。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

佐々木保健福祉課長。 

 

保健福祉課

長（佐々木

ただいまの御質問いただいた子育て支援の関係でございますけども、

今年度から妊産婦の方への支援ということで実施している分がそれに
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英樹君）  
 

当たると思います。 

おおむね１妊婦当たり５万円相当分のＨＵＣポイント還元ですとか、

そういった施策を子育て支援に充てているところでございます。 

それともう１点がＨＵＣカードと連携した低所得者への原油価格高

騰の福祉支援策でございますけれども、構成員１人につき5,000円が加

算ですとか、またひとり親世帯の方であれば、さらに加算というような

形で、また、さらに家計急変世帯であれば、常に相談していただければ

対象になる可能性もございますので、御相談いただければと思っており

ますので、よろしくお願いします。 

続いて、子育て支援の分でございましたけども、妊産婦の方へ昼食宅

配ですとか、お掃除支援、子育てカフェクーポンですとか、また子ども

を一時預かりに対する支援ですとか、そういう多岐にわたるきめ細かな

子育て支援を現在講じているところでございます。 

これについては、所得には関係なく一律に頂ける支援でございますの

で、そういった形で子育て世帯の支援を行っているところでございます

ので、御理解いただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

杉本議員。  
 

１番（杉本

岳大君）  
 

今、御説明いただいて、町としてもきめ細かく支援のほうをしてると

いう話しなんですけども、支援のほうされていると私も思うんですけど

も、私が再三言っているのは、もう少し幅広く支援受けられる方が増え

ればなというところで、私はこういう話しさせていただきましたので、

今後ちょっと御検討いただければと思いますし、いろいろアイデア出し

ていただいて、議会のほうでも、それはいいアイデアだね、それはちょ

っとこうしたらいいんじゃないかとか、いろいろ町と議会が一緒になっ

て、よりよいまちづくりができればなと思っております。 

続きまして、また違った別の角度からちょっとお話しさせていただき

たいと思います。 

物価高の中で、今すごく私も気にしてはいるところがあるんですけど

も、電気料金の値上げが今現時点でも、とても値上げしているんですけ

ども、またこの来年の春、またさらに値上げするのではないかという予

測だとか、私もちょっと北電さんから来た手紙をちらっと見たんですけ

ども、何か調整、ごめんなさい、私、詳しく分からないんですけど、上

限の調整というんですか、それがもう解除される。今まで上限があった

と、燃料高になったときに、ここまでしか上げませんよというのがあっ

たらしいんですけれども、それがリミッターと言うんですか、そういっ

たものが解除されますよと。あとは、その電量費に応じて電気代は上が

っていきますよという仕組みに、何か変更しましたよというのをつい秋

頃そういった手紙ちょっと見て、個人的にも電気代はどんどん上がって

いくんだなというところで、ちょっと私は今後、食料品のほかに、その

公共料金、電気代というのがすごく町民、国民の生活に多大な影響を与

えるのではないかなというふうに、ちょっと心配はしてます。 

そんな中で、先日私はちょっと委員会のほうで視察させていただきま

して、白糠町に行って参りました。そこでは太陽光発電の補助事業して

おります。後で、後ほど多分その委員会の視察の報告もあるかと思うん

ですけども。 
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今までは売電、売電と太陽光発電を売電して、利益をそこでお金を得

ようという考え方だったと思うんですけども、今は自家消費型の太陽光

発電というものに注目が出てると。自分たち太陽光の自然のエネルギー

で獲得した電気を蓄電でためて、それを上手に使いましょうというよう

な取組をしております。 

本町では、今年、脱炭素ということで、ゼロカーボンの取組も今これ

から始まって、2050年に向けていろいろ取組をしていくんだと思うんで

すけども、そういった中で、一時期太陽光発電の補助、国でも進めたと

思うんですけども、今は国の補助事業はないという状況だと思うんです

けども、何か町のほうで、もう一回いろいろと環境面も含め、そういっ

たもので一度考えてみるのも一つの考え方なのかなと思うんですけど

も、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

まず、最初にありました幅広く支援という話で、いろいろ検討したら

いいという話ですけども、議会の中でも話も聞けというお話しでござい

ました。 

私もコロナ対策あるいは物価上昇対策について、補正予算を組む前に

議会の皆さん方でも何か提案いただけるものがあれば出していただき

たいということを企画総務課長を通じて議会にも御案内させていただ

いたと思うんです。でも１件もなかったというふうに聞いております。 

ですから、もしあるのであればそういうときにお出しをいただいて、

それを政策実現するということは大いに可能だと思いますので、ぜひ積

極的にお出しをいただければと思っております。 

それから、この電気料とエネルギーの関係でありますけれども、今、

確かに円が非常に安くなっておりまして、安くなったけど少しまだ持ち

直し高めになってきておりますが、それでも円が安いという状況でござ

いますから、円が100円か110円ぐらいになるとまた電気料金も下がると

いうことが予想されるわけです。 

しかしながら、ゼロカーボンという視点もありますので、このゼロカ

ーボンと言いながら世の中の動きとしては電気、電気へとシフトしてい

るわけですね。例えば車にしても電気自動車という話ですから。 

ですからその辺をどうこの矛盾みたいなものを解消していくのかと

いうところは、一つあるのではないかと思いますが。 

私どもとしては、エネルギーということを考える場合に、まき、木材、

これをフルに活用するというようなことで、今も支援をしておりますけ

れども、木材が灯油か何かに変わっていくということでありますので、

そういう灯油の量を減らすというような視点から、この一つのエネルギ

ーとして、まきストーブ。まきストーブによって煮炊きもできるという

こともあるし、暖を取るということもできるんでしょうから、そういっ

た点の支援。 

それから、水力発電というのは我が町としては水力が豊富であります

から、そういうその潜在的な資源が活用できないのかというようなこと

も考えておりますし、太陽光については、景観上の問題もあるし、自分

のところの電気を自賄いするという視点で入れている方もいらっしゃ

るでしょうけども。 
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それはそういう景観のバランスなんかも含めて考えていく必要があ

るんではないかと思っておりますので、これらのエネルギー対策時期の

中でしっかりと議論をしていただくということはよろしいんではない

かと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

杉本議員。 

 

１番（杉本

岳大君）  
 

今、まきストーブのお話し出ました。  
確かにそうですね、それもエネルギーの一つなので、町民の方にはま

きストーブも選択できる、太陽光発電も自家発電も選択できる、そんな

自分たちで選べる町になればいいなと思いますので、ぜひ今後、検討い

ただければと思います。  
続きまして、また、別のお話なんですけども、これも私たちの町では、

あまり合う、合わないってあるかと思うんですけども、一応、ちょっと

ほかの町でこういうことをやっているので、質問させていただきたいと

思うんですけれども、ある町で上下水道の使用料軽減・減免するという

ことで取組されているところもあります。  
我が町で上水道は地下水を使っていますよと。  
都市部では下水道、人数に応じて下水道料金を負担いただいていると

いうところで、農村部になればそれぞれ浄化槽のほう、個別でやってい

るというところでなっていると思います。  
もし我が町でできるのであれば、これも以前質問でもあったかと思う

んですけども、下水道料金ちょっと軽減できないだろうかという、ほか

の議員さんの質問があったかと思うんですけども、これも今回こういう

時期だからこそ、何か町としては支援できないものかというのをちょっ

とお聞きしたいんですが。  
 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君）  
 

こういうその時期というのが継続的に続くということであれば、ま

た別でしょうけども、一時的なものであったとすれば、一時的な軽減に

なってしまうわけで、ですから一時的な場合に軽減することがいいの

か、給付のような形で出すのがいいのかということが一つあるかと思い

ます。 

それから上下水道、うちは上水道ありませんけども、下水道の料金

がどうなのか。実際には天人峡温泉地区と中心市街地区がありますけれ

ども、100％いわば使用料で賄っているものではないと思います。一般

の税金も入れて賄っているわけです。 

ですから、そこへさらにまた軽減して、それを一般財源で入れると

いうことが、果たして適正なことかどうかという問題もあります。 

ですから、しっかりと分析をしながら進めていくことが大切ではな

いかと思っておりますので。 

しかも、うちのほうは下水道の料金も恐らくそんな高いわけではな

いと思います。 

ですから、その辺も考慮していただいて進めていくことが大切では

ないかなと思っておりますので、御理解をいただきたいと思います。 
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精査だけは、よくしてみたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

杉本議員。 

 

１番（杉本

岳大君） 

ありがとうございます。いろいろ検討いただいて考えていただきたい

と思います。 

ちょっと私また別口の話なんですけども、私は福祉の仕事をしてい

るものですから、これも直接、保健福祉課のほうに聞けばよかった話な

のかなと思ったんですけど、ちょうどいい機会なのでお聞きしたいなと

思うんですけども。 

高齢者で介護を受けている方で、東川町で要介護者で介護を受けて

いる方で、おむつの補助を受けることができる支援があります。 

東川町では半年に１回5,000円分のおむつの補助券があって、１年通

すと年１万円の補助券が町のほうから、社会福祉協議会さんを通して支

援を受けていると思うんですけども、お隣のまち、旭川市で同じように

おむつの補助をしてるんですけども、私、東川町と旭川市の金額の差に

ちょっと驚いてしまって、こんなに違ったんだなというのがあったんで

すけども。 

旭川市ではちなみに半年間６か月分なんですけども、一月当たり

4,500円出ます。半年２万7,000円、東川町では5,000円、旭川市では２

万7,000円。 

住む場所によっておむつの価格というのはそんなに変わらないと思

いますし、使う量もそんなに変わらないんではないかなと思います。 

ちょっといい機会なので、もし来年度、来年度話ししてしまったら

申し訳ないんですけれども、今後、何かこういった介護を受けている方

ってどうしても今どんどん介護費も上がってきています、自己負担分も

上がってきてます。だんだん町民の方も介護を受ける方が介護保険を使

っている方もだんだん増えてきてます。そういった方は今まであまりこ

ういった話出てこなかったんですけども、ちょっと今回、町民の負担の

軽減、支援についての一つの話として、私今日、御質問させていただき

ましたので、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

介護施設に入所されておられる方というのは、９割以上が年金受給

者ではないかと思うんですね。私も年金をもらうような時期になって、

初めて年金暮らしのこの実体の厳しさというのは認識するようになり

まして、恥ずかしい話ですけれども。 

ここ年金は上がっていないということ、そして、今お話があるよう

に物価高で非常にこの厳しい状況が続いている。そういう中でのこの負

担という在り方について、年金受給者、特に、国民年金の受給世帯に対

して必要に応じて支援をしていくというようなことは、私は大変重要な

ことではないかと思うんです。 

これほど物価が上がらなければ、なんとか生活をしてこられたんで

はないかと思いますが、生活必需品が上がる、年金は下がる、ですから、

仮に、施設入所のお話がございましたけれども、一律入所している方全



   

22 
【東川町議会第４回定例会】 

員に対してこの支援を厚くするということではなくて、やはり本当に厳

しい世帯をどう捉えるかというのはありますけれども、そういう年金世

帯の中でも低い層の方々に対して支援をするというようなこと、あるい

は施設入所していなくても、今回、物価高でやりましたけども、そうい

うように本当に困っている人達に対してどうするかということが非常

に重要ではないかと思うんです。 

私たち行政の役割というのは、収入というのは上から下まであるわ

けですね。役割というのは高いところをどうこっちへ持ってきて平準化

させるかというところが、非常に大きな課題ではないかというふうに思

っておりますので、この施設入所ということではなくて、年金受給者に

対する在り方、今、例えば公営住宅のなんかについても新年度に向けて

検討しているようですけども、本当にこの所得の低い層の家賃というも

のをどうしていくか、果たして２万円なんか負担をしていただいて生活

ができるのかどうなのか、その辺も含めて、今、鋭意検討している最中

でありますので、このことも含めて、新しい年度に受けて精査し検討し

ていきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

杉本議員、５分前です。 

 

１番（杉本

岳大君） 

 

今ちょっと訂正、確認なんですけども、紙おむつの話なんですけど

も、これは施設に入っている方に対してではなく、自宅で生活されてい

る方のみに支援を受けられるというものなので、東川町も今後、自宅で

生活されている高齢者の方、介護認定を受けている方で、紙おむつを使

う方にはもっと支援のほうを手厚くしていただければと思いますので、

来年度の話になるかと思うんですが、一つ御検討のほうよろしくお願い

いたします。 

今日いろいろ多岐にわたって私も何かいろいろ質問させていただき

まして、本当に町長もお答えいただきましてありがとうございました。

よりよい東川町が住みやすい町になればと願っておりますので、私の質

問のほうは以上とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

以上で、杉本議員の一般質問を終わります。 

ここで10分間の休憩を取りたいと思います。 

場内時計は52分ですから、11時再開ということでよろしいでしょう

か。 

また、窓際にある方、申し訳ありませんが、換気にために開放をお願

いをしたいと思います。 

これより11時まで休憩といたします。（休憩宣言 10時52分） 

 

休憩前に引き続き、一般質問を続けます。（再開宣言 11時00分） 

引き続き11番、鶴間松彦議員。 

鶴間議員の一般質問は「一問一答方式」であります。 

場内時計、11時45分までといたします。 

５分前にお知らせいたします。 

 

11番（鶴間 私は、３点についてお伺いをしたいと思います。 
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松彦君） 

 

私事でありますけれども、ちょっと鼻アレルギーがありますので、マ

スクをちょっと失礼させていただきたいと思います。 

最初に、会計年度任用職員、いわゆる非正規の職員の待遇改善につい

てお伺いしたいと思います。 

事前に、担当課のほうからいろいろ聞いておりますし、また資料も頂

きました。 

それによりますと、月給制で働いている方が197名、77.6％になりま

すけれども、日給月給、時給と日給で働いている方が57名、合わせて254

名の方が、いわゆる非正規職員として働いているわけです。 

町の条例によりますと、正規職員というのが、大体100名ちょっとぐ

らいというふうになっておりまして、それをはるかに超える２倍以上の

方が、非正規として町民のサービスの窓口に立って奮闘しておられると

いうのが今の町の実態だろうと思います。 

それで、何年か前にも臨時職員の方々の給料の改善、それから一時金

ですとか、ベースアップの問題でいろいろ提言をいたしまして、実現さ

せていただいております。 

そしてまた、特にその専門職、保育関係の職員には、正規職員を増や

していただくということでもいろいろお願いをしてまいりました。 

現場を預かる非常に大事な職場ということで正規職員を増やしてい

ただいておりますけれども、今申し上げましたように、254名という方々

が非正規で様々な住民サービスをされているということでございます。 

そして、そのうち、ほとんどの方が、ですから、いわゆる扶養家族の

範囲、所得税103万円未満ということでしょうか。こういうことで働い

ている方が８割ぐらいはいるということで、実際には、そういう方々が

生計を支えているというのが実態だろうというふうに思います。 

全国の自治体労働者でつくる労働組合が今、全国的な調査をしている

ようでありまして、それから見ますと、そういう非正規職員の皆さんの

賃金は、年収で200万未満という方が約６割いらっしゃるということで

ございます。年収200万といいますと、そこから社会保険料ですとか、

様々な所得税ですとか、そういうことを引かれたら、どれぐらいになる

んですかね。150万程度でしょうか。月10万ちょっとで生活を余儀なく

されているというのが実態ではないかと。我が町の臨時職員の方々もそ

ういう状態に置かれているのではないかというふうに推察できるわけ

です。 

それで、何点かお伺いしたいと思います。 

まず、会計年度任用職員という制度が令和２年ぐらいでしょうか、国

の制度としてできてきたわけですけれども、それによって、毎年、これ

はそれに関わりませんけど、毎年１年で更新をすると。来年も働きます

か、どういう働き方をしますかというような面接か何かをして、採用さ

れるということになるわけですけれども、そういう更新のときに、そう

いう職員の方々から、どのような意見や要望が出されているんでしょう

か。そういうような機会を設けているのかどうかを含めまして、どんな

ものがあるかをお伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡 今更新のときに要望とか意見を求める機会があるかと、こういう御質
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市郎君） 

 

問でございますが、私どもとしては、鶴間議員さんはじめ、いろんな議

員さんの御意見をいただきまして、処遇改善の話がありました。一定の

基準を公務員に準じた基準をつくっておりまして、その基準の中で昇格

や昇給が行われるようなことになっておりますので、特に意見を求めた

りとか、要望を聞くというようなことはいたしておりません。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

それでは、改めてお伺いしますけれども、継続して勤務するような場

合、継続した場合は、例えば、１年に幾ら昇給があるのでしょうか。 

それから、一時金というのはあるんでしょうか。いわゆるボーナスで

すね。 

それから、諸手当はどのようなものが、幾らぐらい支給されているの

か、ちょっとお知らせください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

給与表につきましては、公務員の特定級のものを準用して使っており

まして、人事院勧告が行われた場合については、翌年からその勧告後の

給料に上がりますので、それは定期昇給ではなくて、物価高に応じた見

直しというのが翌年度から実施をされるということと、それから給料表

についても細かく規定をされておりますけれども、給料表については、

毎年１号俸上がると、こういうことに今なっておりますし、住宅手当に

つきましても、単身とか、あるいは、一人世帯については、常勤の職員

に準じて出されていると、時間外は当然そうですけれども。 

それから、通勤手当ですか。通勤手当については、町外から通ってき

ている方については、専門職に近い方については、この支給をしている

と。２キロを超える場合ですけれども、出しているという状況に今なっ

ております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

そうですね。一人一人、恐らく、条件が違うんだろうと思うんですね。

金額も、働く時間も。ですから、この場で幾ら幾らの改善をというのは

ちょっと控えさせていただいて、後日、関係課とも具体的な話しをさせ

ていただきたいというふうに思いますけれども。 

先ほど申しましたように、全体的に年収200万未満の世帯がかなりの

数おられるというふうに思います。 

数年前に、全町の中で、所得が200万未満の世帯がどのくらいいるか

ということを全町で調べさせていただきました。 

およそ８割の方々がいたわけですけれども、それに近い方々が住民サ

ービスの向上のために、日夜、役場の中で働いている、こういう方々が

200万未満ということでは、十分に休んだり、栄養を取ったり、家庭を

維持するということがなかなか大変ではないかというふうに思います。 

特に窓口業務ですとか、保育士、調理師、看護師など、恒常的、専門
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的な職種については正職員化する。あるいは待遇を正職に近づけるよう

に引き上げるということが必要ではないかというふうに思いますけれ

ども、いかがお考えでしょうか。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

すいません。もう１回、ちょっとさっき聞き漏らしました。 

すいません。簡単でいいです。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

はいはい。特に住民サービスに直結するような窓口業務ですとか、保

育士、調理師、看護師など、専門的な、恒常的なその業務を行う職員は、

やはりそれに見合うといいますか、正職員に準じた、ある程度の待遇改

善が必要ではないかというふうに思いますけれども、いかがお考えでし

ょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

ただいま専門職の話がございましたけれども、我々、給与を決める場

合に、一般事務補助と専門的なことが分かれておりまして、専門的な職

種については、前歴換算をしておりますので、一般の方とは違う給与体

系になっているということ。 

それから昇給も１号俸ではなくて３号俸昇給するということ。３倍の

昇給額になっているということ。期末手当についても、１か月ではなく

て２か月支給されるということでありますから、専門職の臨時の方々に

ついては、ちょっと間違えてといいますか、本当に正規職員に近い給与

になっていて、場合によっては逆転するようなこともあって、若干、抑

えているというようなこともあるというふうには聞いておりますので、

これは、水準は公務員と遜色がないんだろうというふうには思っていま

す。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

先ほど言いました全国的な労働組合の自治労連というところであり

ますけれども、調査した中間報告によりますと、先ほど言いましたよう

な200万以下が非常に多いということと、併せて、実は、大変やりがい

のある仕事であると、そして住民の方のサービスですね、そういったこ

とがやりがいがあると、誇りを持ってやっているんだというふうにお答

えになっております。 

先ほど、継続する場合にいろんな希望を聞く機会があるかというふう

に質問しましたら、それはしていないということでございましたけれど

も、共通して、そういった思いで、日常、意欲を持って仕事をされてい

る職員の方が多いんではないかというふうに私は推測をいたします。 

そういうことでありますけれども、やはり賃金が低い、手当が少ない

というのは、これはまた一般的に、うちの臨時職員の方々にも言えるこ

とではないかと。なおかつ、公務の専門性や継続性、公平性、平等性と

いう考えからしましても、できるだけ専門職のみならず、一般職も含め

て、できるだけ正規職員に近いような待遇でやっていただくことがどう

しても必要になってくるんではないか。ましてや、独り親ですとか、様々
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な条件が厳しいような世帯については、きちっとした給与水準を保つ必

要があるのではないかと思いますけれども、改善する余地はございませ

んか。お伺いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

我々、配慮をしておりますのは、雇用の機会が非常に厳しい本町のよ

うな場合は。人手、働く人が足りない足りないとは言うんですけれども、

なかなか厳しい状況にあるということなので、役場というのは、ある意

味では、最大の雇用の場にもなりつつあるという状況でございますが。

それにしても、特殊な免許を持っている方についてはなかなか集まらな

いというようなこともありますので、そこは、職種によってはしっかり

上げていかなきゃいけないということだと思います。 

それで、もう一つは、今、先ほど来も質問出ていますけれども、物価

が非常に上がってきたと。それは、日常必需品が相当上がってきている

わけですので、そういう中で生活をしていくというときに、この賃金水

準でどうかというようなことでありまして、担当する企画総務のほうか

らも、これは、やっぱりもう少し上げなきゃ駄目でしょうと、こういう

提案をいただいておりまして、最低時間給に換算いたしますと、時間給

の方もいらっしゃいますけれども、1,000円以上になるように、また、

月給の方も時給1,000円以上にはなるように、ボーナス含めてですけれ

ども、改善をしていこうという話でございますし、今まで１号俸しか上

がっていなかった職員については、人事院勧告後でありますけれども、

来年以降ですが、これは２号俸、１号俸を２号俸に上げるべきだと、こ

ういう強い話がありましたので、これ次年度ということじゃなくて義務

的な経費でありますので、そういう方向で進めていってはどうかという

話にいたしておりますし、また、子どものいる世帯は非常に厳しいわけ

ですから、そういう世帯に対してどういうことができるのかもちょっと

検討させてくださいということでありますので、どういう検討ができる

のか、今、検討している最中であります。ですから、給与を１号俸から

２号俸に上げるということと、時間給の単価を1,000円以上にするとい

うこと、それから子どものいる世帯に対して何かできないかということ

を含めて検討しているということを申し上げたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

ぜひ内部で検討いただいて、改善をしていただきたいと期待しており

ます。 

次に、これは政府の制度で、新しい制度でございますが、３年に一度

で、いわゆる試験をして採用しなさいと、いわゆる継続をするかどうか、

分かりやすく言いますと、３年に一度は辞めていただいて、新しく採用

試験をしなさいというのが政府の方針だというふうに聞いております。 

先ほども言いましたように、本当に誇りを持って仕事をされている方

が多いわけですね。令和２年にスタートをした事業ですけれども、来年

の３月がその期限かというふうに思っておりますけれども、その継続性

等について、どのようにお考えなのかをお伺いしたいと思います。 
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議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

私どもとしては、毎年更新でありまして、３年契約でもありませんの

で、毎年更新して、今までも来ておりますので、そのことは慣例的なも

ので継続していくものというふうには思っております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

ぜひ、働いている人の御意見も御希望も聞いていただいて、そのよう

にしていただければというふうに思います。 

次の質問に移ります。 

防災無線、今農協さんが行っております防災無線が来年３月31日で使

えなくなるということで、新しい制度として今、町のほうで取組を進め

ているというふうに聞いております。 

その主な内容をお伺いしたいと思いますけれども、まず私どもが承知

しているのは、スマートフォンを中心に情報を提供すると、そして持っ

ている方には、東川町アプリというアプリケーションをダウンロードし

ていただいて、それで情報をお知らせするというふうになっています。 

そして、ない方にはスマートフォンをお貸しするというふうに聞いて

おりますけれども、この辺の制度の内容や、あるいは必要な方々に対し

てどのような対応をしているかをお伺いしたいと思いますが、まず、制

度の大まかな内容をちょっと教えていただくのが１つと、それから、ス

マホを持っていない方に対応する、いわゆる貸出しをするということで

すけれども、どのくらいを想定しているのか。 

そして、現在、どのくらいの方が貸してほしいという申出をされてい

るのか、その辺の取組状況についてお伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

この情報の関係につきましては、我々、数度の災害を経験いたしてお

りまして、そういうときにいかにこの情報を正確に、迅速に伝達をする

かということが非常に大きな課題になっております。 

この無線、当初、農協の有線でありますけれど、それが平成７年にア

ナログ式の無線に代わりまして、その後、平成24年にデジタルの防災無

線の屋外配置であるとか、あるいは遠隔制御設備の更新、設置や更新が

なされたわけですけれども、今お話がありましたように、総務省はこの

周波数の割当て計画を変更いたしまして、アナログ無線の使用期間を令

和４年、今年の11月30日までというふうに定めていたと。 

しかしながら、このコロナでもって２年間延びたということでありま

すので、令和６年の11月30日で使えなくなってしまうというようなこと

から、どういう伝達方法がいいのか。 

今まではこの無線というのは、無線のある世帯とない世帯があった。 

ですから、情報が届く世帯と届かない世帯があったということであり

ますので、これを住民の皆さんの世帯に届くように、一斉に届くように
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するためにはどうしたらいいかということを考えまして、最も普及して

いるような方法、そしていつでも情報が入手できるような方法、そんな

ことを検討いたしました結果、スマホがいいのではないかというふうに

なりまして、今スマホの普及を図っているところであります。 

当初、スマホを持っていない人数はどれぐらいかということをします

と、1,300ぐらいだろうということでしたけれども、1,000人ぐらいはい

るんじゃないかと。 

確かに1,000人ぐらいいるんでしょうけれども。世帯で調べていきま

すと四百何世帯でしたかね。450世帯ぐらいだというふうに見込まれて

いるということでありますから、当初の1,000から450ぐらいになるんじ

ゃないかと思いますけど、現在の申込みの状況というのが、133件申込

みが来ておりまして、正式にやり取りになっているのが119件、貸出し

が35件ということで、残りについては、今月中に貸出しをしようという

ことで計画をしているということでありますし、一般の町民の皆さんに

ついては、スマホからダウンロードしていただく、こういう方法で情報

を入手するような形にしたいと思っております。 

ですから、スマホを持っていない世帯数からいたしますと、450世帯

で119世帯でありますから、普及率は、大体３割近くになっているんで

はないかというふうに思っております。 

特に持っていないというのは、70代、あるいは80代、70代以上が圧倒

的に多いということになっておりますので、高齢者世帯への普及をどう

していくかということと、この使い方をしっかりと学んでいただくとい

うことでありますので、研修会等をしながらでも普及をしていきたいと

いうふうに思っていますし、さらに３割ぐらいの普及率でありますの

で、さらに普及拡大を図るという意味から、町内会というか、班の皆さ

んとか自治振興会等、あるいはシニアクラブの例会等、様々な機会を通

じまして御案内をさせていただこうと思っております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

私も確認させていただきますけど、当初、来年４月１日からこのスマ

ホのサービスをするというふうに聞いておりましたけど、今の町長の話

ですと、令和６年の11月30日まで総務省は許可をしたということでしょ

うか、今のシステムは。そういうことですか。（「そういうことですね。」

という声あり） 

令和６年までは今のシステムは使えると、アナログが使えると。 

だけど、来年４月からスマホに取り替えるというのが町の方針だとい

うことなんですね。なるほど。 

今まではもう３月31日で使えないものだというふうに思っておりま

したので、そうすると、両方、その期間使えるということになりますか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

スマホについては、現在も持っている人は情報を得られる状況になっ

ているということでありますので、貸与をすれば、その時点から情報は

得ることができるということと、令和６年の11月30日ですから、11月30
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日までは撤去しない限り使えるということだと考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

今農協さんでやっている無線も使えるということになりますか。 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

大変失礼しました。 

詳しいのが窪田課長ですので、窪田課長から答弁させます。 

議長（高橋

昭典君） 

 

適疎推進課長、窪田課長。 

 

 

適疎推進課

長（窪田昭

仁君） 

 

アナログの周波数のほうについてなんですけども、先ほど町長の答弁

の中にもありましたように、当初につきましては、今年の11月30日まで

というような形になっておりました。 

ただ、先ほどの説明の中にもありましたように、その後、新型コロナ

ウイルス感染症のまん延状況といったところもありまして、デジタル波

への置き換えが進んでいないということもありまして、２年間延長しよ

うということで、その期限を令和６年の11月末まで延長したというよう

な措置が取られております。 

ただ、本町におきましては、いわゆるそのスマートフォン端末、携帯

電話の通信網ＬＴＥ回線、これを使っての情報伝達に切替えていこうと

いうことで準備をしておりまして、そうした準備が整ったといったとこ

ろで、この10月１日からこの貸与のほうを始めまして、東川アプリ、こ

れについてはもう令和元年から、このアプリでの情報発信というものを

行っておりますので、それを使っていただこうということで、取り組ん

でいるということで御理解いただきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

そうしますと、令和６年の11月30日までは今の無線も使えるという解

釈でよろしいんですか。 

そこちょっと確認してください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

窪田課長。 

適疎推進課

長（窪田昭

仁君） 

 

法律上でいきますと電波を使用するということは可能でございます。 

ただ、どこかのタイミングで切替えを行っていきたいということで、

農協様ですとか関係する皆様と御協議をいたしまして、アナログ波の放

送につきましては、来年の３月末をもって終了させていただきますと。 

それからは東川アプリを使っての情報発信というものを軸に情報発
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信をさせていただくということの切替えを行っていくということを今、

進めているところでございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

そうしますと、来年３月31日で切り替わると、完全に切り替わるとい

うことですね。 

そうしますと、先ほどおよそ450世帯が持っていないのではないか。

119世帯が貸出しをしている。130件ぐらいが申込みがあるということで

ございます。 

そうしますと、およそ220件ぐらいは、これからいろいろ対応しなけ

ればならないとなると思います。 

私が懸念しているのが、その周知がきちっとされているのかどうかと

いうのが１つ。全町民、世帯に対してが１つ。 

それと、もう１つは、私も実はそうなんですけれども、スマホやパソ

コンにあまり詳しくない高齢者の方々、慣れていない方、そういう方々

が操作をする場合に、誤操作もあるでしょうし、機械的に全く、「いや、

私、嫌だわ。」と拒否的な反応をされる方もおいでになると。 

結構多いのではないかと思うんですね。 

こういう電波機器を使う世代は、およそ、私の推測では、50歳以前の

方々が勉強されてきて使えるかもしれないけれども、それ以降の方は、

失礼ですけど、なかなか使いこなせていけないというのが実態ではない

かと思うんですね。 

そういうことになりますと、アプリをダウンロードする、ポテトさん

でありますから来てください。入れますよというサービスが本当にいい

のかどうなのか。 

あるいはシニアクラブさん、来てください。集まったら行きますよと

いうのがいいのかどうなのか。 

もう少し徹底した周知の方法を考えなければならないんではないか

なというふうに思っているわけです。 

ですから、来てくださいというよりは、むしろ、私たちのほうから行

きます、説明させてくださいということでそういう場を設定するとか、

もっと積極的な方法でこの周知を図る必要があるのではないかという

ふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

こういうＩＴ化がどんどん進んできておりますので、これを避けて通

るわけにはいかないと思うんですね。 

どこかの時点でこういう切替えがある。 

そして、それを持続させていくということを考えなければいけないと

思います。 

ですから、スタートのときというのは、やっぱり混乱するというのが

ありますので、すぐに100％これに変わるとかじゃなくて、時間がかか

るというところもあると思います。 

使い方に慣れるということもあるでしょうし、あるいはもうスマホと
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聞いただけで拒絶反応を示すという、こういう世代もあるわけですか

ら、様々な機会を捉えて、しっかりと伝達ができる、使いこなせるよう

にしていかなければいけないと思っていますので、その出前方式も含め

て検討したいと思います。 

ただ、持っていない方が90代という方が１割近くいらっしゃるようで

ありますので、やはりこういう方々も暮らしておられるわけですから、

情報については、例えば、災害時のような情報等については、地域の中

でお互い助け合うというような、こういう姿勢なんかも自治振興会の皆

さんと協議をしながら対応していく必要があるのではないかと思いま

すし、また、高齢世帯への必要な情報については、スマホで情報発信で

はなくて、文書でもって特定して出すとか、いろいろ、持っていない方々

については文書で出すとか、いろいろあると思いますが、少し時間はか

かるかもしれませんけども、定着化に向けて十分検討させて、普及に遺

憾のないように進めていきたいと考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

今町長言われましたように混乱は避けられないかなというふうに、私

も思っております。 

今90代の方は結構持っていない方が多いということでございますか

ら、私はとりわけ、地域の中で助け合ってということが、やっぱりこれ

から必要になってくるだろうなと思うんですね。 

そういう意味では、地域の自治振興会ですとか、町内会の中でこれが

どういうふうに議論されていくのかということも非常に大事な、日常的

には大事なことだろうと、有事のときだけじゃなくて、こういうような

情報を共有していくという点では、非常に大事なことだろうなというふ

うに思っております。 

ぜひ、そういう意味では、周知を徹底していただき、そしてまた、親

切丁寧にスマホの使い方も教えていただきながら、普及を図っていただ

くようにお願いをしたいと思います。 

次の質問に移りたいと思います。３つ目であります。 

時間があまりありませんので、はしょるかもしれませんけれども、高

齢者の方々の「第３の住みか」ということをテーマにさせていただきま

した。 

実は、人間には３つの居場所があるということを提唱した社会学者や

研究者の方がおいでになります。 

３つの居場所、それは何かといいますと、１つは、今自分が住んでい

るところ、これが第１の居場所というふうに言われております。 

２つ目は、働く場所、これは第２の居場所というふうに言われており

ます。 

さらに、遊び心にあふれ、家庭のように快適で楽しめる場所、これが

第３の居場所、いわゆるサード・プイレスというふうにいわれておりま

す。 

高齢者の方々というのは、働く場所をお持ちではありません。 

例外的に、高齢者事業団ですとか、あるいはそれぞれのグループで仕

事をつくって働いている方もおいでになりますけれども、一般的には、

お年寄りの方々は働く場所はない。 
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そうすると、第１の居場所、居住地で、なかなか何か、例えば、冬の

場合は除雪が大変、雪があって滑って転んだら大変ということで、なか

なか外に出ないという機会が増えるわけです。 

そうすると、健康上も問題が起こるということもありまして、第３の

居場所ということが考えられたわけです。 

先ほども言いましたけれども、遊び心にあふれて、そして家庭的に温

かく、優しく、楽しめるような場所が第３の居場所ということが提唱さ

れてきております。 

これが今、まちづくりには欠かせないということで世界的に話題なっ

ておりまして、日本各地でもその試みがなされているというふうに聞い

ております。 

皆さんも御承知のとおり、スターバックスというコーヒー店、全国チ

ェーン展開しているコーヒー屋さんがございます。あっちこっちにあり

ます。 

あるいは身近なところでいいますと、旭川市のコーチャンフォーとい

う本屋さんに喫茶店もあります。 

こういうようなところが、特にスターバックスは、こういう第３の居

場所を実現する、いわゆる商業的に実現するということでできたという

ふうに言われております。 

私どもの町にはそういうのはなかなかありませんので、私は、この際、

そういう活動的な高齢者の方々が、バスの待合、タクシーの待合、ある

いはちょっと一休みというようなスペースがあってもいいのではない

か、あるいは逆に必要になってくるのではないかというふうに考えてお

ります。 

いわゆるサード・プレイス、第３の居場所として、いつでも、どこで

も、お年寄りの方々が自由に来れて、そして和気あいあいと話合いがで

きる、お茶が飲める、こういう場所をつくってはいかがかなというふう

に思っております。 

そういった中で、例えば、留学生との交流や観光に来られた方々との

交流が生まれたり、高齢者ですから、様々な経験も知識も豊富でありま

すから、そういった知識も活用していただきながら有意義に過ごしてい

ただく、そんな場所が必要ではないかなというふうに考えております。 

町長、いかがでしょうか。 

第３の居場所を高齢者の方々に提供するというお考えをぜひ考えて

いただけないかと思いますけれども、伺います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

今、第３の居場所についてのお話がございましたけれども、我々は、

人間、人というのは、ハイハイから始まって灰で終わるという一生にな

っているんではないかと思います。 

その一生の中で何が大切かというと、今御指摘の居場所ではないかと

思うんです。 

居場所の３つの話がございましたけれども、ハイハイのうちは自分の

家でしょうけれども、また、高齢者になって働けなくなった場合には、

サード・プレイスというようなところが非常に大きな役割を果たすので

はないかと思います。 
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今、東川町にはそういう施設がないというようなお話でございました

けれども、私は、そんなことはなくてたくさんあるし、これからもでき

てくるんではないかなと思います。 

例えば、せんとぴゅあのⅠ・Ⅱについては、これ当初から、図書館で

も、美術館でも、博物館でもないということを言っておりまして、どん

な場所かというと、多くの人々、国内外の多くの人々が集まり、語り、

学び、何かをつくって楽しむ場所、まさに鶴間議員がおっしゃったサー

ド・プレイスに匹敵するものだと思います。 

場所もいろいろな空間がございまして、ロビー的なものもあるし、図

書の前もあったり、様々なところに休んで、お茶を飲むというようなこ

ともできることになっていますし、遊びの分野では、碁をしたり、ある

いは将棋をしたりすることもできるし、本を読むこともできる、おしゃ

べりもできる、時には、講座もやっているということでありますから、

自由に利用していただければと思います。 

それから、また、今つくろうとしております共生プラザ、ここも同じ

ような機能を持っているところでありますし、さらに、シニアセンター、

あるいは改善センター、あるいは地区コミセン、道の駅なんかもそうで

はないかと思います。 

ほかは、今つくっておりますキトウシ温泉なんかもそうですから、お

年寄りだけということじゃなくて、幼児からシニアまで、自分の好きな

ところを回っていただいて、楽しんでいただくということが大変重要で

はないかと思います。 

ですから、家に籠もらないで、特にお年寄りの方ですけれども、家に

籠もらないで外出をして、多くの人たちと話すと、語るというようなと

ころが非常に健康増進には大きな役割を果たすのではないかと思って

おりますので、今後とも、そういう場所の確保については、努力をして

いく必要があるだろうと思っております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

今町長が言われたように、確かに、様々なスペースございます。 

道草館が非常に便利なところだろうと思うんですね。 

例えば、バスも、バス停もあります。 

それから道草館にと頼むと、タクシーもちゃんと分かって来てくれる

とか、待ち合わせ場所に非常にいいとか。 

ですから、買い物をして、ちょっと休むという場に非常にいいんだろ

うと思うんですね。 

ところが、実は、お年寄りの方々が休んでおられたソファーの場所が

階段の下がなくなってしまいました。売り場になりました。 

それから、トイレに行くところにお部屋があります。 

あそこでも休んでいる姿は見られます、もちろん。 

ありますけれども、土日や平日も含めていろんなイベントがあった

り、貸出しをしているという状態で、なかなか高齢者の方がゆっくり、

いつでも、どこでも、というふうにはなかなかいかないのではないかと

いう声が聞かれます。 

せんとぴゅあ、確かにそのとおりです。 

ちらほらとお年寄りの方が本を読んでいる姿を見受けることができ
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ます。 

しかし、せんとぴゅあは、図書コーナーがあります。 

お年寄りの特性からして、耳が不自由だ、大きな声でないと聞こえな

い、目が不自由だという方が多いと思います。 

ある方が、せんとぴゅあでお友達と話しをしていた。声が必然的に大

きくなる。そうしたら、「静かにしてください」と怒られたと。 

もうあんなところに行けないってなったと。 

ですから、せんとぴゅあは、お年寄りには、なかなか向かない施設か

なと、そういう意味ではね。 

共生サロンに期待をしておりますけれども、同じようなことが起こら

ないだろうか、そういう心配をしております。 

あるいは文化サークルやシニアセンターもあります。 

イメージでは、シニアセンターというのは、シニアクラブの方々が専

門に使うというようなイメージをお持ちの方が多いと思います。 

現在、シニアクラブに加盟している方は、報告によりますと241名と

いうふうになっておりましたけれども、現在、高齢者の方は2,700人ぐ

らいおいでになるということでございますから、そういうふうに考えま

すと、たくさん空間はありますけれども、お年寄りの方々がいつでも、

どこでも行って、気軽にお茶を飲んだりするような場所が本当にあるか

と言いますと、限定されてくるのではないかと思っております。 

ぜひ、そういうことを調べていただきながら、高齢者の方々のそうい

う声にも耳を傾けていただいて、ぜひとも、検討をしていただければな

というふうに思いますが、いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

今、せんとぴゅあが不向きだという話がございましたけれども、せん

とぴゅあもⅠとⅡがありましてね。 

Ⅰのほうにはラウンジがあるわけですが、暖炉のあるラウンジ、カメ

ラの展示してあるラウンジもありますし、それからその奥に食堂になっ

ているところもありますし、そうところは周辺に本を読んでいる人もい

ないわけですから、そこで碁をやってもいいでしょうし、将棋を指して

もいいんではないかと思います。そういう場でも使えると思いますし。 

それからシニアクラブが入りづらいと。クラブ会員だけではないわけ

ですから、そういうふうにちょっと誤解をされているところがあるとす

れば、これから開放、誰でも使えると、いつでも来ていただいて、お話

しをしたり、楽しんでいただきたいというようなこと。 

例会のときは例会をやっている場所は使えないにしても、正面入った

ような場所というのは何ぼでも使えるんでしょうから、その辺は福祉課

のほうで十分対応するようにしていきたいと思いますし、それから、文

化ギャラリーもありまして、文化ギャラリーも収蔵室のほうは無料で入

れるという仕組みになっておりますので、そういったところも利用して

いただく。 

そこにもお茶が飲めるような仕組みにもなっておりますから、そうい

ところも開放するというようなことを強くお年寄りの皆さん方に機会

あるごとにお知らせをし、充実をさせていきたいと思いますし、アンケ

ートのような、あるいは、要望をするようなことがあれば、直接言って
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もらってもよろしいでしょうし、あるいは、紙でも置いておきまして、

そこに記載をして入れていただくということもいいのではないかと思

います。 

それぞれの施設が、言わば第３の居場所のような施設になっておりま

すので、そういうところで利用していただくということの必要があると

すれば、改善できるように努力をしていきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員、あと５分です。 

 

11番（鶴間

松彦君） 

 

いずれにしましても、空間がたくさんあるというのは、私も承知して

おりますけれども、お年寄りの方々が本当に行きやすい場所になってい

るかどうかということの点検は必要ではないか、確認は必要ではないか

なと私は思っております。 

今回は、そういう問題提起をさせていただくということにとどめます

けれども、ぜひとも、高齢者の方々の声も聞いていただいて、そしてど

ういうようなところがいいのか、これから有意義な余生を送っていただ

くということを含めまして、ぜひとも、検討していただくようにお願い

をしたいなというふうに思います。 

次に、高齢者専用住宅の構想についてお伺いをしたいと思います。 

思い返しますと、20年ほど私が議員させていただいたときに、ちょう

どその頃は介護保険制度がスタートした時期でございました。 

奈井江町が町の施設を使って高齢者住宅を建て、そして、その中に給

食施設の設備も造って、ホールも造って、造ってというか、どこか病院

を利用したみたいですけれども、そういう施設を活用して、そういう高

齢者住宅のようなものを造った。食事も提供し、寝泊りもできるという、

そして皆さん、交流できる場ということでございました。 

私は、それをまねたわけではないんですけれども、やはり高齢者の専

用の住宅がどうしても必要になってくるだろう。食事も提供し、あるい

はゆっくりもしてもらえるということが必要ではないかということで、

そして、それが診療所の近くにあればいいと、なおいいなというような

ことで町長とお話しをしたことがございます。 

今度、共生サロンができるという計画の中で、それが出てまいりまし

たけれども、様々な意見もあり、あるいは予算の都合もあったかもしれ

ませんけれども、今、それが消えております。 

高齢者住宅という構想について、町長、いかがお考えかお伺いをした

いと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

今年の予算の中には、確かに載っておりませんけれども、まちづくり

計画の中にはしっかりと載っておりますので、まちづくりの計画期限が

来年がその計画の期限でありますから、そこでどうなのか、あるいはで

きないとすれば見直すのかということであるかと思います。 

先ほど来、御質問がありましたけれども、様々なニーズに応えていく

というためには、財源確保というのは、もう抜きには語ることはできな

いわけです。 
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財源確保は何からやれるかというと、やはり人なんです。 

ですから、人をどう確保するかということであります。 

それは年金者であろうが、年金者でなかろうが、人を確保するという

ことが最低限必要なことである。 

人口というのは、いろんな考え方があると思いますけれども、２つ私

はあると思っていまして、１つは、ダム人口、もう１つは、ハブ人口と

いうように表現をいたしておりますが、ダム人口というのは、今まで東

川町に住んでいる方々が、最後まで東川に住み続けていただく、そうい

う支援というものを町がどうできるかということが非常に重要なこと

だと思いますし、もう１つ、ハブ人口というのは、日本学校の学生のよ

うに、東川に来て一定の時間過ごしてまた出ていくを繰り返すような、

観光客含めてですけれども、そういうハブ人口、これをどう確保するか

ということでありまして、このハブ人口を確保するためには、やはり今

言ったような高齢者の専用住宅のようなものが私は必ず必要になって

くると思うんです。 

公営住宅というのは、ある一定の規模の大きさしか造れませんけれど

も、こういう高齢者住宅のようなものは、規模が小さくなって、居間と、

寝室と、いわば簡単な台所とシャワーがあるような。 

私、デンマークに何年か前に行きまして、そういう福祉施設を見まし

たけれども、そういう福祉施設に車椅子でありますけれども、高齢者の

方が一人で暮らしていた、そこにサービスがついているのかもしれませ

んが、これを避けて通れないんだと私は思うんです。 

ですから、新しい体制の中で、人口を確保するためにはどうするのか、

あるいは高齢者の居場所を確保するにはどうするのか、ということをし

っかり考えていただければ、今、私がお話し申し上げたようなところに

行き着くんではないかと思うんです。 

ですから、議員の皆さん、そして新しくなる執行体制の中でしっかり

とその辺を考えていただいて、まちづくり計画の中にあるものを実現す

るというのが執行者の大きな役割であるのではないかと考えておりま

すし、議決をいただくということも、これはまちづくり計画を達成する、

住民の声を入ったものを実現するという意味では、大きな役割でないか

と考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

ぜひ造っていただくような方向で検討をいただきたいなと思います。 

昨年の12月だったと思いますけれども、同じような質問をさせていた

だいて……。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

時間です。終了してください。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

はい。 

独居老人、老老世帯の見回りも非常に重要な活動というふうに私、こ

の１年間で感じさせていただきました。 

その高齢者住宅と併せながら、そういった見回り活動も充実させてい

ただくように要請をいたしまして、私の質問を終わります。 
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ありがとうございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

以上をもちまして、鶴間議員の一般質問を終わります。 

引き続き、10番、鈴木哉美議員。 

鈴木哉美議員の一般質問を始める前に当たりまして、質問時間が午後

に伸びる予定になってございます。 

したがいまして、鈴木議員の一般質問の要旨の質問をまず受けまし

て、午後、表彰が終わり次第、会議再開いたしますので、質疑について

は午後からということでお願いをしたいと思います。 

それでは、鈴木議員、お願いいたします。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

すいません。最初に確認いたします。 

まず、通告文を読み上げるところまででよろしいんですね。 

議長（高橋

昭典君） 

 

はい、いいです。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

承知いたしました。 

議長（高橋

昭典君） 

 

通告の質問だけ行ってください。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

承知しました。 

10番、鈴木です。 

私は、オーガニック給食についての質問をさせていただきます。 

通告をしておりますので、通告文のほうを読み上げさせていただきま

す。 

１．オーガニック給食について。 

令和元年12月の第４回定例議会において、学校給食食材のオーガニッ

ク化について質問をいたしました。これ私が質問いたしました。 

そのときの町長の答弁では、オーガニックよりも化学調味料などの食

品添加物や食べ残しを減らすことのほうが先だというお答えでした。 

それから３年の間に、国や道の状況も大分変わってまいりました。 

北海道農政部の調査では、令和２年度の北海道における学校給食に有

機食品を利用している市町村は21自治体あり、平成29年度の11自治体か

ら倍増しています。 

上川管内では、士別市・和寒町・当麻町・剣淵町などがあります。 

令和３年５月、農林水産省は、みどりの食料システム戦略を策定し、

2050年までに化学農薬50％低減、化学肥料30％低減、有機農業取組面積

を全体の25％を目指す姿としています。 

令和４年６月には、2030年の中間目標として、有機農業取組面積につ

いては微増にとどめるものの、化学農薬10％低減、化学肥料20％低減を

示しました。 

これらを受けて、ＪＡひがしかわでも、今年２月24日に議会に説明い

ただいた資料の中で、新たな取組として、「ＳＤＧｓ、みどりの食料シ

ステム戦略を踏襲した東川米、ひがしかわサラダ生産基準の更新」とい

うタイトルで、具体的な内容として、有機肥料、微生物資材を用いたＣ
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Ｏ２の発生しづらい土壌改良（農地土壌吸収源対策）、稲わらの秋すき

込み、メタンガス抑制、有機窒素還元、野焼き防止対策、農薬化学肥料

の削減、ＣＥ、カントリーエレベーターですね。精米事業で排出される

もみ殻や米ぬかを用いた堆肥、有機肥料製造を掲げておられます。 

従来の化学肥料、化学農薬使用の農業を慣行農業といいますが、化学

肥料の原料は化石燃料由来であり、脱炭素化に逆行すること。 

また、海外からの輸入に頼るため、価格高騰が続いており、現在、慣

行農業農家の皆さんは大変苦労されています。 

先月11月10日には、第11回安全・安心でおいしい地下水サミットが福

島県天栄村で開催され、私も初めて参加いたしましたが、化学肥料や化

学農薬や除草剤を減らし、できれば使用しないというのは、こういうの

は地下水で暮らす私たちにとっての理想ではないでしょうか。 

町外や道外の方たちの我が町への印象としては、地下水で暮らす町が

化学肥料や化学農薬、除草剤を使っていることに驚かれるのが実際で

す。 

今まで当町に移住されてきた方の中にも地下水に魅力を感じて移住

したものの、農薬の空中散布や除草剤グリホサートの使用を知って転出

された方が何世帯もおられます。 

今年の８月６日には、札幌市で北海道有機給食フォーラムが開催さ

れ、有名な、これは有機給食で有名なんですね。千葉県いすみ市職員の、

この方本当に有名な方なんですが、鮫田さんにもお話を伺いました。 

鮫田さん、当町に来られたことがあるそうですね。 

いすみ市でも有機農業者ゼロから慣行農業と並行して、2013年に、で

すから、もう９年ということなんですけれども、最初は22アールから手

探りで有機米作りを始めたそうです。 

有機農業がどんなに大変かということもお話しされていましたが、学

習、研究を積み重ねて、少しずつ有機農業取組面積を増やし、いすみ市

や豊岡市では、コウノトリも戻ってきたそうです。 

来週、この豊岡市から平田オリザさん来られますね。 

これらの有機農産物を安全供給する先として、学校給食が有効です。 

学校教育課に伺ったところ、当町では、学校の体験農園での収穫物を

夏から秋にかけて、幼児センター、小中学校、こまくさ・キトキト保育

園などで利用しているということを知りました。 

こうしたことが既にできているというのは、形がふぞろいのことがネ

ックとなりがちな有機農産物を給食に利用するということも十分可能

といえます。 

いすみ市では、オーガニック給食を取り入れた効果として、食べ残し

が減ったそうですし、今治市では、大人になってからも、食の安全性に

対する意識が強いことが調査で分かっています。 

コウノトリが戻ってきたいすみ市では、農業体験と食育にプラスし

て、環境教育も一体的に行っているそうです。 

当町でいえば、水育ともつながることだと考えます。 

令和元年の答弁にあった化学調味料や食品添加物を減らすというの

も食の安全の一面ではありますが、あくまで一面にしか過ぎません。 

既に食材の面では、町内で十分に留意されていると伺いました。 

国の方針を受け、ＪＡひがしかわでも新たに取り組むと宣言された有

機農業による農産物をぜひとも、子どもたちの学校給食に導入してほし

いと強く望む声が保護者の間にもあります。 
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今まで学校給食に有機農産物を利用したことはないと学校教育課の

ほうからは伺いましたが、まずは、年に一度、１品からでよいと思いま

す。町内の農家さんにもぜひ取り組んでいただき、実現してはいかがで

しょうか。 

改めて、オーガニック給食についてのお考えを、教育長と町長、それ

ぞれに伺います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ありがとうございます。 

ここで昼食休憩に入り、午後からは、議場での表彰者の表彰を行った

後、直ちに、鈴木議員の持ち時間の中で質疑を再開いたします。 

ただいま10分所要しておりますので、残り35分ということで御了解願

います。 

それでは、昼食休憩に入ります。（休憩宣言 11時54分） 

 

休憩前に引き続き会議を再開いたします。（再開宣言13時11分） 

午前中に引き続き10番、鈴木哉美議員の一般質問を続けます。 

持ち時間は35分ございます。終了時間、13時46分といたします。 

教育長答弁をお願いします。 

 

教育長（杉

山昌次君） 

御質問いただきましたオーガニック給食について答弁申し上げます。 

学校給食で使用している農産物につきましては、現在においても前回

御質問をいただいたときと同様、地元産材を扱っている町内業者から主

に町内や道内の農業者が生産した生産物を指定し、仕入れを行っている

ところでございます。 

鈴木議員御指摘のとおり、農林水産省においては、持続可能な食料シ

ステムの構築に向け、みどりの食料システム戦略を策定し、2050年まで

に目指す姿と取組方向を示したところです。 

その中には、有機農業についても書かれており、2040年までに主要な

品目について、農業者の多くが取り組むことができるよう、次世代有機

農業に関する技術を確立するとされており、2050年までにオーガニック

市場を拡大しつつ、耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を

25％、100万ヘクタールに拡大することを目指すとされております。 

これを受けて、ＪＡひがしかわにおいても、新たな取組を進めていく

ものと理解しております。 

みどりの食料システム戦略の実現に向けた政策の中には、取組のイメ

ージとして、学校給食での活用や環境教育、食育との連携についても想

定をされておりますので、この取組が進み、市場が拡大し、安定した有

機農産物の供給ができるようになれば、学校給食への導入についても可

能になるのではないかと考えております。 

町内においては、まだ、一部の農家さんによる生産であると認識して

おりますので、今後の取組状況を注視しながら、価格や供給量などの面

からも判断をしていきたいと思います。 

また、学社連携推進協議会内に組織されております体験農園専門部会

が中心となり、東川ゆめ公園内体験農園の水田や畑を運営しております

が、この体験農園においても、体験農園専門部会の方々と相談をしなが

らお米や野菜の有機栽培を試験的に導入し、収穫できたものについては

学校給食の食材として活用していくなど、子どもたち自らが有機農産物

を育てることにより、環境と食育についての意識を持つことができるよ
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うな取組を進めていきたいと考えておりますので、御理解をいただけれ

ばと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

鈴木議員。 

10番（鈴木

哉美君） 

まず答弁のほう、私のほうからは、町長、教育長という形で申し上げ

ましたけども、多分同じようなことでいらっしゃるということで、教育

長代表しての御答弁かと思います。 

学校給食に関しましては、当然、教育長に対しての質問になるんです

が、農業政策という面で、町長にお伺いしたいこともございますので、

再質問とさせていただきます。 

今、答弁のほうにありました体験農園のほうの食材ですね。これかな

り具体的な数量とか品目見せていただいたら、かなりの量を体験農園で

収穫できているんだなということで、非常に驚きましたし、うれしく思

いました。 

こういったこと、このいすみ市ですとか、今治市ですとかの取組を見

てますと、やはり今日のこの給食の食材はどこから来てるんだろうか、

ということをちゃんとその場で知って食べることが、意識して食べるこ

とが大事になってくるんですね。 

例えば、いすみ市ですとか、今治市さんですとか、ほかどこでもある

んですけども、町内市内のどこどこの農家さんの、どこどこの誰々さん

の、今日のニンジンだよとか、そういう形でまで示しているところもあ

ります。 

今まで、そこまでのことは多分ないんでしょうけれども、体験農園の

食材ですよ、今日のこのジャガイモは体験農園のジャガイモですよとか

という形で分かるように、給食のときの指導として、今現在されてきた

のでしょうか、ということが１つですね。 

そこに行きますと、給食のそのときとは別に、あとは保護者の方たち

に、多分、給食のメニューの一覧というのは、昔から配布されていると

思うんですけども、その中に産地表示、このときは、これは逆に産地表

示に結構世間的に敏感だったのは、原発事故直後だったと特に思います

が、産地表示とまではいかなくても、できれば産地表示も目指していた

だきたいんですけれども、今日のこの食材は体験農園ですというのが、

保護者の方にも分かるような形をされていたのかということを教育長

のほうに再質問。 

それから町長のほうには、そのもう一方の農業政策として、まだ一部

の農家さんによる生産であるというような認識を御披露いただきまし

たが、今現在、具体的なこういう有機農業に取り組んでいらっしゃる町

内の農家さんの件数や品目についての把握はされているのでしょうか。 

されていらっしゃいましたら、分かる限りで御説明いただければあり

がたいです。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

教育長。 

 

教育長（杉

山昌次君） 

御質問にございました体験農園等で収穫された作物の使用について、

子どもたちあるいは保護者にちゃんと伝えているのかということでご
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ざいますけれども、献立だより等で、例えば11月からは体験農園の皆さ

んが、子どもたちが栽培に携わったお米を食べますよ、というような表

示をしております。 

また、根菜類中心になるんですけれども、そういったものも給食食材

に使うときは、その月の献立だよりに表示しているということでござい

ます。 

残念ながら、毎日学校ごとに今日の食材は体験農園で取れたもので

す、あるいはどこから供給のあったものです、というアナウンスはして

いない状況です。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

有機農業に取り組んでいる農家を把握しているかということであり

ますが、私どものほうで数件いらっしゃると、それは野菜であったりお

米であったりするわけですけれども、その数件の方は把握をいたしてい

ると聞いております。 

私、今の質問の中で非常に重要なことがあると思っていまして、ある

方がこんなこと言っているんです。 

戦後、日本人が教え忘れたこと、あるいは奪ってしまったことがある

と、戦後ですね。奪ってしまったものは何かというと、子どもが自由に

遊ぶ遊び場を大人が奪ってしまったと、こういう指摘であります。 

もう一つ忘れたことというのは何かというと、農業の大切さを教え忘

れたということであろうかと思います。 

結局、その農業というものは、私たちの体を守り、そしてその食とい

うのは、言ってみれば薬のようなものであり、医食同源なんていう言葉

が出てるわけですから、食の果たす役割はいかに大きいかということで

あろうかと思いますが。 

この価格が安いものを買えばいいと、国際価格との比較で、米はどこ

だかの国と比べて10分の１だとか、５分の１だとか、野菜はどうだとか

というようなことで、国際価格と比較をして、農産物の価格の低下を求

めてきた。 

これはどこに原因があるか分かりませんけれども、やはり教育だと思

うんですね。教育の中で、地場で作ったもの、これは地場で消費をする。 

多少高くても、体にいいものだから消費をするんだという、こういう

教育というものが何より必要ではないかと思うんです。 

今御指摘があった中で、学校給食田、あるいは学校の畑なんかがござ

いますから、そういったところで食の大切さ、作ることの難しさ、そう

いうものをしっかりと学び、体験をし、学んでいくということが何より

大切なことじゃないかと思うんです。 

そのことがいわゆるオーガニックにつながっていくんではないかと

思いますし、また、家庭内での料理についても、できる限りオーガニッ

クなものにしようということになっていくのではないかと思いますの

で、今の御質問を聞きまして、今東川の教育委員会が進めていることの

大きさというものを改めて確認ができたというふうに思っております。 
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議長（高橋

昭典君）  
 

鈴木議員。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

一応農家さんのことも把握されていらっしゃるということですね。 

それから給食の時間、なかなか短い時間の中で、今日このニンジンが、

ジャガイモが、というのは難しいのかもしれませんけれども、何かにつ

けてそういう機会で意識してもらって、せっかく子どもたち自身も携わ

って育てている作物が、自分たちが作ったものがここに来ているよとい

う喜びを感じていただける機会を作っていただけたらなと思います。 

それで、答弁の中でも、ＪＡさんの取組に非常に期待をしているとこ

ろが見受けられたわけですけれども、それ以外に、実は東川の町民さん

の中では非常にこういう取組に関心を寄せていらっしゃる方々が、一部

といえば一部かもしれませんが、私が知っている中では、結構多数いら

っしゃると思っております。 

先月の23日に、誰もが楽しく行きたくなるような学校づくりを考える

ために、大変参考になる、問題提起ともなる、「夢みる小学校」という

映画上映をいたしました。 

不登校に悩む親御さんを初め、教育関係の皆様にも大変関心を持って

いただき、職員の方々、教員の方々にも多数見ていただけまして、大人

と子ども合わせて200名の方々に見ていただけるという大変盛況な催し

となりました。 

実は、その映画の姉妹編として、同じ監督による食育に関係する「い

ただきます」という映画があります。そのさらに続編の「いただきます

２」という映画には、菌ちゃん先生と呼ばれる吉田俊道さんという方が

出演されています。 

菌ちゃんの菌は、土の中の微生物の菌なわけですね。 

いわゆる生ごみを堆肥に変える技術を生かした農業を実践し、その技

術を、つまり有機農業を各地に伝承されておられる方です。 

今治市やいすみ市も自治体として菌ちゃん先生を呼んで学んでおら

れるんですが、その菌ちゃん先生、実は、もう既に２度も東川町に来ら

れております。昨年と今年は９月11日に、町民の有志のグループの方達

が企画して、皆さんで学んでおられます。 

ＪＡひがしかわさんが取り組んでいただくのも、もちろん大事なこと

なんですけれども、町として、こうやって町民とともに、役場もぜひ、

サポートしていただいて、一緒に学ぶ機会をつくっていただけないでし

ょうか。 

例えば、これまずは市民農園、うちですと町なので町民農園というべ

きなのかもしれませんが、今度新たな夢ファームもできまして、町民の

方々も自分たちで農園づくりをする機会がさらに増えました。こういう

中でまずは市民農園でこういう有機農業、実はやりたいという方が結構

携わっていらっしゃると思います。または、市民農園借りてやるのは、

いろんな条件で難しいなという方で、どなたかちょっと貸してやらせて

もらえませんかというふうに個人的に探してやってらっしゃる方もい

て、あとは御自分のおうちの敷地があれば、その中でやってらっしゃる

方もいらっしゃるでしょう。 

そういう町民の方々をまず、大変興味を持っていらっしゃる方多いと

聞いていますので、役場が率先して、町民が率先していて全然いいんで

すけども、それを支援するような形で役場のほうでもぜひ取り組んでい
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ただけないでしょうか。 

こういういすみ市のさっきお話をしましたが、やっぱり10年かかって

いるんですね。 

こういう腰を据えた取組というのは、我が町のちょっと弱点としては

２、３年で異動されてしまうという、プロフェッショナルが育たないと

いうところが私ちょっと悩みどころではないかなと思っているんです

が、町としてもぜひ取り組んでいただきたいという部分、それから、そ

れには腰を据えたプロフェッショナルが、例えばごみの問題に関しても

富良野市さんにも勉強に行かせていただきましたが、富良野市さんにも

すばらしい職員さんが、プロフェッショナルがいらっしゃるんですね。 

こういう腰を据えて取り組まなきゃいけない問題というのも、どうし

てもありますので、その辺についてのお考えを、こちらは町長になるか

と思いますが、お聞かせください。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

行政いろいろ展開しておりますけれども、これは行政だけが何かやる

というのではなくて、先ほどもありましたけれども、お花作りのような

ものは住民の皆さんがやるということでありましょうし、あるいは、大

変好評だった200人も集まったという映画、町は主催では多分ないんだ

と思います。 

ですから、そういう考え方を持っている方がいらっしゃる、そういう

ときに我々は全面的に支援をした、この映画も、私どもが支援している

はずであります。 

ですから、それを継続していただいて、そして輪を広げていくという

ことだって当然できるわけですので、我々ができる分野を最小限お手伝

いをさせていただくということではないかと思いまして、皆様方が持っ

ている力をどう最大限発揮してもらうかということが大切なことでは

ないかと思います。 

それから専門職の話をいたしましたけれども、専門職のところを、私

は３年とか２年とかで異動したところはないと思っていますけれども。 

それは考え方は、異動されても継続するわけですので、それぞれ職員

が頑張っている、専門ってどういう専門を言っているのか分かりません

けども、農業改良普及員のような、そういう技術を持った専門のことを

言っておられるのか、そういう専門というのはおりませんので、私ども

は、例えば学社連携に当たっては、農業改良普及員といいましょうか、

今何というかちょっと分かりませんけども、そういう資格を持っている

方を非常勤的にお願いをして進めているという状況であります。 

どういうところの常勤のことをお話か分かりませんが、要するに住民

の皆さんができるところは住民の皆さんでやっていただいて、それを私

どもが後押しをする、できないところは私どもが進めるということがよ

ろしいんではないかと思います。 

したがいまして、家庭菜園等での栽培もまずやってみる。 

そこに講師が必要だとすれば、町が講師をお願いするということも可

能ではないかと思います。 

そういうことで御理解をいただきたいと思います。 
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議長（高橋

昭典君）  
 

鈴木議員。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

もうこれで再々質問を終わりましたので、以上で、私の質問を終わら

せていただきます。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

以上で鈴木議員の一般質問を終わります。 

引き続き７番、藤倉智恵子議員。 

藤倉議員は、一般質問は一問一答であります。 

制限時間45分で、14時15分までです。 

５分前にはお知らせします。 

 

７番（藤倉

智恵子君） 

７番、藤倉です。よろしくお願いいたします。 

私は、２項目、高校生の医療費無料化についてと高齢者事業団につい

てお伺いいたします。 

まず、高校生の医療費無料化について、昨今近隣町村でも高校生の医

療費無料化になってきております。 

ぜひ本町でも無料化をお願いいたします。 

町長の所見をお伺いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君）  
 

この質問は、何人かの議員さんからも出てきたと思いますが、どう考

えるのがいいのかということであります。 

先ほども御質問がありました学校給食費を無料化してはいいんじゃ

ないかという話がございました。それから医療費の無料化してはいいん

じゃないかという話。 

ただにするという話は、それはただほどいいものはないということに

なりますけれども、限られた財源の中でどう優先順位をつけていくかと

いうことではないかと思うんです。 

高校生の数というのは大体240人から250人ぐらいいる、そういう方々

が診療にかかる、そのときに必要な財源が1,800万から3,000万ぐらい必

要だろうと、こう言われております。 

１人当たりすると10万円ぐらいの支援ということに私はなるんだと

思うんですね、平均をすれば。 

そういう支援がいいのか、先ほど言いました学校給食もあるでしょう

し、あるいはほかのところもあるでしょうけども。 

この例えば、2,500万なり3,000万の財源を生み出そうとするときに、

新たにそれを付け加えるとその財源が足りなくなる、どっかから持って

こなきゃいけない。 

そして、一旦やりますと、なかなかやめられないということでありま

すので、継続してやらなきゃいけないということだと思います。 

その継続してやる財源はどこに求めるかと言うと、継続できるために

は、今やっている中で2,500万円なりの財源を縮減できるとすれば、そ

れも縮減して、こちらのほうに振り向けるということではないかと思い

ます。 

でなければ、この町の収入を増やす、収入を増やすと言っても税収を
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増やすか地方交付税を増やすか。 

これはやっぱり人間が増えなければ増えない仕組みでありますから。 

それから場合によっては、町によっては、ふるさと納税をこの財源に

充てているというところがあるんです。 

私は、ふるさと納税を個人の給付に当てるようなものはやるべきでは

ないんではないかと思うんです。 

例えば、ふるさと納税をやってくれているお父さん、お母さん、子ど

もがいる。その子どもは学校行って給食費を払っている。 

だけど寄附をした町では、ただにしている。あるいは、医療費もただ

にしているとかということは、何かもらう側として、もらいづらいよう

な気も私はするんです。 

ですから、ふるさと納税はそういうことではなくて、寄附をした方に

とってもいいし住民にとってもいいというような、双方よい関係のほう

に使うべきではないかというふうに思っておりますので、その財源をど

う確保するかということだと思います。 

これも令和５年以降の話でありますから、新しい体制の中で、どう収

入を増やすか、あるいは増えないとすれば何を削減するか、そういうと

ころを十分検討して、されたらいいんではないかと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

藤倉議員。 

 

７番（藤倉

智恵子君） 

高校生は扶養家族ということで、大体が扶養家族だと思います。 

親の負担も少しでもなくすように、また町長のお考えも十分分かりま

す。理解できております。 

また来年度から財源確保という中で見直し考えていただきたいと思

います。 

そこで、次に高齢者事業団についてお伺いいたします。 

現在、高齢者事業団は、一般的にシルバー人材センターとなっており

ます。 

東川は東川高齢者事業団として運営しております。 

高齢者事業団は高齢のため、一般雇用になじまないが、働く意欲を持

つ高齢者のために、その経験と能力を生かして働く機会を確保する生き

がいのための労働の仕組みとして誕生した公的制度であります。 

２年前から、国の集団支援の対象となり、東川高齢者事業団は支援を

受けております。 

会員数も減少し、集落支援を再度受けたいと思っております。 

町長の所見をお伺いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

今お話をいただきましたけれども、高齢化がどんどん進んでおります

ので、高齢者の数というのは、まだ当分減らないんだと思いますが、し

かしこの高齢者の事業団の中に入って仕事をするというときに、仕事の

内容にもよりますけれども、なかなか人が集まってきづらいというとこ

ろがあるように伺っております。 

仕事コンビニもあります。似たようなところがございましたので、そ
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ういったところと十分連携を取りながら対応していくということがい

いのではないかと思いますし、お互いにこの補完をし合うというような

体制でしっかりやっていくということが必要ではないかと思います。 

集落支援については、２年間ぐらい様子見てみましょうと、やってみ

ましょうと、こういうことでございますので、高齢者事業団のほうで継

続することがいいということであれば、継続させていただくことについ

ては全く問題ないというふうに思っておりますので、それは担当課長も

そういう認識をしていると思います。 

令和５年度もそういう形いくのではないかと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

藤倉議員。 

 

７番（藤倉

智恵子君） 

次の質問で、集落支援を望んでいるということ、事業団が望んでいる

ということなんですね。それで、町長が望んでいるんであれば、支援を

したいという今お言葉だったと思うんですよね。 

運営支援金というか、その金額と時期を明示してほしい。そして、事

業計画を出していただければ、事業計画が立てやすいということもおっ

しゃっておりました。 

それと、ちょっと大分変りますけど、2023年の10月からインボイス制

度というのが始まります。消費税を支払わなければなりません。消費税

仕入税額控除の方式と言います。 

この制度によって会計システムの改変が必要であるため、改変費用が

発生します。そういったことで、事業団も費用が発生するということで、

それを考えています。 

今、事業団の会員は65名となっており、実際中で働ける方は３分の１

ぐらいしかいないそうです。将来的に存続が危ぶまれるのが現状という

こともおっしゃっておりました。 

その辺インボイス制度の点で、町長のお考えお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君）  
 

今、質問をいただきましたけれども、金額の明示をしてほしいと、こ

ういう話でありますけれども、これはちょっと違うと思うんですね。 

幾ら必要なのか、事業を維持していくために幾ら必要なので、幾らこ

ういうものに当てたいと、したがってこれだけを支援してほしいという

ことで、こちらが幾ら出しますから、それに合わせて計画を立てるとい

うものではない気がいたします。 

ですから、今のように消費者払うシステムを変えなきゃいけないとす

れば、そういうシステムを変えるのに１回幾らかかるのか。 

それは事業団で持てないのか、持てるのかということもありますし、

それから会員が集まってこないという中には、労働がかなりきついとい

うところもあるのではないかと思うんです。 

ですから、事務局の方とお話しをしているのは、様々なソフト的な事

業、例えば、社会福祉協議会が実施をいたしておりましたけれども、外

国人と対話をしながら日本語を教えるような機会での活躍であるとか、

あるいは、一部指示をしておりますけども、落ち葉が落ちてくる、そう
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いうものの公共施設内の回収だとか、やっているかもしれませんけど

も、比較的軽作業のようなものをどうできるのかということと、さらに

仕事コンビニのほうにも高齢者の能力を必要とするようなものがある

とすれば、その辺十分連携を取っていただきながら進めるのがいいでは

ないかと考えています。 

今、共生プラザ、エリアといいましょうか、共生プラザが完成します

と社会福祉協議会が空きます。 

空いたあと何をするかということを検討していたんですけども、仕事

コンビニが入ると、そうしますと仕事コンビニ、そして高齢者事業団と

いうのが一体的な中で仕事ができるようになるし、また２階だとか、施

設管理については、振興公社に委託をしているわけですけども、仕事コ

ンビニも振興公社の中に包含をして、一体的に管理をする、そうなりま

すと、仕事コンビニと高齢者事業団の関係も近くなるし、いろんな３者

にとっていいことじゃないかと思っておりますので、そういう中で進め

るのがいいんじゃないかと思います。 

それから、仕事もどういう仕事ができるのかということを取捨選択を

しながら、高齢者に見合った仕事が配分できるようにしていきたいもの

だと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

藤倉議員。 

７番（藤倉

智恵子君） 

町長の御説明でよく分かりました。 

このことをまた高齢者事業団の方とも、町長ともお話しされていると

いうこともおっしゃっておりましたけれど、また再度いい方向に結び付

けていけたらと思います。 

私の質問はこれで終わります。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

藤倉議員の一般質問はこれで終了いたします。 

引き続き、２番、山家祥幸議員。 

山家議員の一般質問においても、一問一答方式を選択してございま

す。 

山家議員、場内時計で14時28分。 

 

２番（山家

祥幸君） 

２番、山家です。 

私のほうからは、２つの質問をさせてもらいます。 

まず最初に、診療所の理学療法、つまりリハビリの充実についてとい

うことで質問させていただきます。 

連日、コロナ感染拡大のニュースが報道される中、町の医療従事者の

皆様も過酷な労働環境になっていることと推察いたします。 

町民が安心して暮らせる町になるよう、町民の健康と病気の治癒のた

め、御尽力に感謝申し上げます。 

先日ある高齢の町民の方から、朝起きると体のあちこちが痛く、診療

所に行ってもなかなか長くマッサージをしてもらえない、理学療法士の

先生が１人しかいないので、長くは治療してもらえないのではないかと

の声を聞きました。先生が２人いればいいのになとの声でありました。 

一般の方の話であり、診療報酬などを垣間見ると、一概には療法士を

増やすだけの問題ではないと思いますが、友人知人の医師の方や理学療
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法士の方が町民の健康を守るに当たり、月に１度とか、特別外来などの

手助けをしてあげますよと言ってくれています。 

仮に、実現できるのであれば、どのようにして町民の要望が現実的に

可能なのかを町長にお尋ねいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

まず、その患者の方が診療所行ったんですから、診察を受けてリハビ

リの療養をされたと思うんです。そのリハビリの療養するときに、理学

療法士が計画を立てるわけですけれども、１単位20分以内で計画を立て

るということになっているようでございまして、その計画に従って何が

必要かということで、回復訓練をするということだろうと思うんです。 

本人はマッサージに時間をかけてほしいという要望もあるかもしれ

ませんが、理学療法士の判断からすると、そこだけではなくて、違うと

ころも、そして総合的にこの回復するようにというような思いで計画を

立てるんだろうと思います。 

結局その違うところというのは、マッサージ師と理学療法士は違うと

いうことだと思うんです。理学療法士は医学の分野でもって進めてい

く、一部マッサージ師も適用されるところがあるのかもしれませんけど

も、ですから、本人の希望によってマッサージを希望するとすれば、マ

ッサージを受けるということが一番ではないかと思いますが、東川町マ

ッサージ師って何か所かありますので、そういうところへ行って受ける

ということかもしれませんし、あるいは医療ではなくて、マッサージだ

ったとすれば、法律的な関係よく調べておりませんけれども、マッサー

ジを有償ボランティアのような形でできるのかどうなのか、あるいはそ

の高齢者の支援ということで、町が相当額を負担をして、療養というか

希望者にサービスを提供するのか、その辺はちょっと調べてみなければ

いけませんけれども、詳しい職員は今日は、ちょっと今日診療所のほう

から事務長が欠席でありますので、その辺は調べたいと思いますけれど

も、１つは医療と医療行為以外の違いがあるということでありまして、

医療として受けるためには、やっぱり時間が短くなるのはあり得るとい

うことで御理解いただきたいと思います。 

それから、希望に沿ってやるかやらないかということは、法律上の関

係がありますし、あるいはそのマッサージ師がいるというので、マッサ

ージ師のほうへ行っていただく、そうすると負担がかかる、負担が高額

だとすれば、何が必要なのか、その辺も検討する必要があるのかなとい

う気がいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

山家議員。 

２番（山家

祥幸君） 

マッサージと医学療法の部分として２つに分かれたり、いろいろする

と思うんですけども、診療所のほうに実は理学療法を受けに来た患者さ

んは、平成元年から今年の10月まででいうと４年間で、令和元年が1,523

人、これは延べ人数ですけども、令和２年が935人、令和３年度が1,093

となっており、今年度はまだ10月までの統計ですが437人と、過去の３

年間の間でもやっぱり10月までの受診した患者は比較しても少なくな
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っております。 

これもコロナの感染予防で自粛により受診控えが要因じゃないかと

は思いますけども、先ほどリハビリのほうの療法そのものは、２つある

んだという話の中で、ある町に在住の医者の方がおっしゃるには、旭川

の整形病院など専門の病院に多くの人が多分行って、理学療法のマッサ

ージと物療と両方してもらっているんじゃないかと。 

ただ、町にもそういうものが少し余裕があるんだったら、みんな町に

来るんじゃないですかということで、ある町に住んでいる専門の整形の

先生によると、豊岡にある整形専門のところに、その先生は特別外来で

毎週火曜日の午後と第１第４水曜日の午後に、肩こり、頭痛、物忘れの

特別外来をしているそうです。そうすると、当初に比べると現在３倍ぐ

らいに患者さんがお見えになって、受診しているそうです。 

というのは、主に物療のほうの治療もありますけども、来ている人た

ちは、マッサージをしてもらいながら体をリハビリしていただきたいと

いうことがかなりあるみたいです。 

リハビリ療法には、多岐にわたっていますが、多分脳梗塞など、それ

から手足腰など不自由な人、痛い人などがやっぱりマッサージを受けな

がらリハビリしてほしいという声が多いように感じられます。 

ある友人の理学療法士は、ゴッドハンドと言われている方で、この方

は、マッサージをかなり上手にしてくれまして、物療による機械療法、

理学療法じゃなくて、マッサージで血流をよくして、治癒するというこ

とをしてくれております。 

もし仮に診療所でいろんな物理的なことが発生するとは思いますが、

例えばそういう理学療法のマッサージなどの外来を特別外来という形

で何か開設したら、あるいは旭川にわざわざ物療に行かなくともよいん

じゃないかと思います。 

またマッサージなども民間のマッサージの施設は、東川にも３、４か

所ありますけども、民を圧迫するんじゃないかという声も聞きましたけ

れども、ただ、老人の方とかは、やはり町診療所でそういう理学療法の

マッサージが受けられるような、理学療法士のマッサージをしてくれる

方が複数人いたらいいのになという声がありましたけども、こういう特

別な外来の開設を試みてみるというのはいかがなもんでしょうか。 

町長にお伺いします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

もともと、この理学療法士を配置をするというのは、中田院長先生の

提案でありまして、中田先生は先生なりに１つのビジョンを持ってやっ

ておられるんだと思います。 

今回議会の中で、充実をするというような、マッサージの機会を増や

すような御提言があったということはお伝えをしたいと思います。 

臨時的にそういう非常勤的な理学療法士を入れることが可能なのか

どうか、あるいは今いる理学療法士の補助的な役割を果たすのがいいの

かどうかなども含めて、院内で検討してもらうように指示をしておきた

いと思います。 

 

議長（高橋 山家議員。 
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昭典君）  
 

 

２番（山家

祥幸君） 

前向きな発言をいただきまして、感謝申し上げます。 

少し総論的な形になるのかもしれないんですけども、うちの町はほか

にないような例えばＲ─ｂｏｄｙさんを試験的に町民の健康づくり体

操ということでお二方が来ていただきまして、健康体操を行っておりま

す。 

ある医学予防の観点からも、その体操というのは非常に重要だと思い

ます。 

大都市圏においてのスポーツジム、Ｒ─ｂｏｄｙさんなんかも東京な

んかではそういう部分もやっておりますけども、そのスポーツジムのパ

ーソナルトレーナーの方も医学療法士と連携しながら会員の健康管理

を行っているということでございます。 

うちの町のほうにおいても、過去にヘルシーピープルプランを策定し

て、町民の健康を推進したという経過があると聞いております。 

Ｒ─ｂｏｄｙ、診療所の理学療法士、マッサージをやってくれる方、

それから現在建設中のキトウシ温浴施設のトロン効果も大変いいのじ

ゃないとかと思います。 

そんなわけで、健康体操、マッサージ、温浴療法によるリハビリにて、

ほかではできない三位一体となった我が町の特徴ある政策によって、町

民の健康維持を推進していくというのはいかがでしょうか。 

町長にお尋ねします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

町長。 

町長（松岡

市郎君）  
 

Ｒ─ｂｏｄｙの関係の関係につきましては、過日、鈴木代表も見えら

れまして、モデル的にその医療機関との提携のようなもを考えてみたい

というお話がございましたので、これから協議がなされていくものだと

思います。 

それから、キトウシの関係がありますけれども、担当のほうでも、Ｒ

─ｂｏｄｙと温泉とうまく結びつけて健康増進の機会を充実をしてい

くということを考えておりますし、Ｒ─ｂｏｄｙ自体も前向きにやりま

しょうということになっております。 

それから、併せて、今、共生のエリア、共生プラザもできますが、そ

ちらのほうでも積極的に回復事業に取り組んでいきたいという話でご

ざいますので、東川でなければできない事業というものがこれから進ん

でいくものと考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

山家議員。 

 

２番（山家

祥幸君） 

リハビリについては以上であります。 

次に、２つ目の質問としまして、町内４小学校の統一かばんの採用に

ついてということで質問をさせていただきます。 

当町と包括連携協定をしている株式会社モンベルは、アウトドアを基

軸として７つの取組の１項である、子どもたちの生き抜いていく力の育

成に関することに沿った取組で、富山県立山町の小学校が使用する通学
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用バックパックを開発しました。立山町は令和５年度入学の新入生に、

町が無料配付を決定したとのことであります。 

採用の経過につきましては、１番は、やはり新入生の家庭の経済的負

担軽減。２番目に、通学するに当たり、特にパソコンやタブレットなど、

全ての教材が収納できる。３番目に、全ての教材が収納可能で、両手が

自由になり、転倒時などにおけるけがの予防にもなる。４番目としまし

て、後ろに倒れた際、かばんがクッションの役割を果たし、事故防止に

もつながる。５番目として、素材の軽量化により、従来の皮製ランドセ

ルに比べ軽量、約900グラムと、子どもたちの負担軽減。６番目に、長

年培われた研究により、防水・撥水効力が優れており、教科書などの教

材を雨などから守り、６年間使用に耐える耐久性を備えてある。 

ちなみに、立山町は、６つの小学校の新入生170人から180人に、令和

５年度より無料配布を決定したとのことであります。 

当町でも、町内の４つの小学校の新入生に東川町の統一の通学用バッ

クパックを採用し、新入学のお祝いとしてはいかがでしょうか。 

教育長にお伺いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

教育長、答弁をお願いします。 

 

教育長（杉

山昌次君） 

 

それでは、ただいま御質問いただきました通学かばんの統一のかばん

採用についてお答えをさせていただきます。 

通学用かばんについては、法令や学校規則等で定められているもので

はなくて、基本的には、各家庭において使いやすいものを選択して使用

しているという実態でございます。 

どうしても小学校入学のときのイメージがあって、ランドセルを選択

する家庭が多いように見受けられますけれども、中にはリュックなどを

使用している家庭もあるとのことでございます。 

立山町の事例については、新入学用品の中でもランドセルについては

非常に高額であり、入学準備をする保護者の経済的負担軽減というとこ

ろでは意味があるのかなと思いますけれども、継続的に実施するという

ことであれば財政的な負担が伴うということがございます。 

このバックパックについては、12月からモンベルストアオンラインシ

ョップでも販売もされておりまして、先日、東川店に伺って聞いてみた

ところ、東川店にも置いているということで、実際に見てまいりました。 

しかし、東川町においては、これまでどおり、各家庭において児童に

合ったものを選択する、その中にモンベルのバックパックもあるという

ことでよろしいのではないかというふうに考えておりまして、今のとこ

ろ、統一かばんの採用については考えていないところでございます。 

また、今のランドセルというのは、１年あるいは半年前から注文をす

るというシステムになっているそうでございます。来年の新１年生につ

いては、既にもう予約済みというところがほとんどであろうかと思いま

す。 

また、いろんな御家庭に聞きますと、ランドセルについては、おじい

ちゃん、おばあちゃんが買ってくださるという御家庭が多いと聞いてお

ります。もし、町で統一してしまうと、おじいちゃん、おばあちゃんの

楽しみを奪ってしまうということにもなるかもしれません。 

そんなことから、今後は学校や保護者等の意向も考慮していく必要が
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あると思いますけれども、無償でという考え方については、時間をかけ

て総合的に判断をしていきたいと考えておりますので、御理解をお願い

します。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

山家議員。 

 

２番（山家

祥幸君） 

教育長の町の考えのほうもよく理解できております。 

ただ、新入学のお子さんのいる御家庭のおじいちゃん、おばあちゃん

の楽しみがそういう統一したものによってなくなるんじゃないかとい

う部分も理解できますけども、ただ、この採用が、いろいろ聞くと、ユ

ーチューブなんかでもお母さん方の声なんか聞くと、家庭の負担が物す

ごく軽減されて、経済的なことが軽減されることによってすごくいいん

だということの声のほうが大きかったように思います。 

近郊においても、旭川の教育大学の附属小学校や、それから、大有小

学校なんかも同じようにかばんをオリジナルを作って採用している模

様でございます。 

来年には間に合わないかもしれませんけども、そういう中で、もし可

能であれば包括連携協定を結んでいますモンベルさんなんかのもので

あれば、商品に関しては間違いはないと思います。 

そんな中で、もし長い目で見て、入学生の手厚い支援ということで、

通学用のかばんなどのプレゼントを今後考えてみてはいかがでしょう

か。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

教育長。 

教育長（杉

山昌次君） 

再度、このモンベルのバックパックの採用について考えていくべきで

はないかということでございますけれども、令和５年度については採用

は物理的に無理だということが言えると思いますけれども、今後、よい

ものが、モンベルだけではなくていろんな会社から出る可能性もある

し、今、お話がありましたとおり、オリジナルで開発をされている学校

や業者さんもいるということですので、こういった取組が普及していけ

ば、町内の学校や保護者の皆さんも意識を深めて考えていくということ

があると思いますので、そういったところを総合的に町としては、ある

いは教育委員会として判断して取組を進めていきたいと思います。 

以上です。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

山家議員。 

 

２番（山家

祥幸君） 

 

前向きに検討いただけるということで、快く思っております。 

ぜひ、長い目で子どもたちを、子育て支援の中の一環として、その辺

もお考えいただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

私のほうはこれで質問を終わらせていただきます。 

 

議長（高橋 以上で山家議員の一般質問を終ります。 
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昭典君） 引き続き、８番、安原芳博議員。 

安原議員の一般質問は、一問一答であります。 

制限時間45分で、14時51分までといたします。 

 

８番（安原

芳博君） 

それでは、一般質問をさせていただきます。 

項目は２項目でございまして、まず１項目の東川町道の除雪と排雪、

また、間口除雪についてから始めさせていただきます。 

除雪の目安は、昔は10センチとか、また12センチとか、今現在、15

センチだと思いますが、今年も15センチの目安で調節をされるのかとい

うこと。 

また、例年のことでありますけれども、風の強い日、強風が吹くよう

な中での吹きだまり問題、対策。 

また、この冬、冬期間もラニーニャ現象になるという気象庁の予報に

なっています。２年越し、３年越しぐらいになりますか、ラニーニャ現

象の特徴としては、夏は平年気温を上回る高温と猛暑に注意をしなけれ

ばならんと。冬期間は、逆に平年気温より下がり、低温と、また、局所

的な大雪に注意をしていかなければならないという中で、強風という

か、風邪の強い日等、道路の吹きだまり、または大雪の対策等について

教えていただきたい。 

次に、日々の除雪は一定の箇所に留め置き、シーズン中、何度か排雪

をされると思うんですが、何回ぐらいの目安で排雪されているのか、ま

ず、その辺をお聞きいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

今、除雪と排雪についてのお話がございましたけれども、除雪につい

ては、従前どおり15センチを目安として行っておりまして、時間的には

午前２時から午前８時の間ということにいたしております。 

この15センチの目安となる観測でありますけれども、場所によって15

センチを超えているところもあるし、少ないところもあるというふうに

聞いておりまして、数か所回って、その上で判断をして除雪をされると

いうことのようでございます。 

また、吹きだまりがあるような場合については、随時対応をするとい

うことになっております。 

いずれにいたしましても、住民の皆さんが、安全、そして、安心して

道路が利用できるように臨機応変に対応していくということが大変重

要ではないかと考えておりまして、都市施設の担当課長等とも、とにか

く除雪をやる、排雪をやるという場合については、住民の皆さんから喜

んで感謝をされるような方向で進めたらいいんではないかと話しをし

ております。 

排雪については年３回を予定をいたしておりまして、１回目は12月の

下旬から１月の中旬、その後、２週間で回っていけるような関係で、３

回目は２月の下旬から３月の上旬、２回目は２月の上旬から２月の中旬

というようなことで、年３回の排雪を計画しているところでございま

す。 

 

議長（高橋 安原議員。 
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昭典君） 

 

 

８番（安原

芳博君） 

 

分かりました。 

私のところは道道のところに住んでいますが、これも大体シーズン

中、３回、除雪を道道、していただいております。 

次に、町が行っております間口除雪の基準をちょっと教えていただき

たいと思いますが。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

間口の除雪につきましては、対象者を特定をいたしておりまして、例

えば、次のいずれにかに該当する場合ということになっておりますが、

65歳以上の独り暮らし、女性の場合は60歳以上、あるいは65歳以上の者

だけで構成されている世帯とか、重度の障害者がいる世帯とか、いろい

ろございまして、そういう世帯から申し出があった場合に、除雪をする

ことが困難だという世帯に対して町が支援をしているということであ

りまして、昨年の利用者は248件ということになっております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

 

８番（安原

芳博君） 

 

年に関係なく、障害のある家庭もあると思いますけれども、その辺の

対応についてはどうなっているか教えてください。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

障害者の対応はどうなっているかということですね。 

担当課長のほうから説明させます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

佐々木保健福祉課長。 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君） 

ただいま御質問の在りました障害者の方については、特に年齢の制限

は設けておりませんので、世帯の方が障害者を有する家庭であれば、間

口除雪の対象となっております。 

あと、例外では、65歳未満で障害手帳もお持ちでない家庭、あるかと

思いますけども、例えば骨折等で一時的にけがをして除雪できないです

とか、また、手術後間もないというような状況あれば、御相談をいただ

ければそういった方も間口除雪の対応としておりますので御理解いた

だければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

 

８番（安原

芳博君） 

障害のある方、今、障害者総合支援法の下でいろいろ、１級から６級

とか、心臓を含めた臓器に疾患あるような方は、これは私もちょっと調
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 べてみたら、１から４級までとか、そういうふうな感じでありますけれ

ども、等級関係なしに間口除雪をしていただけるということなのか、そ

の辺いかがでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

佐々木保健福祉課長。 

 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君） 

 

障害者の級が限られておりまして、重度障害者であれば身体障害者の

１級、２級、ただし、聴覚障害者ですとか、言語障害者は除くものとし

ております。 

また、療育手帳Ａ判定受けている方、また、精神保健福祉手帳１級の

方、この手帳保持者だけで構成されている世帯を重度障害者ということ

で間口除雪の対象として取り扱っているところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

８番（安原

芳博君） 

 

ありがとうございます。 

障害者総合支援法の中には、心臓を含めた臓器、そういうのも言いま

すけども、これもちょっと見てきたんですが、１級の方は自己の身辺の

日常活動が極度に制限をされておらえる。２級は空白になっていまし

て、３級は家庭内の日常生活活動が著しく制限されていると。４級の方

は社会での日常生活活動が著しく制限されるものと、こういうふうに出

ていますが、先ほどの答弁の中で、もちろん１級、２級はそうなんです

が、課長おっしゃった中に入ると思うんですが、４級の方も、そういう

枠内に入るという認識でよろしいんですか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

保健福祉課長。 

 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君） 

 

すみません、ちょっと説明が不足して申し訳ございません。 

あくまでも身体障害者の等級でいけば１級と２級の方のみ該当とい

うことになります。 

ただし、いろいろ個々の状況あろうかと思いますので、それぞれお聞

きしまして、特に必要と認めると、これは除雪するのが困難だという判

断をすれば、そこは御相談に応じて対応はしたいと思いますけども、そ

ういった場合は、まず保健福祉課のほうに御相談いただければと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

 

８番（安原

芳博君） 

 

ありがとうございます。 

そういうことであれば、いつ病は発症するかも分かりませんし、家庭

内で、これはちょっと難しいと思えば、町に相談とか社会福祉協議会に

相談した中で判断していただけるということでよろしいんでしょうか。 
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議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

ただいま課長が説明申し上げましたとおり、特別な事情があるという

場合については御相談をいただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

８番（安原

芳博君） 

それじゃ、２項目に入ります。 

令和５年、地方自治体の選挙がありますが、次期町長選挙に松岡町長

御出馬いただけるかどうか。 

９月の時点で、副議長の鶴間さんが質問をされましたけれども、まだ、

何か月も猶予があるので仕事に精進をしたいというふうなことでの御

答弁だったと思いますが、何とかお返事をいただきたいと思いまして、

質問をさせていただきました。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君） 

 

正直に言いますと、まだ後援会の皆さんとも正式にと言いましょう

か、お会いはいたしましたけれども、意見の統一をみていないところで

ございます。 

振り返ってみますと、20年という長い月日でありまして、私が立候補

いたしましたのが2003年の２月10日に役場を辞めて、２月23日の告示に

間に合って選挙で当選をさせていただいたということでございます。 

当時、合併議論のさなかでありまして、非常に厳しい状況が続くだろ

うという予測の中でございました。 

そこで当選をさせていただいたわけですけれども、私が立候補するに

至りましたのは、合併問題を町なかの商店の皆さんとちょっと話しをし

たときに、合併したときに、あなた方公務員というのはいつまでも仕事

をやれるんだろうと。旭川なり、どこかと一緒になって。 

しかし、商店を経営する者にとっては、どんどん人口が減っていくん

だと。俺たちはどうなるんだと、こういうようなことがございまして、

何とか合併しない方向で頑張れないのかと、こういうお話をある商店の

方からお話をいただきまして、お前、少し役に立つなら立候補してと、

こういうようなお話をいただきまして、立候補なんかする予定は全くな

かったんですけれども、そういうお話がございまして、じゃあというこ

とで、当時の商工会、商工会会長は安原さんでございましたけれども、

あるいはＪＡ組合長、観光協会長等の応援をいただきまして、当選の栄

誉に浴したわけですけれども、そのときに、私、当選したときに非常に

厳しい状況にありましたので、１期もつかどうかというような話しをし

た記憶がありますが、そのときに、当時の商工会長、安原さんですけど

も、何を言ってんだと、５期ぐらいやってもらわなきゃ困るんだと言っ

て𠮟咤激励をいただいたことを今、思い出しているわけですけれども、

当時、５期20年というと、とんでもない先だという、先が見えないよう

な、私は思いでありました。 

20年なんていうのは、とてつもなく長くてやれないだろうと、こう思
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っておりましたけれども、しかし、現実に今20年たちまして、過去を振

り返りますと、過去は何とこの短かったことなのか、という思いであり

まして、未来を見つめる目と過去を見る目はこれだけ大きな格差がある

のかといことを今、実感をしているわけであります。 

こうした中で、20年務めれたというのは、まずは議会の皆さん方が

我々と考える方向と同一方向を向いていた。 

提案されたことが、即議決をいただいたということであります。 

議会の皆さん方に議決をいただくということは、議会の皆さん方は住

民の負託を受けてこの議会に来ているわけでありますから、言ってみれ

ば、住民の皆さんの支援を得ての執行であったと、こういうふうに考え

ておりまして、まず大きなことは、同じ方向を向けて仕事ができたとい

うのが、まず一番ではないかと思います。 

そして、二つ目には、職員が新しいことにチャレンジをしてくれたと

いうことであります。一般的に、最近は公務員らしくない公務員とかと

いう評価もいただいておりますけれども、公務員の姿というのは、住民

の皆さんの福祉の向上を図るということが大きな目的でありますので、

その方向に向かって職員が能動的に動き出したというところが、非常に

大きなところではないかと思います。 

そして、住民の皆さんも、我々と一緒になってまちづくりを進めてく

れたというのが、今日、少し大きな評価をいただいているところなのか

という感じがしております。 

私、あるときに、ある会社の社長がやってまいりまして、その社長を

見たときに、この社長は僕よりも10歳年上だというふうに思ったんで

す。ところが、実際に年齢を聞いてみますと、私より10歳年下だったと。

ということは、私より10歳年上ということは80なんですね。そんなこと

はあり得ないんだろうと思うんです。 

というのは、何でそんな言い方をしてしまったかというと、自分が年

を取っているということを全く思っていなかった。あとになって、実際

70になっていた、70過ぎているんだということが分かりまして、そうい

う視点からすると、60歳ぐらいから年齢が、年が止まってしまっている

という、これだけ楽しく明るく仕事ができたんじゃないかというふうに

思っていまして、まさに竜宮の浦島太郎のような感じで仕事ができたん

ではないかと思っております。 

しかし、改めて相手の年を聞きまして、自分が70を超えているという

ことに思いをはせるときは、本当に耳は遠くなる、目は見えなくなる、

そして、口は悪くなる、頭は薄くなる、歩けば足は弱くなるということ

で、まさに高齢の兆しでありまして、こういった状態で仕事をするとい

うことが、本当に適切かどうかということを考えていかなければいけな

いと思うんです。 

ある方が雑誌で書いておりましたけれども、東川町長というのは北海

道一幸せな町長だと、こう編集長が書いてくれています。北海道一幸せ

だということは、まさに私が10年近く年を忘れていたということからも

そのことが言えるんではないかと思いますけれども、そういう状態であ

りましたので、その編集長もいいところを見てくれているんだというこ

とを、後になって感じたわけでございます。 

私の姿勢としては、常に悔いを残さないということで仕事をしてまい

りました。外から見る人は悔いが残っているんじゃないかという話があ

りますけれども、それができないのは私の能力のなさでできないわけで



   

58 
【東川町議会第４回定例会】 

して、これは悔いでも何でもないわけであります。 

そういった中でいろいろ考えてみるときに、私は今回の任期をしっか

り全うするということが私に課せられた大きな課題ではないかという

ふうに考えておりまして、３月30日ですけれども、それまでしっかりと

任期を全うすると、こういう姿勢で臨みたいと考えております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

 

８番（安原

芳博君） 

町長が52歳でしたか。東川の町長選は２月ですから。 

当時は本当に旭川との合併問題に当時の町長がちょっと傾いていた。 

これ、私の認識違いだったらおわび申し上げるけども、そういう中で、

絶対反対と言って、最終的に出馬やむを得ずという中で出馬されたのが

松岡現町長でありますし、いちいち私がまちづくりの、当時を思い出し

ながらする必要は全くなく、本当に大きな評価を得ている適疎なまちづ

くり、これも本当に、あるチャンネルでテレビ見てたら、急に東川のこ

とが入ったりしたことが何回もありました。 

町長の今の御答弁、ちょっと迷っておられる部分もあるのかなと。 

お年のこともちらっとお話しておられましたけれども、これはマレー

シアの元大統領、97歳で立候補もしていますよ。 

生涯現役と、ああいうことだと思います。 

松岡町長も大きなテーマを持ち続け、そして、家具ミュージアム、こ

れについても、明かりが見えてきたという段階であります。 

まだまだほかの分野でも、道半ばの部分も多々あろうかと思います

し、昨日、一昨日ですか、ある人から電話が来まして、お前が今回町長

立起の一般質問をするのかと言われました。 

あれ、何でこんなこと分かるのかなと思いましたけども、それが誰と

言っても別に支障はありません。現商工会の会長からです。 

何とか、これはもう、彼もいろんなとことのお付き合い、または農協

さんの組合長等々とのいろんな話の中で、少なくとももう１期は出ても

らいたいと、出てほしいと、そういうことだと思います。 

やはり多くの住民の方も、せめてあと１期という思いの強い方がたく

さんおられるのも事実です。 

どうか再度、ちょっと御答弁をいただきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

安原議員さん、大変お世話になった議員さんから温かい激励の言葉を

また再びいただいたというふうに思っておりますが、私、全く迷っては

いないんです。私の意志としては、しっかりと持っているつもりであり

ます。 

いろんな課題がたくさんありますけれども、今日も議員の皆さんから

ソフト面での御提案が幾つかありました。 

いつの時代も、そういう課題というのはあるんだろうと思うんです。

ですから、完結をして次へ引き継ぐなんていうことは、よほどのことが

ない限りこれは不可能に近いんではないかと思います。 

私が立起をいたしましたのは、商工振興に力を注がなきゃいけないと
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いう思い、それは先ほどありましたように、公務員の皆さんは合併して

もいつまでも暮らせるだろうけども、中心市街地に住んでいる我々はど

うなるんだと、こういう言葉がございましたので、何とかして中心市街

地の活性化に貢献しなければいけないと、そういう思いはありました。 

できているか、できていないかというと、それはまだ計画のようには

いっていないというふうには私は思いますけれども、それは、次なり、

次の世代を引き継ぐ人たちがそれぞれ知恵を絞りながら実証していく

ということがよろしいんではないかというふうに思っております。 

生涯現役というような話もありましたし、いろいろあるんでしょう。

長くなったと、もういい加減辞めなさいという声も、それはもう相当あ

るだろうと思いますし、また、一部にはもう少しやってもいいんじゃな

いかと、こういう声もあるんではないかと思います。 

人間にとって一番重要なことというのは、ある意味、引き際が非常に

重要なことではないかと思います。 

後援会の皆さん、その他とまだ最終的な話に詰まっておりませんの

で、私の意志としてはしっかりしておりますので、これから候補者探し

なんかになるのかもしれません。 

私としては、もし役場から候補者を出していただけるとすれば、この

最前列に座っているところから後ろの人は、もうみんなそういう意欲の

ある方だというふうに思っておりますので、どうか選考の１つに加えて

いただければありがたいんではないかと思いますし、やはり、首長が誰

になろうと、一致結束をしてこの仕事に当たるということ、そしてまた、

議会の皆さんとも十分連携を取りながら、緊張感を持ちながらも、同じ

方向にどう進んでいくかということが非常に重要なことだと思うんで

す。 

ですから、首長が誰ということではなくて、誰になってもそういうま

ちづくりを進めていくということが何より大切なことではないかと思

います。 

したがいまして、まだお世話になった方のしっかりとした了解は得ら

れてないということではありますが、私としては、とにかく任期満了ま

ではしっかり務めさせていただくと、こういう決意でいるところをお知

らせをさせていただきたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

８番（安原

芳博君） 

まだ２月まで時間もあろうかと思います。 

今のような答弁であれば、帰ったら私も叱られますんで、今の時点で

は、次期町長選は辞退するということではなく、もうちょっと思慮する、

考えるというふうに受け止めていいのか、再度お伺いしたいと思いま

す。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

これは難しいところでありまして、私はただ、後援会の皆さん等とま

だ合意に達していないということで、私は次の候補者を指名するなんて

いうことは全く考えておりませんで、とにかく町を思う人たちが、誰に
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やってもらうのがいいのか、その辺を熟慮して、その方に当たって、そ

の方がリードしていくということが私はいいんではないかというふう

には思っておりますので、後援会等、あるいは経済関係団体の皆さんと

は相談をさせていただいて、よき若きリーダーを選んでいただくように

お話しを申し上げていきたいと思います。 

ただ、今の時点では、お話しを申し上げましたように、理解を得られ

ていないところもありますので、私としては全力で任期全うをしたい

と、こういうことでございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

８番（安原

芳博君） 

これで質問を終わらせていただきますけれども、最終確認として、町

長、東川の後援会の皆さん、また、いろいろ東川を支援していただいた

外部の皆さんと、とりあえずトータルで相談した中で決めたいというこ

とで、そういう理解でよろしいでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

町長。 

町長（松岡

市郎君） 

 

任期満了までしっかりと務めさせていただきたいと思います。 

議長（高橋

昭典君） 

 

安原議員。 

 

８番（安原

芳博君） 

 

一応、これで一般質問を終わらせていただきます。 

どうもありがとうございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

以上で、安原議員の一般質問を終わります。 

ここで休憩を取りたいと思います。 

再開は14時50分といたします。（休憩宣言 14時41分） 

 

それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（再開宣言 14時50分） 

 

 

○日程第６ 議案第１号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第６、議案第１号「令和４年度東川町一般会計補正予算（第９号）

について」を議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

佐藤企画総務課長。  
 

企画総務課

長（佐藤文

泰君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第１号「令和４年度東川町一般会計

補正予算（第９号）について」の提案理由と補正内容の御説明を申し上

げます。 

１ページをお開きください。 



   

61 
【東川町議会第４回定例会】 

令和４年度東川町の一般会計補正予算（第９号）は、次の定めるとこ

ろによる。 

第１条、再入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億4,190万8,000

円を減額し、再入歳出予算の総額をそれぞれ144億7,320万6,000円とす

る。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

第２条、継続費の変更は、第２表継続費補正による。 

第３条、地方債の追加及び変更は、第３表地方債補正による。 

今回の補正は、原油価格高騰による各公共施設の電気料及び燃料費の

増額に関するもの、子どものための教育・保育給付事業の給付費に関す

るもの、子ども・子育て支援に係る妊婦に対しての経済的支援等に関す

るもの、辺地債事業における配分枠の調整などに伴う事業の見送りによ

る減額や事業費の執行に伴う事業費の変更に関するもの、事業費の確定

や執行見込みによる財源調整に関するものなどが主な内容でございま

す。 

それでは、最初に歳出から説明させていただきますので、12ページ、

13ページの事項別明細書を御覧ください。 

初めに、２款総務費、総務管理費、職員人件費は、道路改良事業など

の事業費及び辺地対策事業債枠の調整に伴い、事務費減額分を一般財源

に振り替えるものでございます。 

次の表彰等事業は、当初予算では表彰受賞者は当初８名の予算措置を

しておりましたが、さらに10名ほど増える見込みであるため、その他報

償費の108万円を増額するものでございます。 

次の庁舎管理事業は、原油価格高騰に伴い、光熱水費210万円を、ま

た予期しない庁舎の修繕が今年は多かったため、修繕料140万円をそれ

ぞれ増額するものでございます。 

次の総務関係事務費は、新たな協議会等の創設により委員の出席が増

えたため、会議等出席報償費を30万円、新規事業の執行による打合せ会

議が増えたために普通旅費100万円、視察研修の来町者が本年度増えて

おり、その対応のための食糧費50万円、庁舎及び庁舎外施設で利用して

いるコピー機の印刷について、会議や補助事業申請資料作成により印刷

枚数が増えている状態にあるため、複写機借上料150万円をそれぞれ増

額するものでございます。 

次の普通財産維持管理事業は、町が所有する普通財産施設における修

繕が増えたため、修繕料66万円を増額いたします。 

次の防災対策事業は、携帯電話網を活用した情報伝達手段を行うため

に、スマホを個別端末として無償貸与を行う情報伝達個別端末貸与等委

託料の執行見込みにより1,650万円を減額し、財源充当している一般財

源70％分の特別交付税についても併せて減額いたします。 

次の社会体育施設管理事業は、原油価格高騰に伴い燃料費を96万

5,000円、光熱水費を60万円増額いたしますが、財源については、燃料

費分の一般財源50％分が特別交付税により措置されます。 

なお、原油価格高騰による公共施設の燃料費に係る増額補正の財源に

つきましては、いずれも一般財源50％分が特別交付税措置となってござ

いますので、以降の説明については省略をさせていただきます。 

次の企画費、企画政策費は、辺地対策事業枠の調整に伴う財源変更の

みのため、説明欄には記載がありませんが、進化台地区研修交流施設整
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備事業で、令和４年第２回定例会補正予算（第２号）で議決をいただき

ました建物設計分を、一般財源から辺地対策事業債に充当するものでご

ざいます。 

次の写真の町国際化推進事業は、第39回写真の町東川賞海外作家賞の

対象国への現地調査に係る調査費用が、物価高騰等により増えているた

め、費用弁償を30万円増額するものでございます。 

次の観光立国交流事業は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受

け、東川・タイランド国際交流協会との事業について延期となったため、

訪日外国人観光調査事業補助金175万円を減額し、財源充当している一

般財源50％分の特別交付税についても併せて減額いたします。 

次の観光プロモーション事業は、高校生国際交流写真文化フォーラム

の事業執行確定に伴い、国際コンベンション事業謝礼から高校生国際交

流写真フェスティバル事業補助金まで合計1,619万6,000円を減額し、財

源充当している一般財源50％分の特別交付税についても減額いたしま

す。 

次の複合交流施設せんとぴゅあⅠ管理運営事業は、原油価格高騰に伴

い燃料費を103万2,000円、光熱水費を120万円増額し、次の複合交流施

設せんとぴゅあⅡ管理運営事業についても、光熱水費を150万円増額い

たします。 

次のページのわくわく地方生活実現政策パッケージ事業は、東京圏か

らのＵＩＪターンによる新規就業を促進するため、国の地方創生推進交

付金を活用した事業ですが、今回、新たに２件のテレワークによる移住

支援の申請があったため、事業補助金260万円を増額いたしますが、財

源については、道支出金195万円のほか、一般財源分65万円の50％が特

別交付税により措置されます。 

次の「ＫＡＧＵの家」ヴィレッジ整備事業は、事業費の確定に伴い、

工事請負費488万1,000円を減額し、財源についても地域づくり総合交付

金を減額いたします。 

次の新型コロナウイルス感染症対策費は、農業者に対する原油価格高

騰対策のための物価高騰対策消費支援事業補助金2,000万円と、肥料価

格高騰対策のための肥料価格高騰対策支援事業補助金2,000万円を予算

計上いたしますが、財源については、原油価格高騰対策分の一般財源

50％分が特別交付税により措置されます。 

また、財源内訳のみの変更で、12月１日より実施しておりますＨＵＣ

ポイントを活用した物価高騰消費拡大支援事業の一部が、プレミアム付

商品券発行支援事業費補助金の対象となる見込みであることから、一般

財源から道支出金に振り替えをいたします。 

次の地籍調査費・地籍管理事業は、事業の執行見込みにより、普通旅

費16万7,000円を減額するものでございます。 

次の民生費、児童福祉費、学童保育事業は、原油価格高騰に伴い、光

熱水費を120万円増額いたします。 

次の衛生費、保健衛生費、出産・子育て応援交付金事業は、国の令和

４年第２次補正予算により、子育て世帯への伴走型相談支援と経済的支

援を一体として行う事業で、出産・子育て応援補助金375万円を予算計

上いたしますが、財源については、出産・子育て応援交付金として、国

庫支出金250万円、道支出金62万5,000円を予算計上いたします。 

次の墓地火葬場費・葬斎組合事業は、大雪葬斎場整備事業の入札不調

に伴い、本年度は施設整備を見送り、令和５年、６年度に整備予定とな
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ったことから、施設整備分の大雪葬斎組合負担金3,069万円を減額し、

財源についても公共施設整備基金繰入金を減額いたします。 

次の保健福祉センター維持管理事業は、原油価格高騰に伴い、燃料費

を55万2,000円増額いたします。 

次の清掃費、清掃組合事業は、原油価格高騰に伴う燃料費と前年度ご

み搬入量の確定及び人口実績により、大雪清掃組合負担金117万5,000

円を増額するものでございます。 

次の環境保全費、東雲飲料水供給施設整備事業は、事業費の確定に伴

い、工事請負費393万8,000円を減額し、財源充当している辺地対策事業

債についても減額いたします。 

また、財源内訳変更のみのため説明欄に表示されていませんが、第34

飲料水供給施設整備事業、キトウシ地区飲料水供給施設整備事業につい

ても、事業費の確定に伴い、一般財源と辺地対策事業債の財源変更整理

をするものでございます。 

次の生活飲用水管理事業は、キトウシ専用水道の老朽化したバルブ交

換及び漏水修繕を行うため、修繕料を100万円増額いたします。 

次のページの農林業費、農業費、農業管理事務費は、国が進めるＤＸ

化において、農地に関する手続のオンライン化、農地ナビ及び農業委員

会のサポートシステムの利用促進を図るため、道の補助を受けタブレッ

トの導入を行うもので、消耗品費、通信運搬費、モバイルデバイス管理

サービス使用料、備品購入費合わせて55万1,000円を増額し、財源につ

いては、道支出金37万1,000円を充当いたします。 

次のカントリーエレベーター整備事業は、事業費の確定に伴い、負担

金1,370万円を減額し、財源充当している辺地対策事業債についても減

額いたします。 

次の多面的機能支払交付金事業は、事業費の確定に伴い、交付金741

万1,000円を増額し、財源については道支出金を充当いたします。 

また、財源内訳変更のみのための説明欄に表示されていませんが、農

産漁村振興交付金事業と、次の農村整備費道営水利施設等保全高度化事

業は、財源内訳及び事業費の確定に伴い、国庫支出金と辺地対策事業債

の組み替え調整をするものでございます。 

次の商工費、文化ギャラリー管理事務費は、原油価格高騰に伴い、光

熱水費を56万円増額いたします。 

次の森林公園費、キトウシ森林公園家族旅行村施設整備事業は、事業

の執行見込みにより、建物設計委託料1,620万3,000円、工事請負費1,041

万5,000円をそれぞれ減額し、財源充当している辺地対策事業債につい

ても減額いたします。 

次のキャンモアスキー場リフト大規模改修事業とキャンモアスキー

場圧雪車整備事業は、事業費の確定に伴い、負担金97万4,000円、建設

機械等購入費71万円をそれぞれ減額し、財源充当している辺地対策事業

債についても減額いたします。 

次の土木費、土木管理費一般車両運行管理事業は、原油価格高騰に伴

い、燃料費51万円を増額いたします。 

次の道路橋りょう費、西８号道路改良事業は、辺地対策事業債枠の調

整により、次年度事業として見送ることになったため、700万円を減額

し、財源充当している辺地対策事業債についても減額いたします。 

次の西９号道路改良事業は、辺地対策事業債枠の事業調整により、北

５線から北６線間の改良工事を次年度事業として見送ることになった
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ため、2,582万円を減額し、財源充当している辺地対策事業債について

も減額いたします。 

また、財源内訳変更のみのため、説明欄に記載がありませんが、北１

線道路改良事業、キトウシ公園道路改良事業の財源内訳の確定に伴い、

辺地対策事業債と一般財源の内訳についても整理をいたします。 

次のページの西５号西１中道路改良事業と、西６号道路南改良事業

は、事業費の確定に伴い、工事請負費856万1,000円、測量調査設計委託

料18万5,000円を減額し、財源充当している土木債及び公共施設整備基

金繰入金についても減額いたします。 

次の都市建設費、公園維持管理事業は、事業の執行見込みにより、会

計年度任用職員報酬29万3,000円、会計年度任用職員社会保険料25万

5,000円、工事請負費17万円、合計71万8,000円を減額するものでござい

ます。 

次の橋梁長寿命化修繕計画策定事業と、次のトンネル長寿命化修繕計

画策定事業は、事業費の確定に伴い、測量調査設計委託料をそれぞれ減

額し、財源充当している社会資本整備総合交付金についても減額いたし

ます。 

次の勇駒別橋長寿命化修繕事業は、電柱の移設に係る補償金につい

て、北海道電力との協議により、本年度の電柱移設を見送ることになっ

たため、補償金400万円を減額し、財源充当している社会資本整備総合

交付金と辺地対策事業債についても減額いたします。 

次の萬二橋長寿命化修繕事業と、次の万年橋橋梁長寿命化修繕事業、

西３号道路改良事業、西10号道路改良事業につきましては、事業費の確

定により、工事請負費と測量調査設計委託料をそれぞれ減額し、財源充

当している社会資本整備総合交付金と辺地対策事業債についても減額

及び財源内訳確定により、財源組替をいたします。 

次の社会資本整備総合交付金事務費は、令和２年度きた住まいる建設

推進事業において返還金が発生したため、測量調査設計委託料45万円を

減額し、返還金45万円を予算計上いたします。 

次の雪寒機械整備事業は、事業費の確定に伴い、建設機械等購入費を

減額し、財源については、財源内訳確定により、社会資本整備総合交付

金と辺地対策事業債の組替えを行います。 

次の西５号道路改良事業第１工区は、社会資本整備総合交付金及び辺

地債枠の調整により、当初予定していた事業の一部を見送ったことによ

る測量調査設計委託費、工事請負費をそれぞれ減額し、財源充当してい

る社会資本整備総合交付金と辺地対策事業債についても減額いたしま

す。 

また、財源内訳変更のみのため説明欄に記載がありませんが、公園団

地３・４号棟整備事業は事業費の確定に伴い、一般財源と土木債、国庫

支出金を組替調整いたします。 

次の第２期公営住宅等長寿命化計画策定事業は、事業費の確定に伴

い、測量調査設計委託料125万円を減額し、財源充当している社会資本

整備総合交付金についても減額いたします。 

財源内訳変更のみのため、説明欄に記載がありませんが、西団地スト

ック総合改善事業と新栄団地地域優良賃貸住宅整備事業、西町団地スト

ック総合改善事業は、事業費の確定に伴い、一般財源と土木債、国庫支

出金を組替調整いたします。 

次のページの公園線道路改良事業と、西５号西１丁目道路改良事業、
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西５号北８条道路改良事業と西５号北９条道路改良事業は、事業費の執

行見込みに伴い、工事請負費、測量調査設計委託料、土地購入費をそれ

ぞれ減額し、財源充当している地方創生道整備推進交付金、土木債、公

共施設整備基金繰入金についても、それぞれ減額いたします。 

財源内訳変更だけのため、説明欄に記載がありませんが、西５号西２

丁目道路改良事業は、事業の確定に伴い、一般財源と土木債、国庫支出

金、公共施設整備基金繰入金を組替調整いたします。 

次の消防費、消防事業は、人事院勧告等による各種手当の増額などに

より、大雪消防組合負担金を増額いたします。 

次の教育費、教育総務費、教育総務管理事務費は、当初予定していな

かった高校総体引継ぎ現地調査への出席及び今後の執行見込みにより、

普通旅費20万円を増額いたします。 

次の外国青年招致事業は、英語指導助手の中途退職及び来日遅延によ

り、会計年度任用職員報酬、会計年度任用職員社会保険料、普通旅費、

合わせて280万円を減額いたします。 

次の小学校学校給食事業と、次の中学校学校給食事業、スクールバス

運行管理事業は、原油価格高騰に伴い、燃料費と光熱水費をそれぞれ増

額いたします。 

次のページの小学校費、小学校維持管理事業は、原油価格高騰に伴い、

光熱水費940万円を、また次年度、第二小学校に特別支援学級が１クラ

ス追加の予定があることから、パソコン教室を一般教室として活用でき

るよう修繕料242万6,000円を、また次年度、児童及び教員が増加の見込

みで、小学校学習用椅子を追加製作するため、学習用椅子等製作委託料

260万円をそれぞれ増額いたします。 

次の東川小学校管理事業と次の第一小学校管理事業、第二小学校管理

事業、第三小学校管理事業は、国の学校保健特別対策事業費補助金の補

助上限額の引上げにより、補助対象額が増額となることから、消耗品費

をそれぞれ増額し、財源については国庫支出金を充当いたします。 

次の第二小学校校舎等長寿命化改良事業は、事業費の確定に伴い、工

事請負費39万円を減額し、財源充当している辺地対策事業債についても

減額いたします。 

次の第一小学校校舎等長寿命化改良事業は、設計委託料の確定に伴

い、建物設計委託料175万円を減額し、財源充当している公共施設整備

基金繰入金、教育債についても減額いたします。 

次の中学校費、中学校維持管理事業は、国の学校保健特別対策事業費

補助金の上限額の引上げにより、補助対象経費が増額となることから、

消耗品14万円を増額し、また原油価格高騰に伴い、光熱水費540万円を

増額いたします。 

次の社会教育費、東川ゆめ公園管理事業は、原油価格高騰に伴い、光

熱水費35万円を増額し、またプレイパーク木道改修工事について、国内

における枕木の在庫がなく資材の調達が困難なため、次年度に見送るこ

ととしたことから、廃材処理手数料23万6,000円、工事請負費300万円を

減額いたします。 

次の改善センター施設維持管理事業及び写真文化財保護活用推進事

業は、原油価格高騰に伴い、光熱水費をそれぞれ増額いたします。 

次の幼児教育費、幼児センター管理事業は、原油価格高騰に伴い、燃

料費80万6,000円、光熱水費60万円を増額いたします。 

次の子どものための教育・保育給付事業は、こまくさ保育園及び町外
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の広域保育民間事業所の町民利用者増加により、給付費が増える見込み

であることから、教育・保育給付費990万円を増額し、財源については、

国庫支出金、道支出金を充当いたします。 

次のページの災害復旧費、公共土木施設災害復旧費、公共土木施設災

害復旧事業は、事業費の確定に伴い、測量調査設計委託料37万1,000円、

工事請負費1,586万3,000円を減額し、財源充当している災害復旧債につ

いても減額いたします。 

次の諸支出金、基金費、国営緊急農地再編整備事業基金事業は、国営

事業が長年にわたって実施されることから、費用負担の平準化を図るた

め、工事が完了した圃場の耕作者が、水張面積に対して１反当たり2,000

円の負担金を一般社団法人大雪東川地区農業振興期成会へ納付し、その

後、町に対して指定寄附が行われ、寄附金は全額国営緊急農地再編整備

事業基金に積み立てをするもので、本年度対象となる65件、521.014ヘ

クタール分の積立金1,042万1,000円を増額し、財源については全額農業

振興費寄附金を充当いたします。 

歳出の説明については以上でございます。 

続いて、歳入について８ページ、９ページから説明をいたします。 

歳入については、これまで説明いたしました歳出の補正による財源の

整理が主であるため、歳出で説明した内容については簡単に御説明をさ

せていただきますので、御了承いただきたいと思います。 

初めに、地方交付税、普通交付税は、歳出で説明した新型コロナウイ

ルス感染症対策事業の実施に伴う財源として増額を行うものです。 

特別交付税は、原油価格高騰等福祉支援費分1,272万8,000円と、わく

わく地方生活実現政策パッケージ事業分32万5,000円が増額となります

が、防災対策事業、観光立国交流事業、国際観光プロモーション事業、

計2,052万3,000円が減額となるため、差し引いた747万円を減額するも

のでございます。 

二つ、目を飛ばしまして、国庫支出金、土木費国庫補助金、社会資本

整備総合交付金は、交付金対象の道路事業、地域住宅計画事業に係る事

業費の減額など、今回の予算整理に伴い交付金8,278万6,000円を減額

し、道路災害復旧事業費補助金についても、事業費確定に伴い補助金

1,268万8,000円を減額いたします。 

一つ、目を飛ばしまして、農林業費国庫補助金は、キトウシ保養施設

の整備に係る農林漁村振興交付金事業の内示額が示されたことにより、

交付金3,841万円を減額いたします。 

なお、減額分は、辺地対策事業債に組替えをいたします。 

四つ、目を飛ばしまして、道支出金、商工費道補助金は、12月１日よ

り実施しておりますＨＵＣポイントを活用した物価高騰消費拡大支援

事業の一部が、プレミアム付商品券発行支援事業費補助金の対象となる

見込みであることから、1,000万円を一般財源から、道支出金に振り替

えを行うものでございます。 

一つ、目を飛ばしまして、繰入金、基金繰入金は、大雪葬斎場整備事

業入札不調に伴う減額2,600万円と、第一小学校校舎等長寿命化改良事

業、公共施設等適正管理推進事業債の充当残、地方創生道整備事業の充

当残による公共施設整備基金繰入金3,083万5,000円を減額いたします。 

次のページの繰越金は、前年度会計繰越金の補正前留保額3,653万

8,000円から、歳入歳出の差額分2,461万7,000円を今回の補正予算の財

源として計上いたします。 
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次の町債については、歳出で説明をいたしました公営住宅、公園、道

路事業等各種事業の事業精査、辺地対策事業債の事業費の確定、事業の

後年度の見送りなどにより、起債額を変更するものでございます。 

また、臨時財政対策債については、起債額が確定したことから1,201

万7,000円を減額するものでございます。 

これらの変更により、町債合計では１億5,781万7,000円を減額し、補

正後の借入れ予定額は33億1,748万3,000円となるものでございます。 

以上が、歳入についての説明です。 

次に、３ページに戻っていただき、第２表継続費補正については、令

和４年度補正予算（第５号）で継続費を設定したキャンモアスキー場リ

フト大規模改修事業の令和４年度事業費の確定に伴い、令和４年度の年

割額を7,126万9,000円に、令和５年度の年割額を1,038万4,000円に変更

するものでございます。 

次に、４ページを御覧いただきたいと思います。 

第３表地方債補正については、今回の補正で事業ごとに事業費及び財

源内訳を整理した結果、追加分及び増額となる変更分を記載しておりま

すが、追加分としては、辺地対策事業、進化台地区研修交流施設整備事

業に560万円を新たに追加するもので、起債の方法、利率、償還の方法

については記載のとおりでございます。 

また、増額となる変更分の限度額の合計につきましては、公営住宅整

備事業が2,490万円、辺地対策事業が22億4,910万円、災害復旧費につい

ては700万円となりますが、各種事業の限度額の変更については記載の

とおりで、起債の方法、利率、償還の方法については、変更はございま

せん。 

補正予算書の最終ページには、地方債に関する調書を付けていますの

で、後ほど御覧をいただきたいと思います。 

以上が、議案第１号「令和４年度東川町一般会計補正予算（第９号）」

の説明であります。 

御審議の上、御決定いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

これより、歳入歳出、継続費及び地方債について一括して質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

４番、薦田議員。  
 

４番（薦田

敏次君）  
 

15ページの出産・子育て応援交付金事業なんですけれども、これは確

か、今国会２月で補正予算で入ってきたやつだと思いますが、その中で

伴走型相談支援関係等で、現在の、今、妊産婦に一般財源から補助して

いる部分がこれに該当するということで、交付申請すれば、それが通れ

ば、その分も来るという話だったと思うんですけれども、その辺り、ど

ういうふうになっているか、ちょっと教えていただけますか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

佐々木保健福祉課長。 

保健福祉課

長（佐々木

英樹君）  
 

ただいま御質問がありました伴走型支援についてでございますけれ

ども、今現在、既に妊婦に２回、妊娠前期と後期の２回ですけれども、

保健師の面談を行っております。 

また、出産後にも栄養士の面談を行っておりまして、合計３回の面談
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を既に実施しておりますので、これらの補助金の関係の要綱等、詳細が

決まれば、保健師ですとか、会計年度任用職員の人件費補助対象という

形でもっていきたいと思っております。 

既に現在やっている子育て支援の部分に補助対象をもっていけるか

どうかということについては、国の説明会、今後ございますので、それ

を見ながら対象にもっていけるものはもっていきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑はありますか。 

10番、鈴木議員。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

幾つかあるので、出てきている順番に申し上げます。 

ページでいうと13ページになりますが、一般管理費のところですね。 

庁舎管理事業の修繕料で予期しない修繕というのがそこともう一つ、

普通財産維持管理事業のほうも修繕料、予期しない修繕とおっしゃった

でしょうか。 

具体的にどういう修繕があったのかということが一つです。 

それから防災対策事業、今日の一般質問にはあった部分かと思うんで

すが、これ要はスマホの見込み減なのかなと思うんですが、結局スマホ

何台分に相当することになるのでしょうか。 

イメージとしてスマホ何台分かが見込んでいた分が貸与に実際にな

らなかったので、その分を減額というイメージの捉え方でよろしいんで

しょうか。 

それからもう１件が、ちょっとページ進んで、21ページになるんです

が、教育費のほうですね。 

教育総務管理事務費で、普通旅費で、高校総体の出張分というような

ことでしたけれども、これは職員の方の分でしょうか。 

それとも高校総体のために常駐されている方がいらっしゃいますが、

その方の分なのでしょうか。 

高校総体に対する費用、これで本当に足りているのでしょうかという

ところが、非常に運営側が資金に苦労されているようなので、その辺の

御説明を願います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

佐藤企画総務課長。 

企画総務課

長（佐藤文

泰君）  
 

まず、最初に二つございます。 

庁舎管理と普通財産の修繕料でございますが、まず庁舎管理事業につ

きましては、庁舎の雨漏りでございます。 

この議場もそうなんですが、何回か雨漏りが生じまして、それに対す

る修繕ということで、予期しない部分が生じまして、対応をさせていた

だいております。 

それと、普通財産の維持管理事業につきましては、国際交流会館のエ

アコンとボイラーの故障というものがございます。 

こちらのほうの対応のために、急遽、対応することになってしまった

ということで、今回、修繕料が出てきているというものでございます。 

 

議長（高橋 窪田適疎推進課長。 
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昭典君）  
 

適疎推進課

長（窪田昭

仁君）  
 

続いて、スマホ端末の貸与についてということでございます。 

現在、貸与の確定している台数につきましては119台ということで、

こちらの予算措置につきましては1,000台分の貸与、それからそれに使

うアプリ、これの修繕等が必要であれば、そういった経費を当初見込ん

でおりました。 

それで最終的に今年度貸出しを予定している台数については290台と

いうことで考えておりまして、一部デモで使ったりですとか、予備機と

いうことで留保している部分を含めますと290台を最終的に借上げると

いうような契約で進めてまいりたいというふうに考えております。 

それからアプリのほうも表示を見やすくするですとか、情報を受け取

りしやすくするというような改修なんかも行いますので、そういった部

分で係る費用というのが約1,500万という推計になっておりますので、

それを除いた経費1,650万円についてを減額させていただくといったよ

うな内容になっております。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

学校教育課長。 

学校教育課

長 （ 大 角 

猛君）  
 

教育総務費の旅費の関係ですけども、旅費については職員のもので

す。 

今年の８月に香川県の万能町のほうで、令和４年度大会を行われまし

たので、その引き継ぎということで予算を見て執行したということでご

ざいます。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

ほかに質疑ありますか。 

１番、杉本議員。 

１番（杉本

岳大君）  
 

各施設の燃料費と光熱水費についてちょっと確認なんですけれども、

金額大きいところでいったら、せんとぴゅあⅠ、せんとぴゅあⅡ、小学

校、中学校、改善センター、ちょっとここは数字が大きく増えているの

かなと思うんですけども、これは令和４年度当初予算からの初めての補

正でよかったか、ということですね。 

ちょっと気になるのが、上がり幅がとても気になっていて、例えば小

学校でいったら当初予算で3,000万ぐらいなんですね、光熱水費が。今

回は940万、1,000万近く増えていると。 

中学校でいったら、1,145万9,000円のものが540万増えている。 

改善センターが450万のものが310万増えていると。 

何となく私たち一般家庭からいったら１割、２割、光熱費上がってい

るよねという感覚なんですけれども、ちょっと上がり幅が、私たちの一

般的な考え方よりも大きいなと思ったので、この要因は一体どういった

ことなんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

企画総務課長。 

企画総務課 要因というか、各公共施設の契約体系によるものかなと思われます。 
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長（佐藤文

泰君）  
 

それぞれ学校、それから役場やそれぞれの公共施設によって契約体系

が違うものですから、基本料金ですとかそういったものの上がり幅は当

然違ってくるのかなと思っておりまして、その部分の対応と、各種公共

施設で事業等いろんな様々な事業をやっておりますので、その部分で使

用している部分もあるのかなとは思いますが、請求書等もちょっと持っ

てきておりませんので、それを確認しなければ細かいことについては一

言でお話しできないのかなと思っております。 

必要であれば、またお話ししたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

杉本議員。 

１番（杉本

岳大君）  
 

電力の契約先というのは基本的には北電さんでよかったですか。 

よく一般的にちょっと私もマスコミ関係等で聞くんですが、新電力を

契約したがために、金額が、今回、燃料費が高騰してしまったために、

電気料金が増えてしまったということが、なんとなくニュース等で聞く

んですが、そういったものでちょっと増えてしまったんでしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

企画総務課長。 

企画総務課

長（佐藤文

泰君）  
 

北電と、今、言われた伊藤忠さんですとか、そういったところの契約

が確かにございます。 

それぞれによって過去の平均の取り方ですとか、そういったものがち

ょっと変わってくるものですから、その辺でちょっと違いは出てくるの

かなとは思っております。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

市川副町長。 

副町長（市

川直樹君）  
 

ただいまの質問でございますけども、昔は北電１本で各公共施設契約

をさせていただいておりましたが、新電力が出てきまして、その施設に

よっての契約内容、それによって北電と新電力、どちらがよろしいか、

どちらが得なのかというのを計算しまして、毎年見直しをして、新電力

の会社のほうからは毎年その差額についての報告もいただいている中

で、今回、急激に電力が上がってきたということで、一部報道、議員が

御指摘のような新電力だと今回上がり幅が大きいというようなことも

含めて指摘があるのは事実でございます。 

ただ、この差額の分については、今後もそういった点検を行いながら

ということで、若干その施設によって上がり幅が違うというのは、まさ

にそういうことと先ほど企画総務課長が答弁したような施設によって

利用時間、そういったものが若干差があるということ、もともと持って

いる予算もそれぞれ違いますので、それの中での誤差だということで御

理解をいただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

１番、杉本議員。 
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１番（杉本

岳大君）  
 

再度確認なんですけど、見直しをかけると電力会社の。 

基本的には１年契約で、来年度、新電力のものを北電さんに切り替え

ることは契約上可能ということという認識でよろしいですか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

市川副町長。 

副町長（市

川直樹君）  
 

契約はそれぞれ何年契約ということでやっておりますので、１年で更

新できるのか、来年更新できるのかということも含めて、それぞれの施

設のほうで点検をしていくということになるかと思いますので、御理解

いただければと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑はありますか。 

10番、鈴木議員。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

今の燃料費に関連してなんですが、この高騰は単純に燃料費の値上げ

ということもあるとは思うんですけども、このコロナ禍で皆さんの認識

として、いまだに飛沫感染というイメージが残っている方が多いかと思

いますが、どんどん情報はアップデートされていまして、空気感染が、

今、実態ですね。 

この空気感染をどうやって防ぐかというのが一番いい手立ては常時

換気をすること、ここも、今、できていないわけですけども。 

常時換気をすることというのがありますと、特に学校などの施設で

は、私はできれば常時換気をしながら、電気代なり燃料費はかかってし

まうけれども、やっていくことがどうしてもやむを得ないのかなという

ようなイメージで捉えておりました。 

町としてコロナ対策と燃料費を抑制するの、どっちを取るかという感

じになってしまうのかもしれませんが、考え方としてはいかがなんでし

ょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

企画総務課長。 

企画総務課

長（佐藤文

泰君）  
 

今のお話でございますけども、やはり日頃からのうがい・消毒、それ

と、今言われた換気につきましては、やはり定期的にやっていただくよ

うな形になるのかなと思います。 

ただ、確かに燃料費などは上がるかもしれませんが、そういった感染

予防対策というものは重要であると考えますので、その辺はしていただ

くことが優先かなと思います。 

既に導入しておりますが、各公共施設にオゾン発生器を常時置いてあ

りますので、それなども活用しながらこういった対策をとっていくとい

ったことで考えております。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

ほかに質疑ありますか。（「質疑なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。（「討論なし」の声

あり。） 

討論なしと認めます。 
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「議案第１号」について採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。（「異議な

し」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第１号「令和４年度東川町一般会計補正予算（第９号）

について」は、原案のとおり可決されました。 

 

 

 

〇日程第７ 議案第２号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第７、議案第２号「東川町下水道事業の設置等に関する条例の制

定について」を議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

矢ノ目都市建設課長。  
 

都市建設課

長（矢ノ目

俊之君）  
 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第２号「東川町下水道事業の設置等

に関する条例の制定について」提案理由を御説明申し上げます。 

議案第２号、東川町下水道事業の設置等に関する条例の制定につい

て、東川町下水道事業の設置等に関する条例を次のとおり制定するもの

とする。 

令和４年12月８日提出、東川町長であります。 

この条例は、下水道の設置に関し必要な事項を定め、公共水域の水質

の保全に資することを目的にする条例でございます。 

それでは、初めに提案理由を申し上げます。 

本条例の制定は国の要請により、公共下水道事業の経営成績や財政状

況など自らの経営状況のより的確な把握を可能とするため、地方公営企

業法非適用事業である公共下水道事業を財務規定等のみを適用する法

適用とし、官公庁会計への単式簿記から公営企業会計の複式簿記へ移行

するために制定するものです。 

今回の制定は、下水道設置と財務規定等の適用を追加する全面的な改

正となることから、名称を「東川町下水道事業の設置等に関する条例」

として新たに制定し、附則で「東川町公共下水道設置条例」の廃止及び

「東川町監査員条例」において請求又は要求による監査、決算時の審査、

公金の収納等の監査において、法適用事業を対象とする一部改正、東川

町特別会計条例から東川町公共下水道事業を削除する一部改正をする

ものです。 

また令和５年度までに移行しない場合については、社会資本整備総合

交付金の要綱の適用から外れ、補助金が受けられなくなりますが、今回

の事業移行によって継続して受けられるということになります。 

制定内容について御説明申し上げますので、第４回定例会資料１ペー

ジの「東川町下水道事業の設置等に関する条例」の内容を御覧ください。 

各条文の内容は、第１条は条例の設置について規定、第２条は地方公

営企業法により財務規定等を下水道事業に適用する規定、第３条は下水

道事業の基本的事項について規定、第４条は利益の処分の方法及び積立

金の取り崩しについて規定、第５条は資本剰余金の取扱いについて規

定、第６条は資産の所得及び処分についての規定、第７条は会計管理者

の事務について規定、第８条は業務状況説明書類の作成と決算、予算を
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明らかにする書類の作成について規定。 

附則では令和５年４月１日から施行することとしており、「東川町公

共下水道設置条例」の廃止、「東川町監査員条例」の一部改正、「東川

町特別会計条例」の一部改正が規定されております。 

改正条例本文及び資料２ページから４ページの「東川町公共下水道設

置条例」、「東川町監査員条例」、「東川町特別会計条例」の新旧対照

表については、説明を省略させていただきます。 

なお、関係法令について追加配付させていただきました「東川町下水

道事業の設置等に関する条例」について、関係法令条文抜粋資料を併せ

て御覧ください。 

以上が、議案第２号、東川町下水道事業の設置等に関する条例の制定

の提案理由と内容の説明になります。 

御審議の上、御決定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

11番、鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

私にしてみれば、やっと複式簿記形式の財務諸表が出るんだというこ

とで喜んでいるわけです。 

各自治体の会計は、今まで単式がほとんどでございまして、国のほう

では数年前から一般会計を含めて複式簿記ということを提唱しており

ましたけれども、当町では一般会計はまだ単式形式であります。 

今回、提案されている下水道事業は複式簿記であるということで、財

産の状況や収益の状況が明確に分かるようになると期待しております。 

そういう視点からちょっとこの問題ではありませんけれども、町のほ

うで一般会計についての公会計への移行というのは考えていないのか

どうなのか、併せてちょっとお伺いしたいと思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

企画総務課長。 

企画総務課

長（佐藤文

泰君） 

 

今、御質問のあった町の一般会計の部分でございますけれども、公会

計化という部分は全国的な流れで国のほうでも推奨はしてきていると

いうことではありますが、今、現状としては近隣を見ても見送っている

状況が大きいといったような状況でございますので、今後、ちょっと動

向を見極めながら考えさせていただきたいなと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いします。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

11番、鶴間議員。 

11番（鶴間

松彦君） 

 

今年の当初予算は140億から始まっております。 

そして恐らく今の状況でいくと繰越明許を含めると160億の予算規模

になるのではないかと見ております。 

これだけの大きな規模になりますと、やはり財産の状況やら、あるい

は収益という言い方は適切ではないと思いますけれども、歳入歳出の明

確なものが明らかになるような複式簿記というのは非常に重要視され

てくるのではないかと思いますので、ぜひ積極的な検討をお願いしたい
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と思います。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

答弁はありませんね。 

ほかに質疑はありますか。（「質疑なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。（「討論なし」の声

あり。） 

討論なしと認めます。 

議案第２号について採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。（「異議な

し」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第２号「東川町下水道事業の設置等に関する条例の制定

については」原案のとおり可決されました。 

 

 

 

〇日程第８ 議案第３号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第８、議案第３号「東川町議会議員及び東川町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について」を議

題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

佐藤企画総務課長。 

 

企画総務課

長（佐藤文

泰君）  
 

（登壇） 

ただいま議題となりました、議案第３号「東川町議会議員及び東川町

長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」の提案理由と改正内容について御説明申し上げま

す。 

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律、公職選挙法の一部

を改正する法律、公職選挙法施行令の一部を改正する政令及び公職選挙

法施行規則の一部を改正する省令が令和４年４月６日に公布されまし

た。 

今回の改正は、最近における物価の変動等を鑑み、衆議院議員及び参

議院議員の選挙における選挙運動に関し、選挙運動用自動車の使用及び

選挙運動用ビラの作成経費に係る限度額の引上げなどを目的に実施さ

れたもので、本条例が準用している公費負担の限度額について、今回改

正を行うものでございます。 

では、議案第３号「東川町議会議員及び東川町長の選挙における選挙

運動の公費負担に関する条例の一部改正する条例の制定について」御説

明いたします。 

「東川町議会議員及び東川町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を次のとおり制定

するものとする。 

ここで改正内容を第４回定例会資料に基づき御説明いたしますので、

５ページ、６ページの新旧対照表を併せて御覧ください。 

今回の条例改正の概要は、選挙運動用自動車の使用に係る上限額を借

入契約では１日１万5,800円を１万6,100円に、燃料供給契約については
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１日7,560円から7,700円に改定し、選挙運動用ビラの作成に係る単価の

上限額を７円51銭から７円73銭に改定するもので、第４条中の「15,800

円」を「16,100円」に、「7,560円」を「7,700円」に改め、第８条中の

「７円51銭」を「７円73銭」に改めるものでございます。 

それでは議案本文に戻りまして、御決定いただければ、附則に記載の

とおり、この条例は公布の日から施行することになります。 

以上、議案第３号「東川町議会議員及び東川町長選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について」の提

案理由と改正内容について御説明させていただきました。 

御審議の上、御決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。（「なし」の声あり。） 

質疑なしと認めます。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。（「なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

「議案第３号」について、採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。（「異議な

し」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第３号「東川町議会議員及び東川町長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について」は、原

案のとおり可決されました。 

 

 

 

〇日程第９ 議案第４号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第９、議案第４号「東川町立診療所大規模改修工事請負契約の変

更について」を議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

矢ノ目都市建設課長。  
 

都市建設課

長（矢ノ目

俊之君）  
 

（登壇） 

ただいま議題提案となりました議案第４号「東川町立診療所大規模改

修工事請負契約の変更について」、提案理由を御説明申し上げます。 

令和４年６月16日議決、令和４年６月16日契約締結の東川町立診療所

大規模改修工事請負契約の事項を次のとおり変更したいので、議会の議

決を求めるものであります。 

１、契約の目的。２、契約の方法。４、契約の相手方につきましては

変更はありませんが、３の契約の金額１億9,206万円を１億9,844万円に

変更するものであり、当初契約金額より638万円増額となるものです。 

それでは設計変更の内容について、主なものについて簡単に御説明申

し上げます。 

お手元の第４回定例会資料の７ページから９ページを併せて御覧く

ださい。 

今回の設計変更については、当初設計時に盛り込めなかった改修箇所

の追加及び外壁下地材にアスベストが見つかったことによる処理の追

加を予算の範囲内で設計変更をするものであります。 

それでは資料７ページの平面図を御覧ください。 
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黒字は当初改修概要、赤字表記が変更概要となります。 

来年度導入予定の電子カルテ受付情報モニターの設置、洗濯室・脱衣

室の洗濯室側にポータブルトイレ保管場所の設置、汚物を洗い流す壁掛

け汚物流しパックの設置と汚物処理室の拡張。 

資料８ページ及び９ページの立面図を御覧ください。 

外壁の改修に伴い、外壁下地にアスベスト材が見つかったため、飛散

防止対策及びアスベスト処分を追加するものです。 

図面左下の凡例を御覧ください。 

アスベスト処分を行う箇所につきましては、Ａのレンガタイル、Ｂ、

Ｊ、Ｍのコンクリート打ち放しの下地補修となります。 

立面図から直接抜き出し線が出ているＡ、Ｂ、Ｊ、Ｍの記号が施工箇

所となります。 

以上が、主な設計変更の概要でございます。 

なお、契約期間については変更ございません。 

以上、簡単ではございますが、議案第４号の提案理由の説明とさせて

いただきますので、よろしく御審議、御決定くださいますよう、お願い

申し上げます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

10番、鈴木議員。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

ここでちょっともしかしたらお答え難しいか分からないですけども、

確か受付表示モニターというのは、当初からそういう形で表示するとい

うようなお話だったように記憶していたんですが、何かほかにもう１か

所あって、さらにもう１台追加という意味でしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

都市建設課長。 

都市建設課

長（矢ノ目

俊之君） 

 

表示モニターについては、追加で１台ということになっておりまし

て、当初のほうでも１台ございます。 

今回の追加につきましては、来年度、導入予定の電子カルテ受付情報

を掲示するためのモニターということで確認しております。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。 

10番、鈴木議員。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

理解が出来てなくてごめんなさい。申し訳ありません。 

今回の電子カルテの受付表示モニターで、もう１台別に当初から予定

しているものが別にあるという意味でしょうか。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

都市建設課長。 

都市建設課

長（矢ノ目

俊之君）  
 

合計で２台になるということでございます。 

当初で１台、今回の追加で１台ということでございます。 
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議長（高橋

昭典君）  
 

ほかに質疑はありますか。（「なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。（「なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

「議案第４号」について採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。（「異議な

し」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、議案第４号「東川町立診療所大規模改修工事請負の変更につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

 

 

 

〇日程第10 議案第５号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第10、議案第５号「連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更に

ついて」を議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

企画総務課長。 

 

企画総務課

長（佐藤文

泰君） 

 

（登壇） 

ただいま議題となりました議案第５号「連携中枢都市圏形成に係る連

携協約の変更について」の提案理由と変更内容について御説明申し上げ

ます。 

今回提案します議案第５号「連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変

更について」ですが、旭川市との連携中枢都市圏形成に係る連携協約に

ついては、令和４年１月12日に協約を締結しておりますが、今回、新た

に新規就農者等の育成、ヒグマ対策の推進、ゼロカーボンの推進、旭川

大雪圏東京事務所を活用したシティプロモーション等の推進の４事業

を圏域で取り組もうとするものでございまして、地方自治法第252条の

２第４項の規定により、その例によることとされる同条第１項の規定に

基づき、旭川市との連携協約の一部を変更する協約の締結について提案

し、構成する市町等の議会の議決を求めるものでございます。 

では、議案第５号「連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更につい

て」を第４回定例会資料に基づき御説明いたしますので、10ページから

15ページの新旧対照表を併せて御覧ください。 

別表の３の（１）のエの表、企業誘致推進事業の項中「が、東京都に

事務所を設置し、」を「が、」に改め、同表に「新規就農者等の育成」

の項、それから別表の３の（１）のカの表に、「ヒグマ対策の推進」の

項と「ゼロカーボンの推進」の項を追加し、別表の３の（２）のウの表

に、「旭川大雪圏東京事務所を活用したシティプロモーション等の推進」

の項を加えるもので、このことにより旭川市との連携事業は38事業から

42の事業となるものでございます。 

以上簡単ではございますが、議案第５号の「連携中枢都市圏形成に係

る連携協約の変更について」の提案理由と改正内容について御説明をさ

せていただきました。 

御審議の上、御決定くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（高橋 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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昭典君） 

 

10番、鈴木議員。 

10番（鈴木

哉美君） 

 

ヒグマ対策の推進に関してお聞きいたします。 

ヒグマ対策というのが旭川市を中心とした目で見たときのことなの

かなというふうに今年度の動きなどから推察いたしますが、当町ではヒ

グマ以外の鳥獣被害のことも、従来から問題になっております。 

当然ながらヒグマ以外の鳥獣、ほか動物も町をまたいで行き来するわ

けですので、ヒグマ以外のことに関してはここには盛り込まれないので

しょうか。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

企画総務課長。 

企画総務課

長（佐藤文

泰君） 

 

今回、ヒグマ対策の推進ということで、新たに追加させていただいた

内容なんですけれども、お手元の資料を御覧いただければ分かるかなと

思うんですが、圏域住民の安全安心を確保するための圏域のヒグマ対策

ということになっておりまして、今年、結構、旭川米飯地域、それから

東川のキトウシ方面、東神楽方面ですとか、旭川の神居中心ですとか、

その辺に結構ヒグマが多発したということで、人命を守るための安全確

保といった部分での今回は追加であるということで、多分、議員言われ

ているのは農作物被害ですとか、そういった部分でのアライグマですと

か、キツネですとかの対策も入れてはどうかという御提案かなと思って

いるんですが、今回に関しては、人命の安全確保といった部分で追加を

するということで、旭川市のほうから提案がございまして、周辺８町に

ついては全てこの部分については加盟するといったような内容で審議

され、今回、提案に至ったというものでございます。 

 

議長（高橋

昭典君） 

 

ほかに質疑ありますか。（「なし」の声あり。） 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありますか。（「なし」の声あり。） 

まずは、反対討論の挙手がありますので、まず、原案に反対者の発言

を許します。 

10番、鈴木議員。 

 

10番（鈴木

哉美君） 

 

ただいま質疑のお答えとして、人命という安全安心ということでした

けれども、じゃあヒグマだけが直接、確かにヒグマによる人命に係る被

害というのがあったわけですが、それ以外にでも車、交通事故などの面

では、直接人を襲うということではないかもしれませんが、被害もある

わけで、またヒグマに関しては人命だけではなくて、当然、農作物の被

害もあるわけですね。 

これどうせやるのであれば、やはり一緒に一体的にやったほうがいい

のではないかなというふうに思われるわけです。 

この辺の議論が、この連携中枢都市圏形成という形成はしたんです

が、その議論がどういうふうな形でとりあえず町内で形成されていくの

かというそのプロセスがあまり明らかではなくて、全体的なものに関し

ては旭川市のホームページのほうに開催された協議会の議事録ども載

ってはいるわけですけれども、この当町の中でどういうふうに議論され

ていっているのか。 
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ましてやヒグマでは確かになくて農作物ではありますけれども、以前

から町民の方からの農作物被害ということで、これこそ本当に連携して

やるべきではないかという御提案をいただいておりました。 

そういう意見が生かされていかないというのは非常に残念なことで、

もう少し町内での議論プロセスがうまくできるような仕組みづくりを

していただきたいという意味で、このヒグマに対して、ヒグマ対策を否

定するという意味ではありませんが、もう少し議論が必要ではないか、

議論できるプロセスづくり、仕組みづくりが必要ではないかという意味

で反対討論をさせていただきます。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

次に、原案に賛成の発言を求めます。ありませんか。（「なし」の声

あり。） 

討論交互の原則によりまして、反復討論を禁止されております。 

１人１回の討論であり、次に反対討論者はいらっしゃいますか。（「な

し」の声あり。） 

これをもって討論を終結いたします。 

「第５号」について採決いたします。 

それでは、賛成の議員のこれより起立採決にいたします。 

本案に賛成の議員の起立を求めます。（起立10名） 

起立10名であります。 

よって、議案第５号「連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

 

 

 

〇日程第11 諮問第１号  

議長（高橋

昭典君）  
 

次に、日程第11、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて」を議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

町長。 

 

町長（松岡

市郎君）  
 

（登壇） 

それでは、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について」諮問をさせていただきます。 

下記の者を人権擁護委員の候補として推薦したいので、人権擁護委員

法第６条第３項の規定によって議会の意見を求める。 

記 

住所、○○○○○○○○○○○○、氏名、馬場猛。 

生年月日、○○○○○○○○生まれ、満73歳であります。 

提案の理由でございますけれども、任期満了によるため再任を諮問す

るものでございます。 

再任をいただきますと、令和５年４月１日から令和８年３月31日とな

るものでございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。（「なし」の声あり。） 

質疑なしと認めます。 

本件は人事案件につき、東川町議会運営に関する先例により討論を省
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略し、直ちに採決に入ります。 

採決は起立採決といたします。 

諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、

原案のとおり推薦することに賛成の議員の起立を求めます。（起立全員） 

起立全員であります。 

よって、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて」は、原案のとおり推薦することに決しました。 

 

 

〇日程第12 意見書案第１号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第12、意見書案第１号「国土強靱化に資する社会資本整備等に関

する意見書について」を議題といたします。 

提案理由と議案の説明を求めます。 

６番、畑中雅晴議員。  
 

６番（畑中

雅晴君）  
 

（登壇） 

意見書案第１号の提案理由と説明を行います。 

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書については、藤倉

智恵子議員、正満正義議員の賛同を得て、会議規則第14条の規定により

提出いたします。 

全文を省略し、記よりといたします。 

１、国土強靱化に資する社会資本の整備・管理が長期安定的に進めら

れるよう、公共事業関係予算の所要額を確保するとともに、地域の実態

に鑑み予算を重点配分すること。 

１、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的

に進めるために必要な予算・財源を確保するとともに、継続的・安定的

に国土強靱化の取組を進めることが重要であることから、５か年加速化

対策後も予算・財源を通常予算とは別枠で確保し継続的に取り組むこ

と。 

１、新広域道路交通計画に基づき、高規格道路については、着手済み

区間の早期開通、未着手区間の早期着手及び暫定２車線区間の４車線化

といった機能強化を図ること。また、高規格道路と並行する国道とのダ

ブルネットワークの構築や道路の防災対策・無電柱化などによるリダン

ダンシーの確保を図ること。 

１、橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策を推進するため、点検・診

断・補修などのメンテナンスサイクルを確立し、予防保全を含む戦略的

な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の拡充を図ること。 

１、地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、通学

路の交通安全対策などの道路整備や除排雪を含む年間を通じた維持管

理の充実が図られるよう、必要な予算を確保すること。 

１、維持管理に活用可能な交付金制度を創設するとともに、公共施設

の長寿命化について、すべての管理施設の点検や診断、補修、更新が交

付対象となるよう採択要件を緩和するなど、地方負担の軽減を図るこ

と。 

１、冬期における円滑な交通確保のため、除排雪に必要な予算を確保

するとともに、老朽化が進行している除雪機械等の計画的な更新・増強

が可能となるよう財政支援を強化すること。 

１、日本海溝・千島海溝周辺型地震に備え、避難施設、避難路などの
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整備及び津波対策緊急事業について、必要な予算の確保、地方負担を軽

減する財政支援の充実強化を図ること。 

１、堤防整備、ダム建設・再生などの対策をより一層加速するため、

粘り強い堤防の整備に関する交付金制度の拡充や準用河川改修の事業

要件緩和、小規模河川改修に対応した財政、技術支援制度の創設など、

「流域治水」の取組に必要な財政支援を更に強化すること。 

１、災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開

発建設部の人員体制の充実・強化を図ること。 

以上、地方自治法第99条の規定により提出いたします。 

御決定いただければ、東川町議会議長、高橋昭典名において、衆議院

議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、

国土強靭化担当大臣へ送付させていただきます。 

御審議の上、御決定いただけるようよろしくお願いします。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

これより意見書案第１号について質疑に入ります。質疑ありません

か。（「なし」の声あり。） 

質疑なしと認めます。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。（「なし」の声あり。） 

討論なしと認めます。 

「意見書案第１号」について採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。（「異議な

し」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、意見書案第１号「国土強靭化に資する社会資本整備等に関す

る意見書について」は、原案のとおり可決されました。 

 

 

 

〇日程第13 調査報告第１号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第13、調査報告第１号「ＳＤＧｓ、バイオマスの取組について」

を議題といたします。 

調査を行った総務文教常任委員長より報告を求めます。 

７番、藤倉智恵子議員。  
 

７番（藤倉

智恵子君）  
 

（登壇） 

調査報告第１号、総務文教常任委員会より所管事務調査報告について

述べさせていただきます。 

本委員会は、閉会中において所管事務調査を次のとおり実施したの

で、会議規則第77条の規定により報告します。 

所管事務調査報告書。 

１、実施日、令和４年８月29日、上川郡下川町で行いました。 

２、調査事項、ＳＤＧｓ、バイオマスの取組について。 

３、出席委員、総務文教常任委員６名です。 

５、委員外出席、高橋議長。 

６、説明のための出席者、下川町、近藤議長、古屋農林課長ほか４名、

計６名であります。 

７、職務のために本多事務局長、塚原次長が出席いたしました。 

８、調査の経過と結果は省略し、９、調査の意見のみ朗読させていた
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だきます。 

二酸化炭素の排出抑制と同時に吸収することも必要である。東川町は

面積の約75％が森林であり、町有林約1,000ヘクタールとほかの民有林

を含めて、東川町森林組合と協力・共同し、森林を整備し、森林経営を

促進し伐採・植林・保育の循環で、森林による吸収力をさらに高めてい

くことが必要である。取組の速度を速めて、大雪山・旭岳の雄大で恵ま

れた自然環境を守り、地球温暖化防止、ＳＤＧｓに急いで取り組むこと

が必要であると感じた。住民40、行政60の指標、しもかわＳＤＧｓイン

ディケーターを設定し、進捗状況を管理、視覚化しているところがすば

らしいと感じた。広報誌などを通じて町民への啓蒙を続けていて、ゼロ

カーボンへの町民理解や関心も根づいている様子であった。本町におい

ても、近距離は歩いて出かけるなど、車依存の生活をシフトしていくこ

とは今すぐにでもできることであり、町民への呼びかけなど、早めにゼ

ロカーボンに取り組む適疎な町を実行に移すべきだと感じた。 

以上であります。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

本件は報告済みといたします。 

 

 

 

〇日程第14 調査報告第２号  

議長（高橋

昭典君）  
 

日程第14、調査報告第２号「太陽光発電を活用したまちづくり、ふる

さと納税の取り組みについて」を議題といたします。 

調査を行った産業建設常任委員長より報告を求めます。 

６番、畑中雅晴君） 

 

６番（畑中

雅晴君）  
 

（登壇） 

調査報告第２号。 

所管事務調査報告について。 

本委員会は閉会中において所管事務調査を次のとおり実施したので、

会議規則第77条の規定により報告いたします。 

実施日時、令和４年10月28日、白糠郡白糠町。 

詳細事項、太陽光発電を生かしたまちづくりについて、ふるさと納税

の取組について。 

３番から８番までは省略いたしたいので、お目通しいただければと思

います。 

９番の調査の意見のほうを報告させていただきます。 

太陽光発電については、定住奨励助成事業の実績が減少しているとの

ことだったが、買取価格が安価になったことと人口減少が続き、移住人

口も増えていないこと、最近では経済が不安定で収入増も見込めないこ

となどが原因ではないかと思われる。 

間伐材を燃料にした木質バイオマス発電所を有する再生可能エネル

ギー導入先進地でもあり、今年４月には地熱開発の人材育成施設を開設

するなど、ゼロカーボン実現に貢献する官民一体となった積極的な取組

は注目すべき点である。 

子育て応援日本一の町として、結婚新生活支援、出産祝金の支給、保

育料の無料化、18歳までの医療費無料化、小・中・高の給食費無料化な
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ど多くの事業を展開しているが、一番の悩みは毎年200人前後で人口が

減少していることと思われる。 

施策が充実し、資源が豊富であることは優位なことだが、住みたい、

住み続けたいまちづくりと人口減少を止める政策に知恵を出し合うこ

とも大切だと感じた。 

これはふるさと納税の話ですけども、返礼品については、サイトのカ

スタマーレビューがクレームに発展する前に敏感かつ丁寧に対応し、逆

にファン獲得につなげるような職員のスキルは、本町でも見習うべき所

が多いと考える。 

以上でございます。 

 

議長（高橋

昭典君）  
 

本件は報告済みといたします。 

 

 

〇日程第15～17 閉会中の所管事務等の調査の申し出  

議長（高橋

昭典君）  
 

次に、日程第15から日程第17までは、各常任委員会委員長及び議会運

営委員長からの閉会中の所管事務等の調査の申出であり、これを一括議

題といたします。 

申出の内容は各委員長から会議規則第73条の規定により、お手元に配

付されている申出書のとおりであります。 

各委員長からの申出のとおり、閉会中の所管事務等の調査とすること

に御異議ございませんか。（「異議なし」の声あり。） 

異議なしと認めます。 

よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中の所管事務調査の調査

をすることに決しました。 

 

 

〇閉  会  

議長（高橋

昭典君）  
 

以上をもって、本定例会の会議に附議された事件は全て終了いたしま

した。 

これをもちまして、令和４年東川町議会第４回定例会を閉会いたしま

す。 

大変御苦労さまでございました。 

 

 

以上、会議の経過は、本議会書記が記載したものであり、これに相違ないことを

証するためここに署名する。 

 

 

東川町議会議長   高橋 昭典       

 

会議録署名議員   鈴木 哉美               

 

会議録署名議員   鶴間 松彦         

 

 


